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［ 実践プログラム編］の構成について

下巻［ 実践プログラム編］ は、 上巻［ 学校の取組編］ の内容を踏まえて、 各学校に

おいて、「 いじめに関する授業」 や教職員研修を実施するためのプログラム、 保護者・

地域プログラムとして編集しており 、 上巻の内容に合わせて策定したものとなっています。

第３ 部「 いじめ防止のための『 学習プログラム』」 では、「 いじめに関する授業」 で活

用できるように、 指導事例を示しています。 学習指導要領の内容を踏まえた上で、「 第５

期東京都教育委員会いじめ問題対策委員会　 答申」 に示された、「 児童・ 生徒一人

一人が、 互いを多様な存在として認め、『 自己指導能力』 を身に付け、 何が正しく何が

間違っているかを自分で考え行動に移すことができる」 よう にするための取組が一層推

進されることを目指して改訂しました。

各学校において、 これらの指導事例を参考にして、 子供たちの実態に即した授業計

画を立てていただきたいと考えています。

第４ 部「 いじ め問題解決のための『 教員研修プログラム』」 には、 全ての学校で必

ず実施すること が義務付けられている校内研修の取組事例を示しています。 いじ め防

止対策推進法に規定されている「 いじめ」 の定義や組織的対応の在り 方などについて、

分かりやすく理解できるよう 構成しています。 特に、「 いじめの認知の判断までのプロセス

も含めた、 具体的な取組の充実」、「『 学校いじめ問題対策委員会』 における多角的な

検証によるいじめの認知の徹底」、「 学校における取組や教職員の意識について見直す

機会の設定」、「 教職員一人一人が自己の取組を点検するためのレーダーチャート の活

用」 の４ 点を重視しています。

一人一人の教職員が、 上巻「 学校の取組編」 に定められている取組を確実に実施

することができるよう 、 このプログラムを十分に活用していただきたいと思います。

第５ 部「 いじめについて学校と 共に考える『 保護者プログラム』」 及び第６ 部「 いじめ

問題解決のための『 地域プログラム』」 は、 学校と 保護者・ 地域が一体となって、 いじ

めの防止に取り 組んでいけるよう 、 保護者や地域の方々がいじめ問題について考えられ

るよう にするために開発したプログラムです。 保護者会や入学説明会、 道徳授業地区

公開講座等において御活用ください。

本書の上巻と下巻を関連させながら活用することにより 、 全ての教職員が、 自信をもっ

ていじめ問題に対峙できるようになることを願っています。
じたい
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生徒指導の定義： 　 生徒指導と は、 児童・ 生徒が、 社会の中で自分ら し く 生き る こ と ができ る 存在へと 、

自発的・ 主体的に成長や発達する 過程を 支える 教育活動のこ と であ る。 なお、 生徒

指導上の課題に対応する ために、 必要に応じ て指導や援助を 行う 。

生徒指導の目的： 　 生徒指導は、 児童・ 生徒一人一人の個性の発見と よ さ や可能性の伸長と 社会的資質・

能力の発達を 支える と 同時に、 自己の幸福追求と 社会に受け入れら れる 自己実現を

支える こ と を 目的と する 。

生徒指導の目的を 達成する ためには、 児童・ 生徒一人一人が自己指導能力を 身に付ける こ と

が重要と なり ま す。

「 児童・ 生徒一人一人が自己指導能力を身に付けるための視点」
（ 令和６ 年度　 東京都研究開発委員会「 いじ めの理解啓発委員会」）

以下、（ 　 ） 内のページは、 生徒指導提要（ 文部科学省　 令和４ 年 12 月） を 指す。

　 生徒指導の目的を 達成する ためには、 児童生徒一人一人が自己指導能力を 身に付ける こ と が重要
です。 児童生徒が、 深い自己理解に基づき 、「 何を し たいのか」、「 何を する べき か」、 主体的に問題

や課題を 発見し 、 自己の目標を 選択・ 設定し て、 こ の目標の達成のため、 自発的、 自律的、 かつ、

他者の主体性を 尊重し ながら 、 自ら の行動を 決断し 、 実行する 力、 すなわち、「 自己指導能力」 を 獲
得する こ と が目指さ れま す。 　

（ P13　 第１ 章生徒指導の基礎）

　 発達支持的生徒指導は、 特定の課題を 意識する こ と なく 、 全ての児童生徒を 対象に、 学校の教育
目標の実現に向けて、 教育課程内外の全ての教育活動において進めら れる 生徒指導の基盤と なる も

のです。
　 発達支持的生徒指導では、 日々の教職員の児童生徒への挨拶、 声かけ、 励ま し 、 賞賛、 対話、 及び、

授業や行事等を通し た個と 集団への働き かけが大切になり ま す。
(P20  1.2.2 発達支持的生徒指導 )

　 全ての児童・ 生徒を 対象と し た常態的・ 先行的 ( プロ アク ティ ブ ) な生徒指導と し て、 教育活動の
あら ゆる 場面で、 こ れら の視点を 取り 入れながら 児童・ 生徒の成長・ 発達を 支えていく こ と が求め

ら れる 。

　 自他の 個性を 尊重し 、 相手
の立場に 立っ て 考え、 行動で
き る 相互扶助的で 共感的な 人
間関係を いか に早期に創り あ
げる かが重要と なり ま す。

（ P14　 1.1.2 生徒指導の実践上の視

点 （ ２ ） 共感的な人間関係の育成）

　 学校生活のあ ら ゆる 場面で、「 自
分も 一人の人間と し て大切にさ れて
いる 」 と いう 自己存在感を 、 児童生
徒が実感する こ と が大切です。ま た、
あり のま ま の自分を 肯定的に捉える
自己肯定感や、 他者のために役立っ
た、 認めら れたと いう 自己有用感を
育むこ と も 極めて重要です。

（ P14　 1.1.2 生 徒 指 導 の 実 践 上 の 視 点 

（ １ ） 自己存在感の感受）　 児童生徒が自己指導能力を
獲得する には、 授業場面で 自
ら の意見を 述べる 、 観察・ 実験・
調べ学習等を 通じ て 自己の仮
説を 検証し て レ ポート する 等、
自ら 考え、 選択し 、 決定する 、
あ る いは発表する 、 制作する
等の体験が何よ り 重要です。

（ P15　 1.1.2 生徒指導の実践上の視

点 （ ３ ） 自己決定の場の提供）

　 お互いの個性や多様性を 認め合
い、 安心し て授業や学校生活が送れ
る よ う な風土を 、 教職員の支援の下
で児童生徒自ら がつく り 上げる よ う
にする こ と が大切です。

（ P15　1.1.2 生徒指導の実践上の視点 （ ４ ） 

安全・ 安心な風土の醸成）

　 東京都教育委員会では、 令和６ 年度教育研究開発委員会で、「 いじ め理解啓発委員会」 を発足し 、「 自己指導能力を育成

する 発達指示的生徒指導〜いじ めの未然防止に向けて」 と いう 研究主題のも と 、生徒指導提要（ 文部科学省令和４ 年 12 月）

の基本的な方向性に即し て、 都内公立学校における 、 いじ めの未然防止に向けた実践プロ グラ ムの研究・ 開発を行い、 そ

の効果を検証し た。 本巻では、 児童・ 生徒一人一人が自己指導能力を身に付ける ために必要な「 生徒指導の実践上の視点」

を各事例の中で示し た。
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「 学習プログラ ム」 の概要第 1 章

　 こ れら の４ 項目から 編成する プロ グラ ム は、 児童・ 生徒の発達の段階を 考慮し て作成し 、「 小学

校低学年」、「 小学校中学年」、「 小学校高学年」、「 中学校」、「 高等学校」 及び「 特別支援学校」 の６

編で構成し ていま す。

　 なお、「 特別支援学校」に関し ては、知的障害のある 児童・ 生徒への指導事例と し て掲載し ていま す。

そのため、 障害種別や児童・ 生徒の実態に応じ て、「 特別支援学校」 だけでなく 、 他校種の項目を

参考に活用し てく ださ い。

　 いじ め問題を未然に防いだり 、 適切かつ迅速に解決し たり する ためには、 子供たち自身が、 いじ めを

自分たちの問題と し て主体的に考え、 話し 合い、 行動でき る よ う にする こ と が重要です。 全ての教育活

動を 通じ て、 子供一人一人に対し て、 自ら がいじ めについて考え、 自ら 行動し 、 いじ め問題に対応でき

る 力を 意図的・ 計画的に身に付けさ せる こ と ができ る よ う 、 学習プロ グラ ムを 開発し ま し た。

「 学習プログラ ム」 の構成の特徴

プログラ ムの項目と ねら い 上巻と の関連

《 ねら い》

〇　 いじ めについて深く 考え、 いじ めは絶対に許さ れない行為である

こ と を 自覚する。

〇　 いじ めの防止に向けて、 協力し 合い、 より よい学校生活を 作り 出

す自主的な態度を 養う 。

未然防止

（ 1 ） 子供が安心し て生活で

き る 学級・ 学校風土の創

出

（ 3 ） いじ めを 許さ ない指導

の充実

（ 4 ） 子供が主体的に行動し

よう と する意識や態度の

育成

《 ねら い》

〇　 自分の良いと こ ろ や、 友達の良いと こ ろ に気付き 、 生活の中で、

どのよう に生かし ていく かを考え、 実行し よう と する意思を も つ。

〇　 自分の良いと こ ろ や友達の良いと こ ろ を、「 価値ある個性」 と 捉え、

自尊感情や自己肯定感を 育む。

未然防止

（ 4 ） 子供が主体的に行動し

よう と する意識や態度の

育成

《 ねら い》

〇　 相手の気持ちや立場を 考えたコ ミ ュ ニケーショ ンの在り 方につい

て考え、 自他を尊重し た望まし い人間関係を 築く 。

〇　 集団全体の合意形成に向けた話合いを 通し て、 相手の状況や目的

に応じ てコ ミ ュ ニケーショ ンを 図る力を 身に付ける。

未然防止

（ 4 ） 子供が主体的に行動し

よう と する意識や態度の

育成

《 ねら い》

〇　 集団生活や公共の場で守るべき ルールやマナー、 大切にすべき モ

ラ ルについて考え、 すすんで守ろ う と する意欲をも つ。

〇　 法や決まり の意義について考える こ と を 通し て、 他者と 共生する

ために必要な規範を 身に付ける と と も に、 主体的に決まり を 守ろ う

と する態度を 育む。

未然防止

（ 1 ） 子供が安心し て生活で

き る 学級・ 学校風土の創

出

（ 4 ） 子供が主体的に行動し

よう と する意識や態度の

育成

１ 　 いじ めをし ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

２ 　 互いの個性の理解

３ 　 望まし い人間関係の構築

４ 　 規範意識の醸成
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「 学習プログラム」 の活用

年間を見通し た「 学習プログラム」及び「 教員研修プログラム」の活用時期例（ 中学校）

（ いじ めに関する 授業に活用でき る 学習指導案及び板書例、 教材文や資料等を見開き ２ ページで掲載し ています。）

　「 学習のねら い」、「 評価」、「 教育課程にお
ける 位置付け」、「 主な使用教材」 を 記載し て
いま す。

　 授業の流れや子供の反応例を 掲載し てい
ま す。 板書の活用方法と し て も 参考にし て
く ださ い。

　「 １  いじ めを し ない、さ せない、許さ ない意識の醸成」 の「 特別の教科　 道徳」 では、「 公正、公平、
社会正義」「 相互理解、 寛容」 等、 いじ めと 関わり の深い内容項目の学習指導案を ２ 事例、「 ２  互
いの個性の理解」 以降の学習プロ グ ラ ム では「 発展的な展開例」 を 作成し ま し た。 いじ めに関す
る 授業の実施状況や学級の実態に応じ て、 見開き の左ページの「 展開例」 を 繰り 返し 実施し たり 、

「 展開例」 の展開部分を 「 発展的な展開例」 に入れ替えて実施し たり する こ と ができ ま す。

児童・ 生徒が自己指導能力を身に付けら れる た
めに、 留意すべき 「 生徒指導の実践上の視点」
を掲載し ていま す。

規範意識の醸成4

学校　 学年

展開例

◆学習のねら い

◆評価

◆教育課程における位置付け

◆主な使用教材

学習活動 ○指導上の留意点

導
　
入

展
　
開

ま
と
め

板書例

(1)　 自己存在感の感受　 　 (2)　 共感的な人間関係の育成

(3)　 自己決定の場の提供　 (4)　 安全・ 安心な風土の醸成

発展的な展開例

生徒指導の実践上の視点

学習活動 ○指導上の留意点

展
　
開

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

未
然
防
止
・

早
期
発
見
の
取
組

1 0 月 1 1 月 1 2 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

未
然
防
止
・

早
期
発
見
の
取
組

校内研修⑤
【 自己の取組
を点検する
レーダーチャー
ト の活用】

いじ めに関す
る授業③

【 規範意識の醸
成】

いじ めに関す
る授業①

【 いじ めをし な
い、 さ せない、
許さ ないため
の意識の醸成】

校内研修②
【「 いじ め」 の
定義の確実な
理解】

校内研修③
【 いじ め問題
の解消に向け
た組織的な取
組】

校内研修④
【 いじ め問題の
解消に向けた
組織的な取組】

校内研修①
【「 学校いじ め
防 止 基 本 方
針」 に基づく
確実な取組の
推進】

いじ めに関す
る授業②

【 望ましい人間
関係の構築】

校内研修⑥
【 いじ め問題
の解消に向け
て効果のあっ
た取組】

…いじ めに関する 授業

重大事態
への対処
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「 学習プログラ ム」 の内容一覧第 2 章

№ 小学校　 低学年 小学校　 中学年 小学校　 高学年

１

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

　 自分の好き 嫌いにと ら わ

れず、 誰に対し ても 仲間外

れにし な い心情を 育て る 。

（ p 1 4 ）

　 友達を 仲間外れにせず、

仲良く し 、 互いに助け合っ

ていこ う と する 態度を 育て

る。（ p 1 6 ）

　 自分と 異なる 思いや考え

を 大切に す る 心情を 育て

る。（ p 1 8 ）

　 いじ めを する こ と な く 、

誰と でも 公平に接し よ う と

する態度を 育てる。（ p 2 0 ）

　 相手の気持ち を 考えて行

動し 、 互いに信頼し 合い、

友情を 深めていこ う と する

心情を 育てる。（ p 2 2 ）

　 誰に対し ても 偏見を も つ

こ と や差別を するこ と なく 、

公正・ 公平な 態度で 接し 、

正義の実現に努めよ う と す

る態度を育てる。（ p 2 4 ）

【 児童会・ 生徒会活動等】

・ 児童・ 生徒によるいじ め防止に向けた協議会　 ・ 委員会活動におけるいじ め防止に向けた取組

２

互
い
の
個
性
の
理
解

　 友達や教師が見付けてく

れた自分の良いと こ ろ を 知

る こ と で、 自分の良いと こ

ろ を 積極的に知ろ う と する

態度を育てる。（ p 3 4 ）

　 友達や教師が見付けてく

れた自分の良いと こ ろ を 知

り 、 自分の良いと こ ろ を 伸

ばし ていこ う する 態度を 育

てる。（ p 3 6 ）

　 自分の良いと こ ろ 、 友達

の良いと こ ろ を 見付け、 学

級の一員と し ての自分に気

付く と と も に、 全員の良い

と こ ろ を 学級で生かし てい

こ う と する 態度を 育て る 。

（ p 3 8 ）

３

望
ま
し
い
人
間
関
係
の
構
築

　 友達と よ り 良い人間関係

を 形成する には、 相手のこ

と を よ く 知る 必要があり 、

相手の話を し っ かり 聞く こ

と が大切である こ と を 理解

さ せる。（ p 4 6 ）

　 コ ミ ュ ニケーショ ン を 行

う 上で、 言葉で伝える こ と

に加え、 相手の動き や表情

を よ く 見たり 、 よ く 聞いた

り し て、 相手が話し た い

こ と を 知ろ う と する こ と も

大切である こ と を 理解さ せ

る。（ p 4 8 ）

　 コ ミ ュ ニケーショ ン を 図

る こ と で、 互いに意思や感

情、 思考を 伝え合う こ と や、

新た な 考え に気付いた り 、

考えを 深めたり でき る こ と

を理解さ せる。（ p 5 0 ）

４

規
範
意
識
の
醸
成

　 いじ めは、 相手の心や体

を 傷付ける 行為である こ と

を 理解さ せる と と も に、 い

じ めのないすてき な学級に

する ために自分に合っ たよ

り よ い解決方法を 意思決定

でき るよう にする。（ p 5 8 ）

　 いじ めが起き たと き にど

う すればよ いか考える こ と

を通し て、いじ めを し ない、

さ せな い、 見過ご さ な い、

見て見ぬ振り を し ない態度

を育てる。（ p 6 0 ）

　 考え 方や感じ 方は人に

よ っ て違っ ており 、 その違

いを 認める こ と が大切であ

る こ と や、 Ｓ Ｎ Ｓ を はじ め

と する イ ン タ ーネッ ト 上で

は「 誤解」 が生まれやすい

こ と を 理解さ せ、 考えや気

持ち を 伝える 方法を 考えさ

せる。（ p 6 2 ）
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中学校 高等学校 特別支援学校

　 互いの立場を 尊重し 、 いろ

いろ な も のの見方がある こ と

を 理解し 、 寛容の心を も と う

と する態度を 育てる。（ p 2 6  ）

　 正義と 公正さ を 重んじ 、 誰

に対し て も 公平に接し 、 正義

を 実現し よ う と する 態度を 育

てる。（ p 2 8 ）

　 考え 方や価値観の違いを 認

識し 、 互いを 尊重する こ と に

よ り 、 よ り 良い 学級や学校、

豊かな 未来を 築く こ と がで き

るこ と を 認識さ せる。（ p 3 0 ）

　 自分の好き 嫌いにと ら われ

ず、 誰 と で も 仲 良 く 接 す る

こ と がで き る 心情を 育て る。

（ p 3 2 ）

・ いじ め防止のためのシンポジウム　 　 　 ・ いじ め防止啓発作品づく り

　 職場体験に お け る 経験を 、

明日から の学校生活で ど のよ

う に生かし て いく か考え、 実

践する態度を 養う 。（ p 4 0 ）

　 様々な 人々の視点から 地域

社会における 課題について 考

え る こ と で、 他者と 協働し て

課題解決に当たろ う と する 態

度を 育てる。（ p 4 2 ）

　 自分の良いと こ ろ、 友達の良

いと こ ろを積極的に見付けよう

と する態度を育てる。（ p44）

　 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン におい

て は、 互いに意思や感情、 思

考を 伝達し 合う こ と や、 相手

の考え を 尊重し て 話し 合う こ

と が大切で ある こ と を 理解さ

せる。（ p 5 2 ）

　 言葉や感情表現によ っ て 相

手への意思の伝わり 方が異なる

こ と を理解さ せると と も に、 自

分の意思を正し く 伝え、 受け止

めても ら えるよう な表現を行っ

ていこ う と する 態度を 育てる。

（ p 5 4 ）

　 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と は、

互いに意思や感情、 思考を 伝

達し 合う こ と で あり 、 言葉や

文字だけで な く 、 声の大き さ

や話し 方や態度な ど が大き な

役割を 果たすこ と を 理解さ せ

る。（ p 5 6 ）

　 Ｓ Ｎ Ｓ 等の上手な 使い方に

ついて 学び、 自分たち の身を

守る ためのルールを 考え、 行

動でき るよう にさ せ、イ ンタ ー

ネッ ト 上での規範意識を 育む。

（ p 6 4 ）

　 Ｓ Ｎ Ｓ 等を 介し たト ラ ブ ル

やいじ めについて 知り 、 加害

者にも 被害者にも な ら な いた

めの防止策や、 対処方法を 身

に付けさ せ、 イ ン タ ーネッ ト

上での規範意識を 育む。（ p 6 6 ）

　 いじ めを な く すために、 自

分がで き る こ と を 考え る こ と

を 通し て、 い じ めを し な い、

さ せな い、 見過ご さ な い、 見

て 見ぬ振り を し な いための態

度を 育てる。（ p 6 8 ）

【   学習のねら い】
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成 いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成１

学習プログラ ム第 3 章

児童会・ 生徒会等

児童・ 生徒によるいじ め防止に向けた協議会

　 学校や学年、 学級において、 児童・ 生徒が、 い

じ めを 防止する ための取組について考え、 話し 合

い、 自分自身で判断し 、 行動する 力を 育む。

委員会活動におけるいじ め防止に向けた取組

　 各種委員会活動を 通し て、 児童・ 生徒にいじ め

は絶対に許さ れない行為である こ と を 啓発し 、 い

じ めを 許さ ない環境づく り を促進する 。

＜具体的な活動の流れ＞

１ 　 各学年で委員を選出し 、 代表児童・ 生徒
が学校のいじ め防止の取組や友達への関わ

り 方について、 協議を 行う 。
２ 　 協議の内容を 、 朝会や校内放送、 校内掲

示物等でど う し たら いじ めが防止でき る か
について周知・ 啓発する こ と で、 いじ めを

許さ ない環境づく り を 行う 。

１ 　 各学級から 委員を 選出し 、 代表児童・ 生

徒が学年の取組等について、 協議を 行う 。
２ 　 その内容を 当該学年の学級で周知し 、 各

学級でそのこ と について、 話し 合う 。

３ 　 代表児童・ 生徒によ る 協議で、 各学級か
ら の意見を集約し 、学年の取組等について、

検討する 。
４ 　 決ま っ たこ と を、 学年集会や学年の掲示

物等で周知・ 啓発する こ と で、 いじ めを 許
さ ない環境づく り を 行う 。

１  　 学級活動等で、 いじ めを 防止する 取組に

ついて協議を 行う 。

２  　 決ま っ たこ と を、 掲示物等で周知・ 啓発

する こ と で、 いじ めを 許さ ない環境づく り

を 行う 。
※　 学校公開等で地域住民や保護者等を交え

て話合いをする こ と も 効果がある 。

学校で行う 場合

学年で行う 場合

学級で行う 場合

＜具体的な活動の流れ＞

　 友達にし ても ら ってう れし かったこ と の発表

１  　 校内放送で、 放送委員会と し て「 いじ め防

止」 に関わる「 一人一人の良さ 」 に着目し た

放送を行う 。 児童・ 生徒は校内放送で友達に

し てもら ってう れし かったこと の発表を聞く 。

２  　 発表を 聞いた感想を 学級・ 学年間で交流

し 、「 友達の良さ 」 について考えを 深める 。

　 いじ めを テーマにし た本の読み聞かせ・ 紹

介・ 感想の発表等

１  　 図書集会や校内放送で、 図書委員会と し

て「 いじ め防止」 に関わる 本の読み聞かせ

等を行う 。

２  　 児童・ 生徒は、 読み聞かせの感想を学級・

学年間で交流し 、「 いじ め」 について 考え

を 深める 。

　 校内の言語環境の改善及び充実等

１  　 生活委員が一日を 振り 返り 、 学活等で誰

かを傷付ける 言葉がなかっ たか等を 振り 返

り ながら 、言語環境に対する 意識を 高める 。

２  　 日々の取組を基に、 望まし い言語環境について

考える 機会を設ける。 ポスタ ー等を掲示するこ と

により 、 児童・ 生徒全体の意識の向上を図ると と

もに、いじ めを許さない環境づく り の担い手と なる。

放送委員会

図書委員会

生活委員会

期待さ れる効果

　 いじ め防止に向けて、 児童・ 生徒自身がい

じ めについて、 自ら 考え、 判断し 、 行動する

力を 育む効果が期待でき る 。

期待さ れる効果

　 同じ 目的の下に委員会同士が協力し て活動

する こ と など を 通し て、 児童・ 生徒の主体性

を 育む効果が期待でき る 。
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いじ め防止のためのシンポジウム

　 児童・ 生徒と 地域住民がいじ め問題を テ ーマ 

に意見を 交流し 、 いじ め防止に向け た 意識啓発 

を 図る 。

いじ め防止啓発作品づく り

　 いじ め防止を テーマにし たポス タ ー・ 標語など

の作品づく り を 通し て、 いじ めは絶対に許さ れな

い行為である こ と を啓発する 。

（ 例） いじ めに関する人権標語

＜具体的な活動の流れ＞

１ 　 いじ めに関する 授業を 行う 。

２  　 児童・ 生徒がいじ めに関する 人権標語を

作成する 。「 いじ めは悪い」、「 いじ めを し

てはいけな い」 と いう こ と だけではな く 、

「 ど う すればいじ めがなく なる か」 につい

て表現する 。

【 作品例】

・「 だいじ ょ う ぶ？」 こ の一言で 心ぽかぽか

・ がま んせず　 ぼく が聞く よ 　 その気持ち

・ やら ないで　 みんなでやろう よ 　 協力し て

３  　 校内や地域の交流施設等で展示し 、 保護

者や地域関係者と 思いを 共有する 。

４ 　 各校の代表作品を 役所等に展示する 。

※ 　 人権感覚を身に付ける ための機会を

定期的に設け、 他者を 思いやる 心や相

手を 認める こ と の大切さ を確認でき る

よ う にする 。

※ 　「 ふれあ い月間」 や「 人権週間」 に

合わせて実施する と よ り 効果的である 。

＜具体的な活動の流れ＞

１  　 各小・ 中学校で、 いじ め防止のために取

り 組んでいる こ と について、 ポス タ ーを 作

成する 。

２  　 シン ポジウ ム の開催に当たり 、 連合生徒

会（ 各中学校の生徒会役員の集ま り ） で、

シ ン ポ ジ ウ ム に込めた 思いを テ ーマにす

る 。（ 例「 心と 心の思いやり ～人の気持ち

に気付ける 人へ」 等）

３  　 いじ め防止のためのシン ポジウ ム をホー

ル等の公共施設で開催する 。参加者は、テー

マに込めた思いを基に集う 。

・ 児童・ 生徒によ る ポス タ ーセッ ショ ン

・ 地域住民と の意見交換

・ 中学校の代表生徒によ る 全体発表

４  　 シン ポジウ ム 開催後、 各校でシン ポジウ

ム の内容を共有し たり 、自校の取組の工夫・

改善を 図ったり する こ と で、 学校全体でい

じ め防止に向けた意識を高める 。

５  　 作成し たポス タ ーを 役所等に掲示する 。

期待さ れる効果

　 全校児童・ 生徒が標語の作成に関わっ たり 、

作品を 校内外に掲示し たり する こ と で、 いじ

め防止に対する 意識を 高め、 持続さ せる 効果

が期待でき る 。

期待さ れる効果

　 いじ め防止に向けて、 児童・ 生徒自身がい

じ めについて考え、 行動する と と も に、 シン

ポジウ ム を 通じ て相互理解を 深め、 地域全体

でいじ め防止に向けた取組が期待でき る 。

　 各学校は特別活動等の時間を 活用し て、 いじ めの防止に向けた、 児童・ 生徒自身がいじ めについ

て考え行動でき る よ う にする ための様々な取組を行っ ており 、 その一例を 掲載し ている 。 保護者や

地域の方々と 一緒に取り 組んだり 、 保護者会や学校だよ り 等、 様々な場面や方法で発信・ 共有し た

り し ていく こ と が大切である 。 様々な取組を つなぎ合わせ、「 いじ めをし ない、さ せない、許さ ない」

学校・ 地域づく り を 目指す。

【 ポスタ ーセッ ショ ンの様子】 【 展示の様子】 【 児童の作品】
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いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

小学校低学年

1

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 友達と 一緒にいて、 う れし かっ たこ と を
発表する。

○ 　 学級の実態に合わせて、 事前ア ン ケ ート
を 取り 、 気付いたこ と を 発表でき る よ う に

なる 。

展
開

　
35
分

２  　 教材「 さ る く んは　 だめ」 を 読み、 話し

合う 。

◇ 　 さ るく んが、「 ぼく も 　 入れて」 と 言っ た
と き 、 り すさ んたち はど んな気持ち になっ

たでし ょ う か。
◇ 　「 し んと なっ てし まっ た」 と き 、 り すさ ん

たちはどんな気持ちだっ たでし ょ う か。

３  　 学級のみんなが気持ち よく 生活でき る た

めに一人一人ができるこ と を考え、伝え合う 。

○ 　 個人で考える 時間を 設けた後、 ペア や班

で考えら れる よ う にする 。
○ 　 ど んな相手に対し ても 、 仲間外れにし な

いこ と の大切さ に気付ける よ う にする 。

○ 　 実施時期によ っては、３ の学習活動を 「 考

えたこ と を ワ ーク シ ート にま と めて、 発表
する 。」 等に置き 換える 。

終
末

　
５
分

４  　 教師の説話を 聞く 。 ○ 　 教師が低学年のと き に、 学級のみんなが気
持ちよ く 生活でき る よ う に行った経験を話す。

【 中心発問】 おこ り んぼう のさ る く んを 仲
間外れにし た、 り すさ んたち を 皆さ んはど

う 思いますか。

◆学習のねら い

　  　 自分の好き 嫌いにと ら われず、 誰に対し て
も 仲間外れにし ない心情を 育てる 。

◆評価
　  　 友達に対し て好き 嫌いせず、 仲間外れにし な

いで生活し ていこ う と する 意識を 高めている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別の教科　 道徳（ 公正、 公平、 社会正義）
◆主な使用教材

　  「 さ る く んは だめ」（ 東京都教育委員会　「 令和
５ 年度 東京都道徳教育教材集　 小学校１ ・ ２

年生版　 心あかる く 」）

板書例

さ
る
く
ん
は

　
だ
め

し
ん

　
と
な
っ
た
と
き

・
さ
る
く
ん
お
こ
っ
て
い
た
な
。

・
さ
る
く
ん
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
。

・
わ
る
い
こ
と
し
た
な
。

・
あ
や
ま
ろ
う
か
な
。

・
ゆ
る
し
て
く
れ
る
か
な
。

さ
る
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ケ
ー
キ
を

つ
く
っ
て
い
る
と
き
。

・
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
が
た
の
し
い
な
。

こ
の
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が

き
も
ち
よ
く
せ
い
か
つ
で
き
る

た
め
に
、
な
に
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

・
な
か
ま
は
ず
れ
を
し
な
い
。

・ 

い
や
な
こ
と
や
こ
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、 

こ
と
ば
で
と
も
だ
ち
に
つ
た
え
る
。

・
せ
ん
せ
い
に
、
そ
う
だ
ん
す
る
。

ぼく も 入れて。 おいし いケーキの作り 方をし っ ているよ。

今日はごめんね。

・  だっ て、 さ るく んはすぐ おこ るのだも の。

・  さ る く んがおこ っ たら、 せっ かく たのし いのに、 たのし

く なく なるも の。

・  おこ っ たら 、 こ わいも の。 いっ し ょ にやり たく ない。
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教材文

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 学級のみんなが、 気持ちよ く 生活でき る ために、 自分ができ る こ と を 友達に伝え 、 その考え

が認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 友達がし てく れたこ と を 紹介し たり 、 友達の考えを 尊重し たり する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 学級のみんなが、 気持ちよ く 生活でき る ために、 何ができ る かを 考え、 伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを 進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に

取り 組むこ と ができ る よ う にする 。

さ
る
く
ん
は

　 だ
め

　
そ
よ
風
の
森
で
、
り
す
さ
ん
が
、
木
の
み
を

　
さ
が
し
て

　
い
ま
す
。

　
そ
こ
へ
、
な
か
よ
し
の

　
小
鳥
さ
ん
が

　
や
っ
て

　
き
ま
し
た
。

「
り
す
さ
ん
、
何
を

　
し
て

　
い
る
の
。
」

「
木
の
み
を

　
さ
が
し
て

　
い
る
の
。
た
く
さ
ん

　
あ
つ
め
て
、
お
い
し
い

　
木
の
み
の
ケ
ー
キ
を

　
作
る
の
よ
。
」

「
い
い
な
あ
。
わ
た
し
も

　
入
れ
て
。
わ
た
し
は
、

　
上
の

　
方
の

　
木
の
み
も

　
と
れ
る
の
よ
。
」

「
も
ち
ろ
ん
。
い
っ
し
ょ
に

　
作
り
ま
し
ょ
う
。
」

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
い
つ
も

　
お
も
し
ろ
い

　
き
つ
ね
く
ん
が

　
や
っ
て

　
き
ま
し
た
。

「
り
す
さ
ん
と

　
小
鳥
さ
ん
、
何
を

　
し
て

　
い
る
の
。
」

「
木
の
み
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さ
が
し
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い
る
の
。
た
く
さ
ん

　
あ
つ
め
て
、
お
い
し
い

　
木
の
み
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ー
キ
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作
る
の
よ
。
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い
い
な
あ
。
ぼ
く
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入
れ
て
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ぼ
く
は
、
木
の
み
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さ
が
す
の
が

　
上
手
な
ん
だ
よ
。
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も
ち
ろ
ん
。
い
っ
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作
り
ま
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ょ
う
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ま
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し
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お
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し
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く
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つ
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お
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の
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の
よ
。
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「
い
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な
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ぼ
く
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入
れ
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。
ぼ
く
は
、
お
い
し
い
ケ
ー
キ
の

　
作
り
方
を

　
知
っ
て

　
い
る
よ
。
」

　
り
す
さ
ん
と

　
小
鳥
さ
ん
と

　
き
つ
ね
く
ん
は
、
目
を

　
合
わ
せ
て
、
少
し

　
考
え
て

　
し
ま
い
ま
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た
。

「
さ
る
く
ん
、
ま
た

　
こ
ん
ど
、
い
っ
し
ょ
に

　
木
の
み
ケ
ー
キ
を

　
作
り
ま
し
ょ
う
。
今
日
は

　
ご
め
ん
ね
。
」

　
そ
う

　
言
っ
て

　
こ
と
わ
り
ま
し
た
。
さ
る
く
ん
の

　
顔
は

　
ま
っ
か
に

　
な
り
ま
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た
。
そ
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て
、
プ
ン
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お
こ
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て
、

足
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ふ
み
な
ら
し
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帰
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い
き
ま
し
た
。

「
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。
」

「
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。
」

　
り
す
さ
ん
と

　
小
鳥
さ
ん
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き
つ
ね
く
ん
は
、
ま
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木
の
み
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さ
が
し
は
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。
で
も
、
な
ぜ
か

　
み
ん
な
は
、

し
ん
と

　
な
っ
て

　
し
ま
い
ま
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た
。

　
ど
の
く
ら
い

　
時
間
が

　
た
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
り
す
さ
ん
が

　
ぽ
つ
り
と

　
言
い
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り

　
わ
た
し
、
さ
る
く
ん
を

　
よ
ん
で

　
こ
よ
う
か
な
。
」

　
小
鳥
さ
ん
と

　
き
つ
ね
く
ん
も
、
し
ず
か
に

　
う
な
ず
き
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
、
さ
る
く
ん
を

　
よ
び
に

　
い
き
ま
し
た
。
森
に

　
帰
っ
て

　
く
る
と
、
さ
る
く
ん
も

　
い
っ
し
ょ
に

　
な
っ
て

木
の
み
を

　
あ
つ
め
ま
し
た
。
今
ま
で
に

　
見
た
こ
と
も

　
な
い
く
ら
い
の
、
た
く
さ
ん
の

　
木
の
み
が

　
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
さ
る
く
ん
に

　
作
り
方
を

　
教
え
て

　
も
ら
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で

　
ケ
ー
キ
の

　
き
じ
を

　
作
り
ま
し
た
。
か
ま
ど
に

　

入
れ
て

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
い
し
そ
う
な

　
に
お
い
が
、
そ
よ
風
の
森

　
い
っ
ぱ
い
に

　
広
が
っ
て

　
い
き
ま
し
た
。

東
京
都
教
育
委
員
会
「
令
和
五
年
度

　
東
京
都
道
徳
教
育
教
材
集

　
小
学
校
１
・
２
年
生
版

　
心
あ
か
る
く
」
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

小学校低学年

１

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 友達と 一緒に遊んでいる と き の気持ち を
思い出す。

◇ 　 友達と 一緒に遊んでいる と き 、 どんな気
持ちですか。

○ 　 児童の実態に応じ て、 学級の友達と 一緒
に遊んでいる と き の気持ちを 考え ら れる よ

う にする 。

展
開

　
35
分

２  　 教材「 およ げな い　 り すさ ん」 を 読み、

かめさ んたちの気持ちを考える。

◇ 　 かめさ んたちは、 どんな気持ちで、「 り す

さ んは、 およげないから 　 だめ。」 と 言っ た
のでし ょ う 。

◇ 　 島で遊んでいる かめさ んたち は、 ど んな

気持ちで遊んでいるでし ょ う 。

３  　 友達と 助け合っ てよ かっ たと 思っ たこ と

はあり ますか。 ま た、 そのと き 、 どんな気

持ちになり まし たか。

○ 　 教材提示の際は、 児童の実態に応じ 、 場

面絵を 活用し た紙芝居等を 活用する 。

○ 　 一貫し て、 かめさ んたち の気持ちを 考え

る こ と を 確認する 。

○ 　 あ ひる さ ん、 かめさ ん、 白鳥さ んの立場

に立っ た役割演技を 行い、 少し も 楽し く な
い理由を 考えら れる よ う にする 。

○ 　 場面絵を 用いて、 みんな が笑顔であ る こ
と を確認する 。

○ 　 個で考える 時間を 十分に設けて、 書く 活

動や話し 合う 活動に取り 組むこ と ができ る
よ う にする 。

終
末

　
５
分

４ 　 教師の説話を 聞く 。 ○ 　 教師が低学年のと き に、 助けても ら っ た
経験を 話す。

【 中心発問】 にこ にこ し ているり すさ んを見

た、かめさ んたちは、どんな気持ちでし ょ う 。

◆学習のねら い
　  　 友達を 仲間外れにせず、 仲良く し 、 互いに

助け合っていこ う と する 態度を 育てる 。
◆評価

　  　 自分のこ と だけではなく 、 友達の気持ちも 考

え、 仲良く する こ と の大切さ に気付いている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別の教科　 道徳（ 友情、 信頼）

◆主な使用教材
　  「 およ げな い　 り すさ ん」（ 文部科学省「 わた

し たちの道徳」 小学校１ ・ ２ 年）

板書例

お
よ
げ
な
い

　
り
す
さ
ん

３
人
が

　
し
ま
で

あ
そ
ん
で
い
る
と
き

り
す
さ
ん
と

　
い
っ
し
ょ
に

あ
そ
ん
で
い
る
と
き

・
り
す
さ
ん
、

　
ど
う
し
て
い
る
か
な
。

・
な
ん
だ
か
、

　
た
の
し
く
な
い
。

・
り
す
さ
ん
も

　
い
っ
し
ょ
に

　
あ
そ
び
た
い
な
。

・
お
よ
げ
な
い
か
ら
、

　
い
っ
し
ょ
に
い
け
な
い
。

・
お
ぼ
れ
る
と
、
こ
ま
る
な
。

み
ん
な
で
あ
そ
ぶ
と

た
の
し
い
な
。

ぼ
く
も

　
い
っ
し
ょ
に

つ
れ
て
い
っ
て
ね
。

り すさ んは、

およ げない

から 　 だめ。
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 困っている 友達がいたと き に、自分ができ る こ と を友達に伝え、その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 友達が行っ ていたこ と を 紹介し たり 、 友達の考えを 尊重し たり する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 自分のこ と だけではなく 、 友達の気持ちも 考え、 仲良く する ためには、 ど のよ う なこ と ができ

る かを 考え、 伝える 場を設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。

教材文

文
部
科
学
省
『
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
』
小
学
校
一
・
二
年
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

小学校中学年

１

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 意見がまと まら なかっ たと き の生活経験

を 想起する。
◇ 　 複数の友達で 何かを し よ う と し たと き 、

困っ たこ と はあり ますか。

○ 　 道徳的価値に対する 問題意識を も てる よ

う にする 。

展
開

　
35
分

２  　 教材「 ぼく ら のビー玉コ ースタ ー」を 読み、
話し 合う 。

◇ 　 たかし はどんな気持ち で、 さ と る ややす
子に意見を 言っ ているのでし ょ う 。

◇ 　「 も う ちょ っ と 考えて作っ てよ。 お願い。」

と 言っ ている場面
◇ 　「 なんで、 こ んなテープのはり 方を するん

だよ。」 と 言っ ている場面
◇ 　「 やす子はざつなんだから 。」 と 言っ てい

る場面

【 中心発問】 たかし は、 ど んな気持ち で み

んなと 話せばよかっ たでし ょ う か。

３  　 相手の立場に立っ て考える こ と ができ た
こ と はあり ますか。

○ 　 徐々にイ ラ イ ラ する 気持ちが大き く なっ

ている たかし に共感でき る よ う にする 。
○ 　 たかし の気持ち を 考える 発問は、 時間を

かけ過ぎないよ う に留意する 。

○ 　 先の発問で出たたかし の気持ちを 基に考

えら れる よ う にする 。

○ 　 個で考える 時間を 十分に設けて、 書く 活
動や話し 合う 活動に取り 組ま せる 。

終
末

　
５
分

４ 　 教師の説話を 聞く 。 ○ 　 グ ループ活動で、 友達と の思いのすれ違

いがあ っ たが、 お互いの思いを 理解し て活
動でき た話を する 。

◆学習のねら い
　  　 自分と 異な る 思いや考え を 大切にする 心情

を育てる 。
◆評価

　  　 自分と 異な る 思いや考え を 大切にし 、 互い

に理解し よ う と する 気持ちをも っ ている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別の教科　 道徳（ 相互理解、 寛容）

◆主な使用教材
　  「 ぼくらのビー玉コースター」（ 東京都教育委員会　 義

務教育指導課ポータルサイト「『 特別の教科 道徳』移

行措置対応　 小学校版　 東京都道徳教育教材集」）

板書例

ぼ
く
ら
の
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー

 

た
か
し
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
み
ん
な

と
話
せ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

・
自
分
の
意
見
を
お
し

　
つ
け
な
い
で
よ
。

・
ぼ
く
は
こ
う
し
た
方

　
が
い
い
と
思
っ
て
、

　
や
っ
て
い
る
ん
だ
。

・
み
ん
な
良
い
も
の
を
作
り
た
い
気
持
ち
は
同
じ
だ
。

・
一
人
一
人
の
考
え
は
ち
が
う
か
ら
、
だ
れ
か
の

　
意
見
で
作
る
し
か
な
い
。

・
自
分
の
意
見
を
お
し
と
お
す
こ
と
は
ま
ち
が
っ
て

　
い
る
。

・
友
達
の
考
え
を
よ
く
聞
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ

　
と
思
う
。

・
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
だ
め

　
だ
よ
！

・
勝
手
に
作
る
な
よ
！

・
ど
う
し
て
ぼ
く
の
気

　
持
ち
が
分
か
ら
な
い

　
の
か
な
。

「 あまり 手を 出さ ない

でほし いな。」

「 も う ち ょ っ と 、

考えて作っ てよ 。」

やす子

やす子

たかし

さとる さとるよし 美

よし 美
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

生徒指導の実践上の視点

教材文

( 1 )　 自己存在感の感受

　 相手の立場に立っ て考えたこ と を友達に伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考えを大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 相手の立場に立っ て、 自分の考える 場面、 考えたこ と を 伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを 進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。

ぼ
く
ら
の
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー

　
図
工
の
時
間
に
、
四
人
の
グ
ル
ー
プ
で
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
か
し
は
、
さ
と
る
、
や
す
子
、
よ
し
美

と
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

「
さ
と
る
く
ん
、
ぼ
く
た
ち
二
人
い
れ
ば
、
ク
ラ
ス
で
一
番
か
っ
こ
い
い
の
が
で
き
る
ぞ
。
」

「
そ
う
だ
ね
。
み
ん
な
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
い
ね
。
」

「
ち
ょ
っ
と
、
わ
た
し
た
ち
を
忘
れ
な
い
で
。
よ
し
美
と
わ
た
し
が
い
れ
ば
、
ば
っ
ち
り
よ
。
」

　
グ
ル
ー
プ
で
、
さ
っ
そ
く
作
り
始
め
た
。

「
た
か
し
く
ん
、
コ
ー
ス
の
こ
こ
は
、
わ
ざ
と
、
が
た
が
た
道
に
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
。
」

「
さ
と
る
、
ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
。
そ
れ
で
い
こ
う
。
ぼ
く
は
、
こ
の
カ
ー
ブ
を
作
る
よ
。
」

　
よ
し
美
は
、

「
こ
こ
は
、
ビ
ー
玉
が
ス
ト
ン
と
落
ち
る
よ
う
に
す
る
わ
。
」

　
や
す
子
は
、

「
こ
っ
ち
は
、
ぐ
る
ぐ
る
回
る
よ
う
に
す
る
。
」

と
、
み
ん
な
や
る
気
満
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
、
気
付
い
た
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
作
っ
て
い
っ
た
。

　
す
る
と
、
た
か
し
が
と
つ
ぜ
ん
、
コ
ー
ス
タ
ー
を
さ
さ
え
る
柱
を
見
つ
め
な
が
ら
、

「
こ
れ
、
コ
ー
ス
の
じ
ゃ
ま
だ
よ
。
」

と
言
っ
た
。
そ
の
柱
は
、
さ
と
る
が
作
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

（
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
い
た
か
ら
、
じ
ょ
う
ぶ
に
し
よ
う
と
思
っ
て
柱
を
ふ
や
し
た
の
に
。
…
…
）

　
さ
と
る
は
、
柱
を
作
っ
た
理
由
を
口
に
出
そ
う
と
し
た
が
言
え
な
か
っ
た
。

「
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
作
っ
て
よ
。
お
願
い
。
」

「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
、
こ
こ
に
コ
ー
ス
を
作
る
っ
て
思
わ
な
か
っ
た
か
ら
。
こ
の
柱
は
取
る
ね
。
」

　
さ
と
る
は
、
い
つ
も
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
え
な
く
て
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
柱
を

取
る
と
こ
ろ
を
、
や
す
子
と
よ
し
美
は
見
て
い
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
た
か
し
が
ま
た
お
こ
り
始
め
た
。

「
な
ん
で
、
こ
ん
な
テ
ー
プ
の
は
り
方
を
す
る
ん
だ
よ
。
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
、
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
速
く
転
が
ら
な
い
よ
。
速
く
転
が
っ
て
、

　
急
カ
ー
ブ
に
な
る
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
ん
だ
か
ら
さ
。
」

「
そ
う
し
た
の
は
、
わ
た
し
だ
け
ど
。
ゆ
っ
く
り
転
が
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
。
」

　
や
す
子
は
、
む
っ
と
し
た
顔
で
答
え
た
。

「
ち
が
う
ね
。
だ
い
た
い
、
や
す
子
は
ざ
つ
な
ん
だ
か
ら
、
あ
ま
り
手
を
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
な
。
」

「
ひ
ど
い
。
」

　
や
す
子
は
い
す
に
す
わ
っ
て
う
つ
む
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
み
あ
げ
て
く
る
感
じ
ょ
う
を
こ
ら
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
た
か
し
は
、

ち
ょ
っ
と
言
い
す
ぎ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
作
業
が
進
ま
な
い
ま
ま
三
・
四
時
間
目
の
図
工
の

時
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
日
は
、
そ
れ
以
こ
う
、
四
人
が
言
葉
を
か
け
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
下
校
の
と
中
、
た
か
し
は
、
図
工
の
時
間
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

「
ど
う
し
よ
う
。
」

と
、
つ
ぶ
や
い
た
。

東
京
都
教
育
委
員
会
『
小
学
校
版

　
東
京
都
道
徳
教
育
教
材
集
』
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

小学校中学年

1

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１ 　 いじ めの捉え方を確認する。
◇ 　 こ の絵（「 わたし たちの道徳」1 7 9 ページ）

を 見て、 気付いたこ と を 発表し まし ょ う 。

○ 　 一人でいる 女の子に焦点を 当てて、 いじ
め問題につながる 場面であ る こ と を 確認で

き る よ う にする 。

展
開

　
35
分

２ 　 教材「 同じ 仲間だから 」 を読み、話し 合う 。

◇ 　 ひろ し の不満そう な言葉に、「 そう ねえ」
と 相槌を 打っ たと も 子は、 どんな気持ち で

すか。

３  　 誰と でも 公平に接する こ と ができ た経験

はあり ますか。 そのと き 、 どんな気持ち で
行動し まし たか。

○ 　 勝ち たいけれど 、 責める のは間違っ て い
る と いう と も 子の気持ちに共感でき る よ う

にする 。

○ 　 ひろ し の言動の意味を 理解し た 驚き と 、

勝つために光夫君を 休ま せる のは間違っ て
いる と いう 気持ちを 中心に考え、 グ ループ

で話し 合える よ う にする 。

○ 　 みんなと 話し 合わせる 内容ではないため、
ワ ーク シート に書ける よ う にする 。

終
末

　
５
分

４ 　 教師の説話を 聞く 。 ○ 　 公平に接する こ と ができ たこ と や、 接し て
く れたこ と 等を児童の実態に合わせて話す。

【 中心発問】 ひろ し の言葉にはっ と し たと も

子は、 どんなこ と を考えまし たか。

◆学習のねら い

　  　 いじ めを する こ と な く 、 誰と でも 公平に接
し よ う と する 態度を 育てる 。

◆評価
　  　 誰に対し て も 分け 隔て な く 、 公平な 態度で

接し よ う と する 意識を高めている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別の教科　 道徳（ 公正、 公平、 社会正義）
◆主な使用教材

　  「 同じ 仲間だから 」（ 文部科学省「 わた し た ち
の道徳」 小学校３ ・ ４ 年）

板書例

同
じ
仲
間
だ
か
ら

 

ひ
ろ
し
の
言
葉
に
は
っ
と
し
た 

と
も
子
は
、
ど
ん
な
こ
と
を 

考
え
ま
し
た
か
。

・
指
を
け
が
し
て
い
る
の

　
だ
か
ら
、
無
理
を
し
な

　
い
方
が
い
い
。

・
で
も
、
光
夫
君
自
身
が

　
大
丈
夫
と
言
っ
て
い
る

　
の
に
無
理
や
り
休
ま
せ

　
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
ひ
ろ
し
は
、
光
夫
君
が
け
が
を
し
て
、
よ
か
っ
た
と

　
思
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

・
二
度
も
「
休
ん
だ
ら
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
光
夫

　
君
が
休
ん
だ
ら
勝
て
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

・
そ
れ
に
、
と
も
子
に
聞
い
て
い
る
の
は
、
自
分
の
味

　
方
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
ず
る
い
。

分
け
へ
だ
て
を
し
な
い
た
め
に
、

大
切
な
こ
と

・
光
夫
君
が
い
な
け
れ

　
ば
勝
て
る
の
に
。

・
そ
ん
な
こ
と
言
わ
ず

　
に
、
勝
つ
こ
と
が
で

　
き
る
よ
う
に
も
っ
と

　
練
習
し
よ
う
。

ぼ
く
、

休
ま
な
い
よ
。

で
も
、
休
ん
だ
方
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

教材文

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 誰と でも 公平に接する こ と ができ た経験や、 誰に対し ても 分け隔てなく 公平な態度で接する た

めに考えたこ と を友達に伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考えを 大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 誰に対し ても 分け隔てなく 、 公平な態度で接する ためにはど のよ う にし たら よ いかを 考え、 伝

える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話し 合いを 進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に

取り 組むこ と ができ る よ う にする 。

同
じ
仲
間
だ
か
ら

「
今
度
こ
そ
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
。
」

「
負
け
る
も
の
か
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
無
理
か
な
。
」

　
運
動
会
が
近
付
き
、
今
日
の
体
育
は
学
級
対
こ
う
の
「
台
風
の
目
」
と
い
う
競
技
の
練
習
で
す
。
こ
の
競
技
は
、
三
人
一
組

が
横
に
な
ら
ん
で
竹
の
ぼ
う
を
持
ち
、
前
方
に
立
て
ら
れ
た
二
つ
の
旗
を
で
き
る
だ
け
早
く
回
っ
て
く
る
競
争
で
す
。
二
組
の

教
室
で
は
、
登
校
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
そ
の
話
に
夢
中
で
し
た
。

　
と
も
子
が
教
室
に
入
る
と
、

「
ひ
ろ
し
君
も
、
と
も
ち
ゃ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
ね
。
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ひ
ろ
し
は
、

「
だ
っ
て
、
ぼ
く
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
光
夫
君
が
い
る
ん
だ
も
の
な
。
と
も
ち
ゃ
ん
。
」

と
、
と
も
子
の
方
を
ふ
り
向
い
て
不
満
そ
う
に
言
い
ま
し
た
。
と
も
子
も
、
「
そ
う
ね
え
。
」
と
、
相
づ
ち
を
打
ち
ま
し
た
。

　
光
夫
は
、
何
を
す
る
に
も
お
そ
い
の
で
す
が
、
運
動
は
特
別
苦
手
な
の
で
す
。
こ
の
前
の
練
習
の
と
き
は
、
光
夫
と
組
ん
で

い
た
と
も
子
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
お
く
れ
た
の
で
、
二
組
が
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
泳
大
会
の
リ
レ
ー
で
も
光
夫

が
ぬ
か
れ
て
負
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
負
け
る
こ
と
が
多
い
二
組
の
人
た
ち
は
、
（
今
日
こ
そ
勝
ち
た
い
。
）

と
強
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
は
、
い
つ
の
間
に
か
教
室
の
後
ろ
の
方
に
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
勝
て
る
か
相
談
を
始
め
ま
し
た
。
と
も
子
も
ひ

ろ
し
も
、
そ
の
仲
間
に
入
り
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
光
夫
が
教
室
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

「
お
は
よ
う
。
」

　
み
ん
な
は
、
光
夫
と
あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
、
お
や
っ
と
思
い
ま
し
た
。
光
夫
の
指
に
は
包
帯
が
ま
い
て
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

だ
れ
か
が
、
「
光
夫
君
、
ど
う
し
た
の
。
」
と
聞
く
と
、
光
夫
は
、

「
自
転
車
の
そ
う
じ
を
し
て
い
て
、
指
を
は
さ
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
。
」

と
言
い
な
が
ら
、
背
中
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
お
ろ
し
て
、
つ
く
え
の
上
に
置
き
ま
し
た
。

　
ひ
ろ
し
は
、
何
を
思
っ
た
の
か
、
光
夫
に
か
け
よ
り
、

「
光
夫
君
、
今
日
の
体
育
は
ど
う
す
る
ん
だ
。
休
む
の
か
い
。
」

と
聞
き
ま
し
た
。
光
夫
は
、

「
ぼ
く
、
休
ま
な
い
よ
。
指
だ
か
ら
体
育
は
で
き
る
よ
。
ほ
ら
。
」

と
、
包
帯
を
し
て
い
る
指
を
顔
の
辺
り
ま
で
上
げ
て
、
ぴ
く
ぴ
く
動
か
し
て

見
せ
ま
し
た
。

「
そ
う
か
い
。
で
も
、
休
ん
だ
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
と
も
ち
ゃ
ん
、

　
ど
う
思
う
。
」

　
と
も
子
は
、
ひ
ろ
し
の
言
葉
に
は
っ
と
し
ま
し
た
。
（
そ
の
く
ら
い
の
け
が
だ
っ
た
ら

で
き
る
は
ず
だ
。
光
夫
さ
ん
を
休
ま
せ
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
い
け
な
い
。
で
も
、

光
夫
さ
ん
が
入
れ
ば
や
っ
ぱ
り
…
…
。
）

文
部
科
学
省
「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」
小
学
校
三
・
四
年
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

小学校高学年

１

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 友達と の関わり について生活経験を 想起
する。

◇ 　 あなたにと っ て、 友達と はどんな存在で

すか。

○ 　「 私た ち の道徳」 73 ページ を 読み、 道徳
的価値への問題意識を も てる よ う にする 。

展
開

　
30
分

２  　 教材「 知ら ない間の出来事」 を 読み、 話
し 合う 。

◇ 　 みかは、 どんな気持ち から ク ラ スのみん
なにメ ールを送っ たのでし ょ う 。

◇ 　 みかはあゆみに電話を し て、 どんなこ と

を 伝えたでし ょ う 。

○ 　 何気なく 送っ たメ ールが大変な 誤解を 招
いてし ま う こ と があ る こ と に気付ける よ う

にする 。
○ 　 相手の気持ちを 考えずに行動し たみかに

後悔や反省する 気持ちがあ る こ と に気付け

る よ う にする 。

○ 　 みかのあ ゆみに対する 気持ちを グ ループ

で話し 合える よ う にする 。

終
末

　
10
分

３  　 今日の学習を振り 返り 、 友達と の付き合い
方で自分自身が大切にし たいこ と を考える。

○ 　「 私た ち の道徳」 74 ページ の「 友達と の
付き 合い方について大切にし たいこ と 」 を

記入でき る よ う にする 。

【 中心発問】 みかはあゆみのう わさ が広まっ

ている こ と に気付いたと き 、 どんなこ と を

考えたでし ょ う 。

◆学習のねら い

　  　 相手の気持ちを考えて行動し 、 互いに信頼し
合い、 友情を深めていこ う と する 心情を育てる 。

◆評価
　  　 相手の気持ち を 考え て 行動し よ う と する 意

識を 高めている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別の教科　 道徳（ 友情、 信頼）
◆主な使用教材

　  「 知ら な い間の出来事」（ 文部科学省「 私た ち
の道徳」 小学校５ ・ ６ 年）

板書例

知
ら
な
い
間
の
出
来
事

（
あ
ゆ
み
）

・
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い

　
だ
け
で
う
そ
の
情
報
を
流
す
な

　

　
ん
て
ひ
ど
い
。

・
で
も
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
電

　
話
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

・
正
直
に
言
っ
て
く
れ
て
ほ
っ
と

　
し
た
。
気
に
な
っ
た
こ
と
は
直

　
接
言
葉
で
伝
え
て
ほ
し
か
っ
た
。

　
友
達
に
な
れ
る
か
も
。

（
み
か
）

・
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
思

　
わ
な
か
っ
た
。
本
当
に
ひ
ど
い

　
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
。

・
あ
ゆ
み
さ
ん
を
こ
ん
な
に
き
ず

　
つ
け
る
こ
と
に
な
る
な
ん
て
想

　
像
し
な
か
っ
た
。

・
あ
ゆ
み
さ
ん
の
言
葉
で
目
が
覚

　
め
た
。
友
達
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

・ 

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い 

な
ん
て
何
か
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

・ 

こ
の
情
報
を
ク
ラ
ス
の
み
ん
な 

に
も
知
ら
せ
よ
う
。

転
校
生

・
不
安
だ
。

・
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き

　
る
か
な
。

メ ールのこ と

たがいに理解する

携
帯
電
話
を
も
っ
て

い
な
い

みか あゆみ
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

教材文

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 自分にと っ ての友達の存在や、 相手の気持ちを 考えて行動する ために考えたこ と を 友達に伝え、

その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考えを 大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 相手の気持ちを考えて行動する ためにはど う し たら よ いかを考え、 伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。

知
ら
な
い
間
の
出
来
事

（
あ
ゆ
み
の
回
想
）

（
九
月
一
日
）

　
い
よ
い
よ
、
新
し
い
学
校
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
父
の
転
勤

と
は
い
え
転
校
は
不
安
だ
っ
た
が
、
自
己
し
ょ
う
か
い
の
後
、
み

ん
な
か
ら
拍
手
を
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
楽
し
く
や
っ
て
い
け
そ
う

な
気
が
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
校
門
か
ら
道
路
に
出
よ
う
と
す
る
と
き
、
同
じ
ク

ラ
ス
の
み
か
さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
ね
え
、
あ
ゆ
み
さ
ん
。
私
た
ち
な
ん
だ
か
仲
良
し
に
な
れ
そ
う

　
な
気
が
す
る
の
。
そ
の
訳
は
後
で
ゆ
っ
く
り
話
す
ね
。
で
、
早

　
速
だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
遊
ば
な
い
。
時
間
と
場
所
は
後

　
で
メ
ー
ル
す
る
か
ら
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
教
え

　

て
。
」

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
。
で
も
、
ご
め
ん
ね
。
私
、
携
帯
電

　
話
…
…
、
持
っ
て
い
な
い
の
。
そ
の
代
わ
り
、
う
ち
の
家
の
電

　
話
番
号
、
教
え
る
か
ら
。
」

と
、
言
っ
て
、
メ
モ
用
紙
に
家
の
電
話
番
号
を
書
い
て
わ
た
し
た
。

　
み
か
さ
ん
は
、
メ
モ
用
紙
を
受
け
取
る
と
、
が
っ
か
り
し
た
様

子
で
、

「
え
っ
、
携
帯
持
っ
て
な
い
の
。
う
う
ん
、
じ
ゃ
あ
、
ま
た
ね
。
」

と
、
言
っ
て
、
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
私
が
前
に
い
た
学
校
で
は
、
携
帯
電
話
は
本
当
に
必
要
な
か
っ

た
し
、
親
か
ら
も
ま
だ
早
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

（
九
月
二
日
）

　
新
し
い
学
校
で
の
二
日
目
。
教
室
に
入
る
と
、
み
ん
な
の
視
線

が
何
だ
か
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
思
い

切
っ
て
と
な
り
の
席
の
男
子
に
聞
い
て
み
た
。

「
ね
え
、
な
ん
で
み
ん
な
私
の
方
を
見
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
」

「
そ
れ
は
ね
、
た
ぶ
ん
、
あ
ゆ
み
さ
ん
の
こ
と
が
書
か
れ
た
メ
ー

　
ル
の
こ
と
だ
と
思
う
よ
。
」

「
え
っ
、
何
て
書
い
て
あ
っ
た
の
。
」

「
今
度
転
校
し
て
き
た
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
前
の
学
校
で
仲
間
外
れ

　
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
学
校
に
転
校
し
て
き
た
ん
だ
っ
て
。

　

　
ね
え
、
そ
れ
本
当
な
の
。
」

　
私
の
心
は
、
お
ど
ろ
き
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

（
ど
う
し
て
私
が
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
。
こ
の
ま
ま
だ
と
本
当

に
仲
間
外
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
）

　
私
は
、
ど
き
ど
き
す
る
胸
の
鼓
動
を
聞
き
な
が
ら
、
帰
り
の
会

で
発
言
し
た
。

「
私
は
、
前
の
学
校
で
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

み
ん
な
と
仲
良
し
で
し
た
。
根
も
葉
も
な
い
こ
と
を
メ
ー
ル
で

勝
手
に
流
さ
れ
た
り
し
て
、
と
て
も
悲
し
い
で
す
。
み
ん
な
が

メ
ー
ル
の
こ
と
を
本
気
に
し
て
し
ま
う
と
い
や
な
の
で
、
勇
気

を
出
し
て
言
い
ま
し
た
。
」

　
帰
り
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
先
生
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
が
、
わ

き
目
も
ふ
ら
ず
家
に
帰
っ
た
。

「
あ
ゆ
み
に
電
話
よ
。
」
と
い
う
母
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
は
夕

方
四
時
ご
ろ
だ
っ
た
。

（
み
か
の
回
想
）

（
九
月
一
日
）

　
二
学
期
が
始
ま
っ
た
日
、
転
入
生
を
む
か
え
た
。
転
入
し
た
あ

ゆ
み
さ
ん
は
自
己
し
ょ
う
か
い
で
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

「
私
は
、
漫
画
が
好
き
で
、
読
む
の
も
か
く
の
も
両
方
好
き
で
す
。

特
に
、
最
近
は
漫
画
を
か
く
こ
と
に
夢
中
で
す
。
早
く
み
ん
な

と
友
達
に
な
り
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

　
私
は
び
っ
く
り
し
た
。
そ
れ
は
私
の
趣
味
と
全
く
同
じ
だ
っ
た

か
ら
だ
。
私
も
漫
画
が
大
好
き
で
、
最
近
は
、
か
く
ほ
う
に
夢
中

だ
っ
た
。

（
よ
し
、
あ
ゆ
み
さ
ん
と
友
達
に
な
っ
て
、
漫
画
を
か
い
て
遊
ぼ

う
。
）

　
ま
ず
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
聞
い
て
、
そ
れ
か
ら
遊
ぶ
時
間

と
場
所
を
決
め
よ
う
と
思
い
、
あ
ゆ
み
さ
ん
に
声
を
か
け
た
。

　
私
は
、
再
び
び
っ
く
り
し
た
。
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
、
漫
画
の
話
が
で
き
る
と
思
っ

た
の
に
…
…
。
家
の
電
話
番
号
が
書
か
れ
た
メ
モ
用
紙
は
、
小
さ

く
丸
め
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
つ
っ
こ
ん
だ
。

　
も
し
か
し
て
、
あ
ゆ
み
さ
ん
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
友
達
と
連
絡
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
…
…
。
と
い

う
こ
と
は
、
友
達
が
あ
ま
り
い
な
い
子
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

な
ど
と
思
い
、

《
今
度
の
転
校
生
、
携
帯
持
っ
て
な
い
ん
だ
っ
て
。
友
達
あ
ま
り

い
な
い
み
た
い
。
こ
れ
は
推
測
だ
け
ど
。
》

と
、
メ
ー
ル
に
書
い
て
ク
ラ
ス
の
友
達
に
送
っ
た
。

（
九
月
二
日
）

　
朝
、
教
室
に
入
る
と
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
あ
ゆ
み
さ
ん
の
こ
と

を
う
わ
さ
し
て
い
る
声
が
耳
に
入
っ
た
。

　
授
業
も
終
わ
り
、
帰
り
の
会
で
、
い
き
な
り
あ
ゆ
み
さ
ん
が
手

を
挙
げ
て
言
い
出
し
た
。
そ
れ
は
、
前
の
学
校
の
根
も
葉
も
な
い

こ
と
を
メ
ー
ル
で
流
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
な
ん
で
、
そ

ん
な
こ
と
が
メ
ー
ル
で
流
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
放
課
後
、
ク
ラ
ス
の
友
達
に
聞
い
て
み
た
。

「
さ
っ
き
の
あ
ゆ
み
さ
ん
の
話
だ
け
ど
、
ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て

あ
っ
た
の
。
」

「
私
の
メ
ー
ル
に
は
、
《
今
度
の
転
校
生
は
、
携
帯
を
持
っ
て
い

な
い
か
ら
、
仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
、
こ
の
学
校
に
入
っ
て
き
た

ら
し
い
。
》
と
、
書
い
て
あ
っ
た
よ
。
」

　
私
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
は
っ
と
し
た
。
ま
ち
が
い
な
い
。
そ

れ
は
、
私
が
書
い
た
メ
ー
ル
が
い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
だ
。
私
の
思
い
こ
み
が
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
と
は
…
…
。

　
頭
の
中
は
、
あ
ゆ
み
さ
ん
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
私
が
、
電
話
番
号
の
書
い
て
あ
っ
た
紙
を
き
れ
い
に
も
ど
し
、

あ
ゆ
み
さ
ん
の
家
に
電
話
を
し
た
の
は
夕
方
だ
っ
た
。

文
部
科
学
省
「
私
た
ち
の
道
徳
」
小
学
校
五
・
六
年
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醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

小学校高学年

1

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 遊んだ も のを 片付ける 時はど う し て い

る か、 学級の決ま り やルールについて 想
起する 。

○ 　 みんなが公平に分担し ている か、 各自がき ち

んと 役割を 果たし ている かについて考えら れる
よ う にする 。

展
開

　
35
分

２ 　 教材「 残さ れたボール」を 読んで話し 合う 。

◇ 　 陽介や「 僕」 は、 どんな気持ち でいつも

裕太にボールの片付けを 頼んで いた ので
し ょ う 。

◇ 　「 僕」 が一瞬どき んと し たのはなぜでし ょ
う 。

３ 　 自分の生活について振り 返る。
◇ 　 自分がも し かし たら いじ めなのかも し れ

ないと 思う よ う な場面を 見たと き 、 どう し
ますか。

○ 　 登場人物の思いや関わり について考えさ せ、

「 僕」 た ち は初めから 裕太に押し 付けて いる 、

やら せている と いう 意識はなかったこ と を確認
する 。

○ 　「 僕」 が裕太の思いに気付き はじ めたこ と を
押さ える 。

○ 　 客観的に捉えさ せる ために悪気がなかったと
いう 心情と 、 裕太に対し て 悪いこ と を し て し

ま ったと いう 心情を対比でき る よ う にする 。

○ 　 登場人物の気持ちを 多面的に考え、 裕太の思
いにも 触れる よ う にする 。

○ 　 悩みながら も 、 やはり 正し く 行動し なければ
いけないと 考える 主人公の心の変化を捉える こ

と ができ る よ う にする 。
○ 　 悪気がなかったと し ても 、 相手が苦痛を感じ

たら いじ めと なる こ と に気付ける よ う にする 。

○ 　 自分一人で抱え込ま ないよ う に学級担任、 養
護教諭、 ス ク ールカウ ン セラ ーなど 校内で相談

でき る 大人が存在する こ と を伝える 。

終
末

　
５
分

４  　 教師の説話を 聞く 。 ○ 　 いじ めをし ない、 許さ ない学級づく り に向け
た実践への意欲を高める 話をする 。

【 中心発問】 足取り 重く 教室へ向かう 「 僕」

たちはどんなこ と を考えたでし ょ う 。

◆学習のねら い
　  　 誰に対し て も 偏見を も つこ と や差別を する

こ と な く 、 公正・ 公平な 態度で接し 、 正義の
実現に努めよ う と する 態度を育てる 。

◆評価

　  　 いじ めを 許さ な いと いう 強い気持ち と 、 誰
に対し て も 公平な 態度で接し よ う と する 意識

を高めている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別の教科　 道徳（ 公正、 公平、 社会正義）

◆主な使用教材
　  「 残さ れた ボール」（ 東京都教育委員会「 人権

教育プロ グラ ム 」 令和５ 年３ 月）

板書例

残
さ
れ
た
ボ
ー
ル

遊
ん
だ
も
の
を
片
付
け
る
と
き

の
学
級
の
決
ま
り
や
ル
ー
ル

・
裕
太
は
笑
顔
で
ボ
ー
ル
を
片
付
け
て

　
く
れ
て
る
か
ら
裕
太
に
任
せ
よ
う
。

・
今
日
も
裕
太
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

　
う
か
ら
任
せ
て
し
ま
お
う
。

・
裕
太
は
、
も
し
か
し
た
ら
楽
し
ん
で

　
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
裕
太
は
、
少
し
い
や
だ
っ
た
の
か
も

　
し
れ
な
い
。

・
悪
気
が
な
く
て
も
、
相
手
が
い
や
な

　
思
い
を
し
た
ら
い
じ
め
に
な
っ
て

　
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
知
ら
な
い
う
ち
に
、
裕
太
を
い
じ
め

　
て
い
た
の
か
。

・
い
じ
め
て
い
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た

　
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
裕
太
を

　
い
じ
め
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
。

陽
介
や「
僕
」は
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
裕
太
に
ボ
ー
ル
の
片
付
け
を
頼

ん
で
い
た
の
か

「
僕
」
が
一
瞬
ど
き
ん
と

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

感
想

足
取
り
重
く
教
室
へ
向
か
う

「
僕
」た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
た
の
か
。
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の
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グ
ラ
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ラ
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グ
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

教材文

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 自分が役割を 果たし ている かど う かや、 いじ めかも し れないと 思う よ う な場面を見たと き にど

う する かを考え、 そのこ と を 友達に伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考えを 大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 自分がも し かし たら いじ めなのかも し れないと 思う よ う な場面を 見たと き ど う する かを 考え 、

伝える 場面を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。

残
さ
れ
た
ボ
ー
ル

僕
の
ク
ラ
ス
で
は
、
休
み
時
間
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
す
る
の
が

定
番
に
な
っ
て
い
る
。
僕
も
毎
日
の
よ
う
に
み
ん
な
と
校
庭
で
遊

ん
で
い
た
。
そ
の
日
も
あ
と
少
し
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
休
み
時
間

終
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
僕
た
ち
は
よ
う
や
く
昇
降
口
へ
向

か
っ
て
歩
き
出
し
た
。

校
庭
に
ボ
ー
ル
が
残
っ
た
ま
ま
、
だ
れ
も
拾
お
う
と
し
な
い
。

僕
も
面
倒
だ
な
と
い
う
気
持
ち
が
先
に
立
っ
て
、
つ
い
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
い
た
。

「
だ
め
じ
ゃ
な
い
か
、
片
付
け
な
き
ゃ
。
」

そ
う
言
っ
て
、
ボ
ー
ル
を
拾
い
上
げ
た
の
は
裕
太
だ
。
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
は
特
別
強
く
は
な
い
け
ど
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
好
き
で
、
い

つ
も
一
緒
に
遊
ぶ
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
穏
や
か
で
親
切
な
友
達

だ
。
そ
の
日
は
結
局
、
裕
太
が
ボ
ー
ル
を
教
室
の
ボ
ー
ル
か
ご
に

戻
し
て
く
れ
て
い
た
。

翌
日
も
い
い
天
気
で
、
ま
た
み
ん
な
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
熱
中

し
て
い
た
。
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
最
後
に
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
た

陽
介
が

「
裕
太
、
ボ
ー
ル
を
教
室
へ
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
よ
。
お
れ
、
つ

い
で
に
プ
リ
ン
ト
を
取
り
に
行
く
か
ら
。
」

と
言
っ
て
ボ
ー
ル
を
ひ
ょ
い
と
裕
太
に
投
げ
た
。

「
あ
あ
、
い
い
よ
。
」

裕
太
は
笑
顔
で
そ
う
返
し
て
、
ま
た
昨
日
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
片

付
け
て
い
た
。
そ
ん
な
裕
太
の
姿
を
見
て
、

僕
は

（
裕
太
ら
し
い
な
。
頼
め
ば
何
で
も
や
っ
て
く
れ
る
し
。
）

と
思
い
、
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
グ
ル
ー
プ
対
抗
に
な
っ
た
り
、
時
に
は
隣
の

ク
ラ
ス
と
試
合
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
毎
日
や
る
た
び
に

み
ん
な
が
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
き
て
、
僕
た
ち
は
夢
中
だ
っ
た
。

で
も
最
後
に
ボ
ー
ル
を
片
付
け
る
の
は
面
倒
で
、
誰
か
が
や
れ
ば

い
い
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
。

　
　

一
学
期
に
ク
ラ
ス
の
ボ
ー
ル
が
無
く
な
っ
て
、
使
っ
て
い
た
僕

た
ち
は
担
任
の
先
生
に
厳
し
く
叱
ら
れ
た
の
だ
。
そ
の
時
は
、
最

後
に
持
っ
て
い
た
人
が
片
付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
陽
介
が
、
裕
太
に
頼
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
い
つ
の
間
に
か
、
ボ
ー
ル
を
片
付
け
る
の
は
、
裕
太
の
仕
事

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
最
後
に
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
の
が

僕
の
時
も
、
つ
い

「
裕
太
、
頼
む
わ
。
」

と
、
裕
太
に
渡
し
て
、
自
分
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
、
他
の
友
達
と
ふ
ざ
け
な
が
ら
教
室
に
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。ボ

ー
ル
は
校
庭
の
砂
を
落
と
し
て
か
ら
、
教
室
へ
運
ば
な
く
て

は
な
ら
な
い
決
ま
り
が
あ
る
。
裕
太
は
そ
の
手
間
で
、
教
室
に
戻

る
の
が
一
人
だ
け
、
時
間
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

様
子
を
見
か
ね
た
さ
つ
き
が
、

「
ど
う
し
て
い
つ
も
裕
太
が
ボ
ー
ル
を
片
付
け
て
い
る
の
よ
。
み

ん
な
で
順
番
に
や
り
な
さ
い
よ
。
」

と
僕
ら
に
向
か
っ
て
言
っ
て
き
た
。

「
い
や
い
や
、
す
す
ん
で
み
ん
な
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
ね
、
裕
太
君
。
」

と
、
陽
介
が
お
ど
け
た
調
子
で
言
っ
た
。
そ
の
様
子
が
お
か
し
く

て
、
僕
も
み
ん
な
も
、
ど
っ
と
笑
っ
た
。
僕
は
ふ
と
裕
太
を
見

た
。
一
緒
に
笑
っ
て
い
る
か
と
思
っ
て
い
た
裕
太
は
、
う
つ
む
き

加
減
で
厳
し
い
表
情
を
し
て
い
た
。
そ
の
顔
を
見
て
、
僕
は
一
瞬

ど
き
ん
と
し
た
。

次
の
日
の
休
み
時
間
、
み
ん
な
は
ま
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
夢
中

だ
っ
た
。
そ
の
日
は
、
い
つ
も
よ
り
も
人
数
が
増
え
、
さ
ら
に
盛

り
上
が
っ
て
い
た
。
休
み
時
間
終
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、

「
お
い
、
裕
太
、
あ
れ
っ
？
」

手
に
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
た
陽
介
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
裕
太
を

呼
ん
で
、
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
僕
は
一
瞬
、
昨
日
の
裕

太
の
表
情
を
思
い
出
し
た
。

「
ち
え
っ
、
あ
い
つ
い
な
い
の
か
。
」

陽
介
は
、
そ
の
ボ
ー
ル
を
僕
た
ち
の
方
に
向
か
っ
て
投
げ
、
昇
降

口
の
方
へ
歩
き
出
そ
う
と
し
た
。
誰
も
拾
お
う
と
し
な
か
っ
た

ボ
ー
ル
が
校
庭
に
転
が
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
」

さ
つ
き
の
鋭
い
声
が
響
い
た
。
陽
介
は
び
っ
く
り
し
た
よ
う
な
顔

を
し
て
、
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
ね
え
陽
介
、
陽
介
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
み
ん
な
、
い
つ
も

ボ
ー
ル
を
裕
太
だ
け
に
片
付
け
さ
せ
て
い
る
で
し
ょ
。
そ
れ
が
ど

う
い
う
こ
と
か
、
考
え
た
こ
と
あ
る
？

裕
太
が
今
日
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
な
い
の
は
何
で
だ
と
思
う
？
」

僕
は
自
分
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
心
に
そ
の
声
が
突
き
刺

さ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
こ
ん
な
の
い
じ
め
だ
よ
。
絶
対
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
」

さ
つ
き
は
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
言
う
と
、
校
庭
に
残
さ
れ
た
ボ
ー

ル
を
拾
っ
た
。
そ
し
て
、
友
達
と
一
緒
に
昇
降
口
の
方
へ
歩
い
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
い
じ
め
』

さ
つ
き
が
言
っ
た
言
葉
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
た
。
僕
は
ち

ら
っ
と
陽
介
を
見
た
。

「
い
じ
め
っ
て
…
？

い
や
、
俺
た
ち
、
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ

…
。
」

さ
つ
き
に
言
わ
れ
た
陽
介
は
、
複
雑
な
顔
を
し
て
、
立
ち
す
く
ん

だ
ま
ま
だ
っ
た
。
僕
も
他
の
み
ん
な
も
、
今
ま
で
自
分
た
ち
が

や
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
始
め
た
。
僕
た
ち
の
足
取
り

は
重
か
っ
た
。

（
自
作
資
料
）

東
京
都
教
育
委
員
会
「
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
令
和
五
年
三
月
）
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

中学校（ 第１ ・ ２ 学年）

1

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 インタ ーネット のサイト について理解する。
◇ 　 フ ァ ン サイ ト や掲示板のサイ ト を 知っ て

いま すか。 自分の考えや意見を 書き 込んだ
こ と はあり ますか。

○ 　 イ ン タ ーネッ ト のサイ ト について共通理

解を図る 。

展
開

　
35
分

２ 　 教材「 言葉の向こ う に」 を読み、話し 合う 。

◇ 　 加奈子は、 ど んな気持ち から 、 何度も 必
死で反論し ているのでし ょ う か。

○ 　 加奈子の立場に立ち、 感情的になっ て い
る こ と や、 整理がつかない気持ちになっ て

いる こ と に気付ける よ う にする 。

○ 　 相手のこ と を 理解し ながら 、 言葉を 発信

する こ と が大切であ る こ と に気付ける よ う
にする 。

終
末

　
10
分

３ 　 今日の学習を 振り 返る。

◇ 　 授業で考えたこ と 、 感じ たこ と 、 こ れか
ら 意識し たいこ と を書き まし ょ う 。

○ 　 相手の思いを 推し 量り 、 互いに理解し よ
う と する 大切さ に気付ける よ う にする 。

【 中心発問】 加奈子が忘れていた「 一番大事

なこ と 」 と はどのよう なこ と でし ょ う 。

◆学習のねら い

　  　 互いの立場を 尊重し 、 いろ いろ な も のの見
方があ る こ と を 理解し 、 寛容の心を も と う と

する 態度を 育てる 。
◆評価

　  　 自分の考え に固執する こ と な く 、 相手の考

え や立場を 尊重し た言動を 心掛けよ う と する
意識を 高めている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別の教科　 道徳（ 相互理解、 寛容）
◆主な使用教材

　  「 言葉の向こ う に」（ 文部科学省「 私たちの道徳」
中学校）

板書例

言
葉
の
向
こ
う
に

な
ぜ
、
そ
の
考
え
が
大
事
な
の
で

し
ょ
う
。

・
相
手
も
自
分
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う

　
か
ら
。

・
相
手
を
傷
付
け
て
し
ま
い
、
自
分
も
後
に
な
っ
て

　
後
悔
す
る
か
ら
。

・
相
手
か
ら
学
び
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が

　
で
き
る
か
ら
。

授
業
で
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
こ
れ

か
ら
意
識
し
た
い
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

え
、
顔
。・
・
・
一
番

大
事
な
こ
と
を
忘
れ

て
い
た
。

・ 

サ
イ
ト
は
み
ん
な
が
見
て
い
る
し
、
自
分
勝
手
な

行
動
だ
っ
た
。

・ 

自
分
が
正
し
い
、
い
け
な
い
こ
と
な
ん
て
し
て 

い
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

・
人
そ
れ
ぞ
れ
意
見
は
違
う
は
ず
だ
か
ら
、

　
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
。

 

加
奈
子
が
忘
れ
て
い
た 

「
一
番
大
事
な
こ
と
」

A選手のフ ァ ンサイ ト

あ
な
た
が
書
い
た
言

葉
の
向
こ
う
に
い
る

人
々
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
て
み
て
。
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

教材文

○ ICT を用いた板書例

資料等 生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 幸せな世の中にし ていく ために、 自分に何がで

き る かを 考え、 そのこ と を 友達に伝え、 その考え

が認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異な る 思いや考え、 価値観を 大切にし 、

互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 それぞれの「 幸せ」 を 踏ま え、 幸せな世の中に

し ていく ために、「 自分に何ができ る か」 を 考え、

伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合い

を 進める よ う 確認し 、 生徒が安心し て学習に取り

組むこ と ができ る よ う にする 。

言
葉
の
向
こ
う
に

　
夜
中
に
、
は
っ
と
目
が
覚
め
た
。
す
ぐ
に
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
出

し
て
リ
ビ
ン
グ
へ
降
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
つ
け
る
。
画
面
の

光
が
部
屋
の
片
隅
に
ま
ぶ
し
く
広
が
っ
た
。

　
私
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
。
特

に
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の
Ａ
選
手
が
大
好
き
。
ち
ょ
う
ど
今
頃
、

向
こ
う
で
や
っ
て
い
る
決
勝
の
試
合
が
終
わ
っ
た
は
ず
。
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
試
合
結
果
が
分
か
る
サ
イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
。

「
や
っ
た
、
勝
っ
た
。
Ａ
選
手
、
ゴ
ー
ル
決
め
て
る
。
」

　
思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま
っ
た
。
大
声
出
し
た
ら
家
族
が
起
き

ち
ゃ
う
。
そ
っ
と
一
人
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

　
み
ん
な
も
う
知
っ
て
る
か
な
。
い
つ
も
の
よ
う
に
日
本
の
フ
ァ

ン
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。
画
面
に
は
、
「
お
め
で
と
う
」
の

文
字
が
あ
ふ
れ
て
る
。
み
ん
な
喜
ん
で
る
。
う
れ
し
く
て
胸
が
一

杯
に
な
っ
た
。
私
も
す
ぐ
に
「
お
め
で
と
う
」
と
書
き
込
ん
で
続

け
た
。

「
Ａ
選
手
や
っ
た
ね
。
ず
っ
と
不
調
で
心
配
だ
っ
た
よ
。
シ
ュ
ー

ト
シ
ー
ン
が
見
た
い
。
」

　
す
る
と
、
す
ぐ
に
誰
か
が
返
事
を
く
れ
た
。

「
そ
れ
な
ら
、
観
客
席
で
撮
影
し
て
く
れ
た
人
の
が
見
ら
れ
る
よ
。

ほ
ら
、
こ
こ
に
。
」

「
Ａ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
来
て
る
。
翻
訳
も
付
け
て
く
れ
て
る
。

感
動
す
る
よ
。
」

　
画
面
が
言
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
く
。
私
は
夢
中
で
教
え
て

く
れ
た
サ
イ
ト
を
次
々
に
見
に
行
っ
た
。

　
学
校
で
も
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
す
る
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
ッ

カ
ー
の
フ
ァ
ン
は
男
子
が
多
い
。
私
が
Ａ
選
手
を
か
っ
こ
い
い
よ

ね
、
っ
て
言
っ
て
も
女
子
同
士
で
は
あ
ん
ま
り
盛
り
上
が
ら
な
い
。

寂
し
か
っ
た
け
ど
、
今
は
違
う
。
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、

フ
ァ
ン
の
仲
間
が
一
杯
。
も
ち
ろ
ん
顔
も
知
ら
な
い
人
た
ち
だ
け

ど
。
今
こ
の
瞬
間
、
遠
く
の
誰
か
が
私
と
同
じ
感
動
を
味
わ
っ
て

る
。
な
ん
か
不
思
議
、
そ
し
て
う
れ
し
い
。
気
が
付
く
と
も
う
す

ぐ
朝
。
続
き
は
ま
た
今
夜
に
し
よ
う
。

　
今
日
は
部
活
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
長
か
っ
た
。
家
へ
帰
る
と
、

食
事
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
た
母
に
、

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
。
」

と
言
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
た
。
優
勝
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
か
、
も
っ
と
詳
し
く
読
め
る
か
な
。
楽
し
み
。

「
Ａ
は
最
低
の
選
手
。
あ
の
ゴ
ー
ル
前
は
フ
ァ
ー
ル
だ
よ
、
ず
る

い
や
つ
。
」

　
開
い
た
画
面
か
ら
飛
び
込
ん
で
き
た
言
葉
に
、
胸
が
ど
き
っ
と

し
た
。
何
、
こ
れ
。

「
人
気
が
あ
る
か
ら
優
遇
さ
れ
て
る
ん
だ
ろ
。
大
し
て
才
能
な
い

の
に
ス
タ
ー
気
取
り
だ
か
ら
な
。
」

　
ひ
ど
い
言
葉
が
続
い
て
る
。
読
み
進
む
う
ち
に
顔
が
火
照
っ
て

く
る
の
が
分
か
っ
た
。

「
負
け
惜
し
み
な
ん
て
最
低
。
悔
し
か
っ
た
ら
、
そ
っ
ち
も
ゴ
ー

ル
決
め
た
ら
。
」

　
す
る
と
、
ま
た
次
々
に
反
応
が
あ
っ
た
。

「
向
こ
う
の
新
聞
に
も
、
Ａ
の
プ
レ
イ
が
荒
い
っ
て
、
批
判
が
出

て
る
。
お
前
、
英
語
読
め
な
い
だ
ろ
。
」

「
Ａ
の
フ
ァ
ン
な
ん
て
、
サ
ッ
カ
ー
知
ら
な
い
や
つ
ば
っ
か
り
。

ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
し
か
見
て
な
い
ん
だ
な
。
」

「
Ａ
は
、
わ
が
ま
ま
振
り
が
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
も
嫌
わ
れ
て
る

ん
だ
よ
。
」

　
必
死
で
反
論
す
る
私
の
言
葉
も
、
段
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い

く
。
で
も
絶
対
負
け
ら
れ
な
い
。

「
加
奈
子
、
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
。
食
事
は
ど
う
す
る
の
。
」

　
母
の
怒
っ
た
声
。
は
っ
と
気
付
い
て
時
計
を
見
た
。
も
う
一
時

間
も
た
っ
て
る
。

「
加
奈
ち
ゃ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
は
時
間
を
決
め
て
や
る
約
束
よ
。
」

　
ず
っ
と
待
た
さ
れ
て
い
た
母
は
不
機
嫌
そ
う
だ
。

「
ご
め
ん
ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
た
ら
つ
い
長
く
な
っ
ち
ゃ

っ
て
。
」

「
そ
う
な
の
。
な
ん
だ
か
こ
わ
い
顔
し
て
た
わ
よ
。
加
奈
ち
ゃ
ん
、

こ
っ
ち
に
顔
を
向
け
て
話
し
な
さ
い
。
」

「
は
あ
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
時
間
守
り
ま
す
。
お
母

さ
ん
の
御
飯
お
い
し
い
よ
ね
。
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
も
、
私
の
頭
は
Ａ
選
手
へ
の
あ
の
ひ
ど
い
コ

メ
ン
ト
の
こ
と
で
一
杯
だ
っ
た
。

「
ま
っ
た
く
調
子
い
い
ん
だ
か
ら
。
で
も
ね
、
ほ
ん
と
か
ど
う
か

目
を
見
れ
ば
分
か
る
の
よ
。
」

　
私
は
思
わ
ず
顔
を
上
げ
て
母
を
見
つ
め
た
。
そ
の
表
情
が
お
か

し
か
っ
た
の
か
、
母
が
ぷ
っ
と
吹
き
出
し
た
。
つ
ら
れ
て
私
も
笑
っ

た
。
急
に
お
な
か
が
す
い
て
き
ち
ゃ
っ
た
。

　
食
事
の
後
、
サ
イ
ト
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
気
に
な
っ
て
、
恐

る
恐
る
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
み
た
。

「
こ
こ
に
Ａ
選
手
の
悪
口
を
書
く
人
も
マ
ナ
ー
違
反
だ
け
ど
、
い

ち
い
ち
反
応
し
て
、
ひ
ど
い
言
葉
を
向
け
て
る
人
、
フ
ァ
ン
と

し
て
恥
ず
か
し
い
で
す
。
中
傷
を
無
視
で
き
な
い
人
は
こ
こ
に

来
な
い
で
。
」

　
え
え
ー
っ
。
な
ん
で
私
が
非
難
さ
れ
る
の
。
Ａ
選
手
を
必
死
で

か
ば
っ
て
る
の
に
。

「
Ａ
選
手
の
悪
口
を
書
か
れ
て
黙
っ
て
い
ろ
っ
て
言
う
ん
で
す

か
。
こ
ん
な
こ
と
書
か
れ
た
ら
、
見
た
人
が
Ａ
選
手
の
こ
と
を

誤
解
し
て
し
ま
う
よ
。
」

「
あ
な
た
の
ひ
ど
い
言
葉
も
見
ら
れ
て
ま
す
。
読
ん
だ
人
は
、
Ａ

選
手
の
フ
ァ
ン
は
そ
う
い
う
感
情
的
な
人
た
ち
だ
っ
て
思
っ

ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
中
傷
す
る
人
た
ち
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
争
わ
な

い
で
。
」

　
な
ん
で
私
が
責
め
ら
れ
る
の
か
全
然
分
か
ら
な
い
。
キ
ー
ボ
ー

ド
を
打
つ
手
が
震
え
た
。

「
だ
っ
て
悪
い
の
は
悪
口
書
い
て
く
る
人
で
し
ょ
。
ほ
っ
と
け
っ

て
言
う
ん
で
す
か
。
」

「
挑
発
に
乗
っ
ち
ゃ
駄
目
。
一
緒
に
中
傷
し
合
っ
た
ら
き
り
が
な

い
よ
。
」

　
優
勝
を
喜
び
合
っ
た
仲
間
な
の
に
。
遠
く
の
み
ん
な
と
つ
な

が
っ
て
る
っ
て
、
今
朝
は
あ
ん
な
に
実
感
で
き
た
の
に
。
何
だ
か

突
然
真
っ
暗
な
世
界
に
一
人
突
き
落
と
さ
れ
た
み
た
い
だ
。

　
も
う
見
た
く
な
い
。
こ
れ
で
最
後
。
と
、
も
う
一
度
画
面
を
更

新
し
た
。

「
ま
あ
み
ん
な
、
そ
ん
な
き
つ
い
言
い
方
す
る
な
よ
。
ネ
ッ
ト
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
難
し
い
よ
な
。
自
分
も
ど
う
し
た

ら
い
い
か
な
っ
て
、
悩
む
こ
と
よ
く
あ
る
。
失
敗
し
た
な
ー
っ

て
と
き
も
。
」

「
匿
名
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
な
た
が
書
い
た
言
葉
の
向
こ
う
に
い
る

人
々
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
。
」

　
え
っ
、
顔
。
思
わ
ず
私
は
も
う
一
度
読
み
直
し
た
。
そ
し
て
画

面
か
ら
目
を
離
す
と
椅
子
の
背
に
も
た
れ
て
考
え
た
。

　
そ
う
だ
…
…
。
駄
目
だ
な
あ
。
何
で
字
面
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て

い
た
ん
だ
ろ
う
。
一
番
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
ど
。

　
私
は
立
ち
上
が
り
、
リ
ビ
ン
グ
の
窓
を
大
き
く
開
け
、
思
い
っ

き
り
外
の
空
気
を
吸
っ
た
。

「
加
奈
ち
ゃ
ん
。
調
べ
物
は
も
う
終
わ
っ
た
の
。
」

台
所
か
ら
母
の
声
が
す
る
。

「
調
べ
物
じ
ゃ
な
い
の
。
す
ご
い
こ
と
発
見
し
ち
ゃ
っ
た
。
」

私
は
、
明
る
い
声
で
母
に
言
っ
た
。

文
部
科
学
省
「
私
た
ち
の
道
徳
」
中
学
校
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

中学校（ 第２ 学年）

1

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 教材１ 「 いじ めを 見たり 、 聞いたり し た
と き 、 ど う し まし たか」 を 読み取り 、 いじ

めの問題について実情を 知る。

○ 　「 何も し なかっ た」 と 答えている 中学生の
割合に注目し 、 いじ めを見た時に、 自分がど

のよ う な行動を と っ ていたかを 想起でき る
よ う にする 。

展
開

　
40
分

２  　 教材２ 「 傍観者でいいのか」 の教師の範

読を 聞く 。

３  　 傍観者的な態度について考える。

４  　 いじ めのない社会の在り 方について、 話合
いを通し て、 考えを広げたり 深めたり する。

◇ 　「 いじ めの状況があっ たら 、 どう し たら よ

いでし ょ う か。 どう し たら 、 いじ めはなく
なるのでし ょ う か。」

○ 　 登場人物の役割と いじ めの構造を 理解で

き る よ う にする 。

○ 　 見て 見ぬふり を する 生徒の心情に焦点化
し て考えさ せる こ と を 通し て、 こ れま での

自分の態度はど う であ っ たか振り 返る こ と

ができ る よ う にする 。

○ 　 いじ めのない社会の在り 方について、 ペ
ア やグ ループでの意見交換を 行っ た後に全

体で意見交流を する こ と で、 学級全体で共
通理解を 図る よ う にする 。

終
末

　
５
分

５  　 本時の学習を 振り 返る。 ○ 　 傍観者的な態度を 克服し 、 勇気を も っ て

不正に立ち向かっ ていこ う と する こ と の大
切さ に気付かせる 。

【 中心発問】「 見て見ぬふり を する 生徒」 は

どう し て「 見て見ぬふり 」をし たのだろう か。

◆学習のねら い

　  　 正義と 公正さ を 重んじ 、 誰に対し て も 公平
に接し 、 正義を 実現し よ う と する 態度を 育て

る 。
◆評価

　  　 いじ めや不正な 言動に向き 合い、 正義と 公

正を 重んじ よ う と する 意識を高めている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別の教科　 道徳（ 公正、 公平、 社会正義）
◆主な使用教材

　  「 傍観者でいいのか」（ 東京都教育委員会「 人
権教育プロ グラ ム 」 平成 31 年３ 月）

板書例

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
」
は

ど
う
し
て
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
を

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

・
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し
、
助
け
る
。

・
複
数
人
で
声
を
掛
け
合
っ
て
行
動
す
る
。

・ 

人
は
、
一
人
一
人
違
う
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

接
す
る
。

・ 

こ
れ
ま
で
い
じ
め
の
場
面
を
見
て
も
、
何
も
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。

感
想

・
何
も
言
わ
な
い
人
が
い
る
。

・
Ｂ
さ
ん
た
ち
と
関
わ
り
た
く
な
い
。

・
「
私
」
も
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

・ 

今
度
は
、
「
私
」
が
い
じ
め
の
対
象
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

い
じ
め
の
状
況
が
あ
っ
た
ら
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し
た
ら
、 

い
じ
め
は
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

傍
観
者
で
い
い
の
か

「 いじ めら れて
いる 生徒」

いじ めている 生徒たち

見て見ぬふり を
する 生徒たち はやし 立てる

生徒たち

学級委員

Aさ ん 「 私」

Bさ んグループ
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

教材文

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 いじ めの状況があっ たら ど う し たら よ いか、 ど う し たら いじ めがなく なる か考えたこ と を 友達

に伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 人は一人一人違う こ と や、 自分と 異なる 思いや考えを大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 いじ めの状況があっ たら ど う し たら よ いか、 ど う し たら いじ めがなく なる かを 考え、 伝える 場

面を設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 生徒が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。

（ ９ ）　 本時に用いた教材

〔 教材１ 〕 いじ めを 見たり 、 聞いたり し たと き 、 どう し まし たか

〔 教材２ 〕「 傍観者でいいのか」

「 いじ め問題に関する研究報告書」（ 平成26年2 月）　 東京都教職員研修セン タ ー　 より 作成

「 人権教育プロ グラ ム（ 学校教育編）」（ 平成16 年3 月）　 より 作成

夕べから の雨が降り 続いて いる 。「 今日も 雨か。」

　 昨日、 帰る と き Ａ さ んの上着がぬれて泥だら けにな っ て いた こ と を 思い出し た。

　「 遅れる わよ 。 急ぎ な さ い。」 と 母の声が聞こ え た。 私は、 重た いかばんを 引き ずる よ う にし て 家

を 出た。 学校へは行き たく なかっ た。 学級が嫌だっ た 。

　 ２ 年生にな っ て 学級替え があ っ た。 私はみんな に推薦さ れて 学級代表にな っ た。 にぎ やかな 学級

だな あ と 思っ て いた 。 そし て、 みんな のた めにでき る こ と を やろ う と 思っ た。

　 初めて 一緒の学級にな っ た 人の中にＡ さ んがいた。 気が弱く 、 ち ょ っ と 頼り な さ そう な と こ ろ が

あ っ た が、 冗談を 言っ て 周り を 笑わせる 。 何を 言われて も ニ ヤニ ヤ笑っ て いた 。 Ａ さ んはＢ さ んや

そのグ ループの仲間と いつも 一緒だっ た。 毎朝Ｂ さ んの家に迎え に行き 、 Ｂ さ んの荷物を も っ て 登

校し ていた 。 私は、（ 断ればいいのに…） と 思っ て いた。

　 あ る 日、 Ａ さ んは朝寝坊を し た ら し く 、 Ｂ さ んの家に寄ら ずにあ わて て 登校する こ と があ っ た 。

登校する と 、 Ａ さ んはＢ さ んに呼ばれた。 戻っ て き た Ａ さ んは下を 向いて 苦し げだっ た が、 すぐ に

冗談を 言っ て いつも のよ う におど け て いた。 それから は、 Ａ さ んは今ま でにも ま し て Ｂ さ んた ち の

言いな り にな っ た。 学級のみんな の前でも Ｂ さ んは平気でＡ さ んを から かっ た り 、 命令し た り する

よ う になっ ていた。 学級の人の中にはＢ さ んた ちと 一緒にＡ さ んを から かっ て笑う 人ま で出てき た。

でも 、 ほと んど の人は、 何も 言わなかっ た し 、 何も し なかっ た 。

　 Ｂ さ んは、「 Ａ が遊ぼう っ ていう から 一緒に遊んでやっ て いる だけだし 、 Ａ だっ て笑っ て いる じ ゃ

ないか。」 と 声高にみんなに話し ていた 。

　 私は、（ Ａ さ ん、 な んで笑っ て いる の。 怒ればいいのに…。） と 思っ た。

　 学期の終わり こ ろ にな る と 、 Ａ さ んは身体の不調を 訴え 、 早退し た り 欠席し た り する こ と が多く

なっ た。

　 放課後、私は、掲示板を 直し て いた。 その時、思い詰めたよ う な顔を し たＣ さ んに話し 掛け ら れた 。

　「 Ａ さ んを 、 こ れ以上ほう っ ておけな い。」

　 私は、 はっ と し た 。

　 Ｃ さ んは、休んでいる Ａ さ んの家に行っ て 話を 聞いた そう だ。 Ａ さ んはボロ ボロ と 涙を 流し て、「 い

じ めら れる のはつら い。 も う 学校へは行かない。」 と 言っ た そう だ。 Ｂ さ んたち から 言われたこ と を

断る と 、 殴ら れたり し ていたそう だ。

　 やっ ぱり つら かっ たんだ。 苦し かっ たんだと 思っ た 。

　 早速、Ｃ さ んと 一緒に先生に相談に行っ た。 次の日に、学級の代表者で話合いを 開く こ と にな っ た 。

放課後の話合いは長時間に及ぶ真剣な 会になっ た。

　「 こ の学級から いじ めを な く そう 。 見て見ぬふり はひき ょ う だ。」

　 長時間の話合いの結論であ っ た。

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

小学校
中学校
高等学校
特別支援学校

1,951 人
1,471 人

591 人
68 人

0％ 20％

児童・ 生徒

40％ 60％ 80％ 100％

注意し た 誰かに相談し た 何も し なかっ た 無回答

37.5 24.2 35.7

16.0

14.3

30.9 30.9 33.8

20.4 64.0

20.5 62.1 1.4

2.6

4.4

1.3

Ⅱ

　 人
権
教
育
に
関
す
る
実
践
・
指
導
事
例

3 7
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い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

高等学校

1

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点
導
入

　
５
分

１ 　 本時の学習を知る。

こ れまで学んだこ と を生かし て、 どのよう にし て幸せな世の中にし ていく のか考えよう 。

展
開

　
40
分

２ 　「 周り の人の幸せ」「 自分の幸せ」 について考える。
◇ 　 9 0 ページのブータ ン王国に関するコ ラ ムを 読み、「 幸せにな

り たかっ たら 、 まず、 周り の人の幸せを 願っ て、 そのためにな
にかするこ と が大切なんだ。自分の幸せを探し 出し たら 、幸せは、
みつから ないんだよ。」 と 述べら れている点について、 自分の考
えを発表し まし ょ う 。

３  　 それぞれの「 幸せ」 を踏まえ、「 幸せな世の中にし ていく 」 た
めに何ができるか考える。

◇ 　 9 2 ページの「 ケーススタ ディ ～あなたなら どう する？」 から 、
自分の意見に一番近い人を選びまし ょ う 。

４  　「 人間と 社会」9 5 ページを読み、こ の部分が、なぜ「 いじ め防止」
につながっ ていく のを考え、 発表する。

○ 　「 発表のポイ ン ト 」 ①を 基に、 自
分の考えを ま と める こ と ができ る よ
う にする 。

○ 　 近く の人と ペアを 作り 、 意見交換
をでき る よ う にする 。

○ 　「 発表のポイ ン ト 」 ②～⑤を 基に、
意見交換を でき る よ う にする 。

○ 　「 自分に何ができ る か」 と いう 視
点を意識でき る よ う にする 。

ま
と
め

　
５
分

５  　 話し 合っ たこ と を 踏まえ、「 人間と 社会」 9 5 ページを も う 一
度読む。

○ 　 異なる 考え方や価値観の違いを 調
整する こ と が、 いじ め防止になる こ
と にも 気付ける よ う にする 。

【 発表のポイ ント 】
①　「 周り の人の幸せ」「 自分の幸せ」 の違いについて考える 。
②　「 自分の幸せを探し 出し たら 、 幸せは、 みつから ない」 と 長官が述べた理由について考える 。
③ 　「 自分の幸せを探し 出し たら 、 幸せは、 みつから ない」 と いう 長官の考えに対し て考えたこ と を 、 

ペアの相手に述べ、 聞き 合う 。
④　 グループになり 、 具体的なケース を挙げ、 よ り 自分の考えを 深める 。
⑤　 グループ内で討論する 。 相手が異なる 考え方をする 理由に注目し て、 双方の意見を 聞き 合う 。

◆学習のねら い

　  　 考え 方や価値観の違いを 認識し 、 互いを 尊
重する こ と によ り 、 よ り 良い学級や学校、 豊か

な未来を 築く こ と ができ る こ と を 認識さ せる 。
◆評価

　  　 他者と の関わり の中で、 異なる 考え方や価値観

の違いを調整し 、 互いを尊重すること がより よい社
会の形成につながること に気付き、 表現し ている。

◆教育課程における位置付け

　 人間と 社会
◆主な使用教材

　  東京都教育委員会「 人間と 社会」 改訂版教科書

板書例

「  幸せになり たかっ たら 、 ま ず、 周り の人の幸せを

願っ て、 そのた めにな にかする こ と が大切な ん

だ。 自分の幸せを 探し 出し たら 、 幸せは、 みつか

ら ないんだよ 。」

○ 「 周り の人の幸せ」「 自分の幸せ」 について

考える。

こ れまで学んだこ と を 生かし て、 

どのよ う にし て幸せな世の中にし て

いく のか考えよう 。

自分の考え

・  私はこ の考えに賛成です。 自分の幸せ以上に周り の人の幸

せのために行動する こ と が大切だと 思いま す。

・  私はこ の考えに反対です。 ま ずは自分が幸せでなければ、

周り の人を幸せにする こ と はでき ないと 思いま す。

○ 「 幸せな世の中にし ていく 」 ために何ができ

るか考える

○ ケーススタ ディ ～あなたなら どう する？
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教材文

○「 人間と 社会」 9 0 ページ
　 幸せの国と 呼ばれる ブータ ン 王国は、国民総幸福量を 、国民総生産（ Ｇ Ｎ Ｐ ） よ り も 大切な国家理念と し ていま す。
筆者の御手洗瑞子氏は 2010 年９ 月から １ 年間、 ※Ｇ Ｎ Ｈ コ ミ ッ ショ ン 首相フ ェ ロ ー第１ 号と し て、 主に観光産業の
育成に努めま し た。
　（ Ｇ Ｎ Ｈ コ ミ ッ ショ ン の長官である 上司の話）
 　「 幸せになろ う と 思っ たら ね、 自分の幸せを 願っ て はいけないんだ。 自分の幸せを 探し 出し たら 、 ど んど ん、 幸
せから 遠ざかっ てし ま う よ 」 そし て、 こ う 続けま し た。
 　「 こ れはと ても 大切なこ と なんだ。 幸せを 願う のであ っ たら 、 自分の幸せではな く 、 周囲の人の幸せを 願わなく
てはいけない。 家族だと か、友人だと か、自分の身近な大切な人たち。 そし て周り の人たちが幸せでいら れる よ う に、
でき る 限り のこ と を する んだ。 知っ てる かい？人のために何か役に立つこ と を し て、 相手が幸せになる のを 見る と 、
自分にも と ても 大き な満足感が返っ てく る んだよ 。 それは、 自分のためになにかし たと き よ り 、 ずっ と 大き な満足
感なんだ。 幸せになり たかっ たら 、 ま ず、 周り の人の幸せを 願っ て、 そのためになにかする こ と が大切なんだ。 自
分の幸せを 探し 出し たら 、 幸せは、 みつから ないんだよ 。 ブータ ン人は、 それを みんなよ く わかっ ている 」

御手洗瑞子『 ブータ ン、 こ れでいいのだ』 新潮社　 ｐ ２ １ ３

※Ｇ Ｎ Ｈコ ミ ッ ショ ン： 国民総幸福量（ Gross National Happiness） 委員会

○「 人間と 社会」 9 2 ページ

　 次の場面で、 あなたは、 ど んな選択を し ま すか。 それはど のよ う な理由によ る も のですか。

　 教室ではブータ ン の話に関する ペアワ ーク が終わっ たばかり 、 次に「 ど のよ う に幸せな世の中にし ていく 」 のか
と いう こ と についての話合いが続いていま す。

Ａ さ ん：  幸せの国日本に住む私と し ては、 やっ ぱり 、 家族第一、 次に友達かな、 好き な人は、 も し かし たら 将来の
家族と いう こ と で、 家族一番！…（ 笑）

　 　 　 　  　 ま ず、 周り の人と のつながり 、 結び付き を 大切にし て、 身近な人を 幸せにし ていき たい。 自分の周り の
人が幸せじ ゃないのに、「 幸せな世の中にし ていく 」 なんて無理でし ょ ！だから 私は…

Ｂ さ ん：  私は、 こ の日本で実現可能なこ と と いっ たら 、 職業を 通じ て幸せな世の中に貢献する こ と だと 思っ ている 。
ど んな職業でも 人を 幸せにでき る はず。 起業し て成功すれば、 寄付と かも たく さ んでき る し ね。 そう なり
たいから 、 ま ず私と し ては…

Ｃ さ ん：  わあ、起業なんてカッ ッ コ イ イ ！私はね、「 幸せな世の中」 っ て、人の笑顔があふれている 世の中だと 思う 。
笑顔っ て見ている だけで、 幸せな気持ちになれる じ ゃ ない。 だから 、 ずっ と 、 周り の人と 一緒に笑っ てい
ら れたら いいな、 と 思う 。 そのためにも 、 私は…

Ｄ さ ん：  みんなの意見を 聞いて、 人の価値観っ てつく づく 違う と 思っ たから 「 幸せ」 の感じ 方も いろ いろ だと 思う 。
人それぞれが何を 望むか分から ないのに、「 幸せな世の中にし ていく 」 っ て いう のは、 ちょ っ と 上から 目
線で偉そう な気がする 。 幸せにでき る のはその人自身し かないと 思う から 。 ま ずは自分自身が幸せになる
こ と 、 そう すれば、 つま り は全員幸せになれる わけでし ょ う 。 だから 、 自分と し ては…

◆ケーススタ ディ ～あなたなら どう する？

○「 人間と 社会」 9 5 ページ
　 こ れから 、 あ なたは様々な人と 出会う こ と でし ょ う 。 考え方の違いに戸惑いを 感じ たり 、 分かり 合えなく て悲し
い思いを し たり する こ と も あ る でし ょ う 。 そのよ う なと き は、 こ の教科で学んだこ と を 思い出し てみて く ださ い。
一人一人の考えが違う のは当たり 前のこ と です。 家族や親友であっ ても 全く 同じ 意見の人はいま せん。
　 し かし 、 お互いが理解する こ と を 諦めなければ、 互いの心に橋を 架け合う こ と ができ る はずです。 ど う か、 互い
に理解する こ と を 諦めないでく ださ い。 多様な価値観を も つ人と 出会い、 関わり 、 と き にはぶつかり 、 高め合える

から こ そ、私たちは幸福な人生を 切り 拓
ひ ら

き 、よ り よ い社会と 、豊かな未来を 築く こ と ができ る のです。 何よ り も 、違っ
た考えや価値観を も つ者同士が理解し 合う こ と 、 こ れこ そ、 人間だから でき る こ と なのです。

「 こ れから のあなた、
あなた自身は何を 大切にし て、 どのよう に生き 、

そし てどのよう にし て幸せな世の中にし ていき ますか。」

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 幸せな世の中にしていくために、 自分に何ができるか考えたことを友達に伝え、 その考えが認められるようにする。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考え、 価値観を 大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 それぞれの「 幸せ」 を踏まえ、幸せな世の中にしていくために、「 自分に何ができるか」 を考え、伝える場を設定する。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこと大切にしながら話合いを進めるよう 確認し、 生徒が安心して学習に取り 組むことができるようにする。
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いじ めを し ない、 さ せない、 許さ ないための意識の醸成

特別支援学校
知的障害のある 児童・ 生徒への指導事例

1

展開例

学習活動（ ◇教師の発問例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 友達と 仲良く でき なかっ た生活経験を 想
起する。

◇ 　 友達と 仲良く でき なかっ たこ と はあり ま

すか。 そのと き 、 どんな気持ちでし たか。

○ 　 本時の学習活動について、 ス ラ イ ド 等を
活用し て説明する 。

○ 　 児童・ 生徒の実態に応じ て、 絵カ ード 等

を 活用し 、 気持ちを 表現でき る よ う にする 。

展
開

　
30
分

２  　 教材「 みんなと なかよ く 」 を 読み、 話し
合う 。

◇ 　 ラ イ オンさ んに、「 どう し て、みんなと いっ

し ょ におさ る さ んを なかまはずれにし ない

の。」 と 言われたう さ ぎさ んは、 どんな気持
ちになっ たでし ょ う 。

○ 　 教材提示の際は、児童・ 生徒の実態に応じ 、
場面絵を 活用し た紙芝居等を 活用する 。

○ 　 おさ る さ ん、 ラ イ オン さ ん、 う さ ぎさ ん

になっ て役割演技を 行う 。

終
末

　
10
分

３  　 今日の学習を 振り 返り 、 し てよ いこ と と

し てはいけないこ と を 考える。
◇ 　「 みんなと なかよく 」 の絵を 見て、 し てよ

いこ と と 、し てはいけないこ と はどれでし ょ

う か。

○ 　「 わ た し た ち の 道徳」 小学校１ ・ ２ 年 

166、 167 ページの絵を 見て、 判断し た理由
を 発表でき る よ う にする 。

【 中心発問】 も やも やし た気持ちのう さ ぎさ

んは、 どんなこ と を考えているでし ょ う 。

◆学習のねら い

　  　 自分の好き 嫌いにと ら われず、 誰と でも 仲
良く 接する こ と ができ る 心情を 育てる 。

◆評価
　  　 自分と 友達の考え 方には違いがあ る こ と が

分かり 、 誰と でも 仲良く する こ と の大切さ に

気付いている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別の教科　 道徳（ 公正、 公平、 社会正義）
◆主な使用教材

　  「 みんな と な かよ く 」（ 文部科学省「 わた し た
ちの道徳」 小学校１ ・ ２ 年）

板書例
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教材文

○終末で使用する 教材『 わたし たちの道徳』（ 166 ～ 167 ページ）○中心発問で使用する ワ ーク シート

資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 してよいことと、 してはいけないことについて、 考えたことを友達に伝え、 その考えが認められるようにする。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考えを 大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 してよいことと、 してはいけないことを考え、 伝える場を設定する。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたことを大切にしながら話合いを進めるよう 確認し、児童・ 生徒が安心して学習に取り 組むことができるようにする。
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小学校低学年

２

展開例

学習活動（ ・ 児童の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
10
分

１ 　 本時の学習を 知る。

○ 　 教師が、 自分の良いと こ ろ と はど う いう

も のかについて、 分かり やすく 例を 挙げて
説明する 。

○ 　 教師が自分の良いと こ ろ を 紹介する 。
　（  例： 好き なこ と は～です。 ～ができ る よ う

に（ 上手に・ 得意に） なり ま し た。 ～を が
んばっ ていま す。）

展
開

　
25
分

２  　 自分ができ る よ う になっ たこ と や自分を

紹介するこ と を 探し て、「 じ ぶんのよいと こ
ろ カ ード 」 に記入する。

３  　 ３ 人グループになり 、 自分以外の２ 人の
良いと こ ろ を 「 と も だち のよ いと こ ろ カ ー

ド 」 に書く 。
　 ・  　 そう じ のと き に、 ほう き を ゆずっ てく

れた。
　 ・ 　 走る のが速い。

　 ・ 　 たく さ ん本を読んでいる 。

　（ 1） 　「 と も だちのよ いと こ ろ カ ード 」 を 書
いたら 、 それぞれ友達に渡す。

　（ 2）　 友達から 渡さ れたカード を読む。

４  　 友達から も ら っ た「 よ いと こ ろ カ ード 」
を 読んで、 感じ たこ と や、 友達に言われて

気が付いた自分の良さ について発表する。

○ 　 自分で見付けら れない児童や、 迷っ て い

る 児童には声を 掛け、 その児童の頑張っ て
いる と こ ろ を 伝え、 自信を も っ て記入でき

る よ う にする 。
○ 　 友達のこ と が分から ない児童には声を 掛

け、 行事で頑張っ ていた姿や児童が気付か

なかっ た姿を 例に挙げる 。
○ 　 児童は友達の頑張り に気付けな い場合も

あ る ので、 教師も 具体的事実に基づく 全員
分の良いと こ ろ や頑張っ ている と こ ろ を 探

し ておき 、 探せない児童に伝えな がら 、 良
いと こ ろ に気付ける よ う にする 。

○ 　 感想の中から 、 友達に自分の良いと こ ろ

を 見付けても ら っ て う れし かっ たこ と など
を 引き 出す。

ま
と
め

　
10
分

５  　 本時の振り 返り を 行い、 自分には、 自分
が知ら なかっ た良いと こ ろ がある こ と に気

付く 。
　 ・  　 友達が、 自分の良いと こ ろ を 見付けて

く れてう れし かっ た。

○ 　「 心あかる く 」 の 120 ページ ｢自分のこ と
で｣ に、 頑張っ たこ と やう れし かっ たこ と 、

でき る よ う になっ たこ と など を 記入でき る
よ う にする 。

じ ぶんのよいと こ ろ をし ろ う 。

◆学習のねら い

　  　 友達や教師が見付けて く れた自分の良いと
こ ろ を 知る こ と で、 自分の良いと こ ろ を 積極

的に知ろう と する 態度を 育てる 。

◆評価
　  　 自分や友達の良いと こ ろ を 見付け、 自分の

良いと こ ろ に気付いている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別活動
　 ※ 生活科におけ る 「 自分を 振り 返る 活動」 と

の関連を 図る こ と ができ る 。

◆主な使用教材
　 ・  東京都教育委員会「 令和５ 年度　 東京都道徳教

育教材集　 小学校１ ・ ２ 年生版　 心あかる く 」
　 ・  「 よ い　 と こ ろ を 　 見つけたよ 」（ 文部科学省

「 わたし たちの道徳　 小学校１ ・ ２ 年」）

　 ・「 じ ぶんのよ いと こ ろ カード 」
　 ・「 と も だちのよ いと こ ろカード 」
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発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
　
開

　
25
分

１  　「 じ ぶんのよいと こ ろ カ ード 」 を 書く 。

２  　 ４ 人グループになり 、 自分以外の３ 人の
良いと こ ろ を 「 と も だち のよ いと こ ろ カ ー

ド 」 に書く 。

３  　 一人ずつ、 ほかの人の良いと こ ろ を 伝え

る。 その後、 自分が書いた「 じ ぶんのよ い
と こ ろ カ ード 」 と 友達から 伝えら れた「 よ

いと こ ろ 」 の内容が同じ であれば、 一緒に

カ ード を まと める。

４  　 カ ード に書かれた良いと こ ろ について、

どう 感じ たかの感想や、 友達に言われて気
が付いた自分の良さ について発表する。

○ 　 Ａ さ んが終われば、 Ｂ さ ん、 Ｃ さ んと 続
けていく 。

○ 　 一緒にま と ま っ て いる のは、 自分も 友達

も 思っ ている その児童の良いと こ ろ、 それ
以外は、 その人だけが気付いた良いと こ ろ

である こ と を 伝える 。

板書例

○カード （ 例）資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 友達から言われて気が付いた自分の良さについて、考えたことを友達に伝え、その考えが認められるようにする。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 友達の良いと こ ろ を 認め、 伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 友達から言われて気が付いた自分の良さを考え、 伝える場を設定する。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたことを大切にしながら話合いを進めるよう 確認し、 児童が安心して学習に取り 組むことができるよう にする。

じ
ぶ
ん
の
よ
い
と
こ
ろ
を
し
ろ
う

○
じ
ぶ
ん
の
よ
い
と
こ
ろ
は
な
に
か
な

・
み
ん
な
に
や
さ
し
い
。

・
い
つ
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
。

○
じ
ぶ
ん
の
よ
い
と
こ
ろ
を
し
ろ
う

【
カ
ー
ド
に
書
こ
う
】

　
　
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

　
　
じ
ぶ
ん
を
し
ょ
う
か
い
す
る
こ
と

　
☆
す
き
な
こ
と
は
～
で
す
。

　
☆
～
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
☆
～
が
と
く
い
で
す
。

　
☆
～
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

・
な
わ
と
び
が
と
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
サ
ッ
カ
ー
が
と
く
い
だ
。

・
ピ
ア
ノ
を
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
。

○
と
も
だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を

　
お
し
え
よ
う

　
た
と
え
ば

・
そ
う
じ
の
と
き
に
ほ
う
き
を

　
ゆ
ず
っ
て
く
れ
た
。

・
だ
れ
に
た
い
し
て
も
や
さ
し
い
。

・
た
く
さ
ん
の
本
を
よ
ん
で
い
る
。

○
ふ
り
か
え
り

・
と
も
だ
ち
が
、
じ
ぶ
ん
の

　
よ
い
と
こ
ろ
を
み
つ
け
て
く
れ
て

　
う
れ
し
か
っ
た
。



3 6 第３ 部3 6 第３ 部

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

互
い
の
個
性
の
理
解

互いの個性の理解

小学校中学年

２

展開例

学習活動（ ・ 児童の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 本時の学習を 知る。 ○ 　 児童が自分ら し さ 、 友達ら し さ を 見付け
やすく なる よ う 、「 ら し さ 」 と はど のよ う な
意味であ る かを 確認し てから 、 教師が自分
ら し さ を 紹介する 。

○ 　 良いと こ ろ や悪いと こ ろ と いう こ と では
な く 、 自分の特徴がその 人ら し さ であ り 、
かけがえのない自分である こ と を 伝える 。

展
開

　
30
分

２  　 自分の良いと こ ろ や自分の直し ていき た
いと こ ろ について考え、 ２ 人組で話し 合う 。

　 ・ 　 元気に挨拶ができ る 。
　 ・ 　 忘れ物が多い。

３  　「 自分ら し さ 」 について考え、「 自分ら し
さ カ ード 」 に書く 。

　 ・ 　 私の自分ら し さ っ て何かな。
　 ・ 　 友達のこ と なら すぐ 分かる よ 。

４  　 ４ 人グループになり 、 自分以外の３ 人の
こ と についてカ ード に書く 。

　（ 1） 　 友達の紹介が書けたら 、 その友達に裏
返し て渡す。

　（ 2） 　 ３ 人が書いてく れたカード を 読み、 自
分で書いた「 自分ら し さ カード 」 と 比べ
る 。

○ 　 ２ 人組で話し 合う こ と で、「 自分ら し さ 」
について考えやすく する 。

○ 　 自分の特徴について考えら れな い児童に
は、「 心し な やかに」 86 ページ の例以外の
良いと こ ろについても 紹介する 。

○ 　 話合い後、 何人か発表し 、 全員で共有で
き る よ う にする 。

○ 　 自分で見付けら れない児童や、 迷っ て い
る 児童には声を 掛け、 その児童の頑張っ て
いる と こ ろ を 伝え、 自信を も っ て記入でき
る よ う にする 。

○ 　 児童は友達の頑張り に気付けな い場合も
あ る ので、 教師も 具体的事実に基づく 全員
分の良いと こ ろ や頑張っ ている と こ ろ を 探
し ておき 、 探せない児童に伝えな がら 、 良
いと こ ろ に気付ける よ う にする 。

○ 　「 自分ら し さ カード 」 と 友達が書いてく れ
たカ ード を 比べ、 自分も 友達も 思っ ている

「 自分ら し さ 」 や、 その人だけが気付いてい
る 「 自分ら し さ 」 がある こ と を伝える 。

ま
と
め

　
10
分

５ 　 感想を まと める。
　 ・  　 友達が見付けてく れた新し い自分ら し

さ を知っ た。
　 ・ 　 自分ら し さ を 大切にし たい。

〇 　 自分ら し さ を 大切にする こ と や、 みんな
がお互いのその人ら し さ を 認め合う こ と で、
学級が楽し く なる こ と に気付ける よ う にす
る 。

自分ら し さ を みがこ う 。

◆学習のねら い
　  　 友達や教師が見付けて く れた自分の良いと

こ ろ を 知り 、 自分の良いと こ ろ を 伸ばし て い
こ う と する 態度を 育てる 。

◆評価

　  　 自分や他者の良いと こ ろ に気付き 、 互いに
認め合いな がら 自分の良いと こ ろ を 伸ばし て

いく こ と の大切さ を 理解し ている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

◆主な使用教材
　 ・  東京都教育委員会「 令和２ 年度　 東京都道徳教

育教材集　 小学校３ ・ ４ 年生版　 心し なやかに」

　 ・  「 自分の良い所を のばし て」（ 文部科学省「 わ
たし たちの道徳　 小学校３ ・ ４ 年」）

　 ・  〔 自分ら し さ カ ード 〕（ 小学校低学年「 自分
のよ いと こ ろ カード 」 を参照）

　 ・  「 ○○さ んら し さ カード 」（ 小学校低学年の「 と

も だちのよ いと こ ろ カード 」 を参照）
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発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
30
分

１  　「 自分ら し さ 」 を磨いていく こ と について
考える。

２  　 自分ら し さ を 磨く ために「 のばし たいと

こ ろ 」 と 「 こ のよ う にし て、 のばし たい」

の欄にそれぞれ記入する。

３  　 ４ 人グループになり 、 ほかの３ 人に向け
て自分ら し さ を 磨く ために「 のばし たいと

こ ろ 」 と 「 こ のよ う にし て、 のばし たい」
こ と を発表する。

４  　 発表後、 ほかの３ 人から 、 自分の「 良い
と こ ろ 」 を のばす方法についてのアド バイ

スを も ら う 。

○　 学級全体で行い、 内容を 板書する 。

○ 　「 自分ら し さ を みがく ＝自分の『 良いと こ

ろ 』 を のばし ていく こ と 」 と いう 部分を 全
体で確認する 。

○ 　 授業後に教師や家族がコ メ ン ト を 記入で
き る よ う にする 。

板書例

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 友達に書いても ら っ た「 自分ら し さ カード 」 を 参考に、 自分ら し さ と は何かについて、 考えた

こ と を 友達に伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 友達の良いと こ ろ を 認め、 伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 友達に書いても ら っ た「 自分ら し さ カード 」を 参考に、「 自分ら し さ 」を 考え、伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。

自
分
ら
し
さ
を
み
が
こ
う

◎
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ

　
・
元
気
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
・
だ
れ
に
で
も
や
さ
し
い
と
こ
ろ
。

◎
自
分
の
直
し
て
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き
た
い
と
こ
ろ

　
・
わ
す
れ
物
が
多
い
と
こ
ろ
。
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り
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
。

◎
自
分
ら
し
さ
と
は
・
・
・

　
自
分
ら
し
さ
を
み
が
く

　
　
　
　
＝
（
イ
コ
ー
ル
）

　
自
分
の
「
よ
い
と
こ
ろ
」
を
の
ば
し
て

　
い
く
こ
と

　
自
分
ら
し
さ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

○
自
分
以
外
の
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を

　
見
つ
け
、
伝
え
合
お
う

　
①
「
○
○
さ
ん
ら
し
さ
カ
ー
ド
」
を

　
　
書
く
。

　
②
カ
ー
ド
が
書
け
た
ら
、
そ
の
友
達

　
　
に
う
ら
返
し
て
わ
た
す
。

　
③
自
分
に
も
ら
っ
た
カ
ー
ド
を
読
む
。

○
感
想

　
・
自
分
の
「
よ
い
と
こ
ろ
」
を
新
し
く

　
　
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
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互いの個性の理解

小学校高学年

２

展開例

学習活動 ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１  　 本時の学習を 知る。 ○ 　 友達と 協力し たこ と の良さ が書かれてい

る 振り 返り を 取り 上げ、 他者と 協働し て取

り 組むこ と の意義を 再確認する 。

展
開

　
30
分

２  　 自然体験教室で、 自分が頑張っ たこ と を

振り 返り カ ード に書く 。

３  　 自然体験教室の班になり 、 友達が頑張っ

ていたこ と を 付箋に書いて、 その友達に渡

す。

４  　 友達に書いても ら っ た付箋を 自分の振り

返り カ ード に貼る。

５  　 自分ら し さ と は何かを 考え、 自分の考え

を 伝え合う 。

○ 　 活動中の係活動や活動中に班の仲間と 協

力し たこ と など を 振り 返る こ と ができ る よ

う にする 。

○ 　「 自然体験教室」 の活動中に書いた振り 返

り を 見て、 友達が頑張っ て いたこ と を 思い

出すよ う に促す。

○ 　 振り 返り カード に付箋を 照ら し 合わせて、

自分ら し さ と は何かについて振り 返る よ う

に促す。

ま
と
め

　
10
分

６  　 本時の振り 返り を 行い、 ワーク シート に

感想を 記入する。

○ 　 一人一人が、 学級や友達のこ と を 考え て

行動する こ と で、 楽し く 学校生活を 送れた

り 、 行事を 成功し たり する こ と に気付く こ

と ができ る よ う にする 。

○ 　 今後の学校生活に生かし ていき たいこ と

を 、 具体的な場面で書く よ う に促す。

自然体験教室で学んだこ と を 、 こ れから の学校生活に生かそう 。

◆学習のねら い

　  　 自分の良いと こ ろ、 友達の良いと こ ろ を 見
付け、 学級の一員と し て の自分に気付く と と

も に、 全員の良いと こ ろ を 学級で生かし て い
こ う と する 態度を 育てる 。

◆評価

　  　 自然体験教室での活動を 振り 返る 活動を 通
し て、 友達の良さ や、 自分ら し さ を 理解し て

いる 。

◆教育課程における位置付け

　 特別活動
◆主な使用教材

　「 自然体験教室　 振り 返り カード 」
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生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 自分の振り 返り と 、 友達に書いても ら っ た付箋を参考に、 自分ら し さ と は何かについて考える

こ と ができ る よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　「 自然体験教室」 で、 友達が頑張っていたこ と 認め、 伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 今後の学校生活に生かし ていき たいこ と を考え、 伝える 場面を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。

自
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か
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中学校

２

展開例

学習活動 ○指導上の留意点

導
入

　
15
分

１  　 職場体験で得ら れた経験から 「 理想の社

会人像」 を 、 一人１ 台端末を 活用し て提出

する。

。

○ 　 生徒から 印象に残っ た場面等を聞き 取り 、

肯定的に価値付ける 。

○ 　 生徒の回答を テ キ ス ト マイ ニン グ を 活用

し て可視化し 、 学級全体で共有する 。

展
開

　
25
分

２  　「 理想の社会人像」 に近付く ために、 自分

が「 身に付けるべき 力と は何か」を 考え、ワー

ク シート に記入する。

３  　「 理想の社会人像」 に近付く ために、 明日

から の学校生活で 実践で き る こ と を 考え、

ワーク シート に記入する。

４  　 考えたこ と を 伝え合い、 グループで話し

合っ た内容を 一人１ 台端末を 活用し て記録

を し 、 提出する。

５  　 学級全体で共有さ れた回答を 参考に、 明

日から の学校生活で 実践する こ と を 考え、

ワーク シート に記入する。

○ 　 職場体験のし おり に書いた振り 返り 等を

読み返し 、 職場体験での経験を 想起する よ

う 促す。

〇 　 キーワ ード を 記入する よ う 指示する 。

〇 　 各グ ループ送ら れた回答を 、 学級全体で

共有する 。 その際、 各グ ループの回答を 価

値付ける 。

ま
と
め

　
10
分

６ 　 本時の振り 返り ○ 　 生徒が考えたこ と を 紹介し て価値付ける 。

職場体験で得ら れた経験を 今後の生活に生かそう

◆学習のねら い

　  　 職場体験における 経験を、 明日から の学校
生活でど のよ う に生かし て いく か考え、 実践

する 態度を 養う 。
◆評価

　  　 職場体験の経験から 、 主体的に理想の社会

人像を考える こ と ができ る 。
　  　 自分の考え と 他の生徒の考え を 共有し 、 今

後の学校生活で生かし ていこ う と し ている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別活動　 学級活動（ ３ ）
◆主な使用教材

　 ・  職場体験のし おり
　 ・  ワ ーク シート

　 ・  テキス ト マイ ニング ※

※ 　 大量のテ キ ス ト データ から 頻出する 単語や

フ レ ーズ 等の有益な 情報を 抽出する ための技
術や手法
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生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　  「 理想の社会人像」 や、 身に付ける べき 力について考えたこ と を 友達に伝え 、 その考えが認め

ら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考え、 価値観を大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　「 理想の社会人像」 や、 それに近付く ためにど のよ う な力を 身に付ける べき かを 考え 、 伝える

場を設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 生徒が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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高等学校

２

展開例

学習活動 ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１ 　 本時の学習を 知る。

○ 　「 いろ いろな人がいた方がよ い」 と 思える

よ う に働き かける 。

展
開

　
40
分

２  　 6 2 ページ の「 ２ 」 を 読み、 よ り よ い地

域社会を 築く ために大切な考えは何か、 そ

う 考える 理由と と も にグループ 等で発表す

る。

３  　 6 3 ページの「 ケーススタ ディ 」 を 読み、

役員Ａ ～Ｄ のどの意見に賛成か、 またそう

考えた理由をグループ等で発表する 。 また、

それぞれが選んだ意見のメ リ ッ ト・ デメ リ ッ

ト を 協議する。

４  　 役員Ａ ～Ｄ 以外の立場の人がいな いか、

またその人の意見と し てはどのよ う なも の

が考えら れるかを グループ等で発表する。

５  　「 ケーススタ ディ 」 のよう な社会課題が身

近にないか考え、 発表する。

○ 　「 社会参画」 や「 公共の精神」 と いっ た道

徳的価値に気付く よ う 指導する。 ま た、 それ

ら を否定する 意見が出た場合には、 なぜその

よ う に考える のか、 ま たその場合社会がどう

なっていく かを考察でき る よ う にする 。

○ 　 様々な異なる 意見や考えを 出し 合える 自

由な雰囲気を 大切にする よ う に指導する 。

○ 　 安易に解決策をま と める のではなく 、様々

な人々の意見を 聞き 、 相手の気持ちに寄り

添いな がら 、 お互いに合意でき る 点はな い

かを考える こ と ができ る よ う にする 。

○ 　「 多様性」 や「 Well-being」 と いっ た用語

にも 触れ、 よ り 広い視点から 課題を 捉え ら

れる よ う に働き かける 。

○ 　 こ れま で行っ てき た体験活動にも ふれる

こ と で、 身近にあ る 社会課題を 考える 契機

と する 。

ま
と
め

　
５
分

６  　 本時の振り 返り を 行い、 ワーク シート に

感想を 記入する。

○ 　 自分一人では気付かなかっ た視点や新し

い発見がないかか考えさ せ、 他者と 協働し

て課題解決に当たる こ と の大切さ に気付け

る こ と ができ る よ う にする 。

様々な人々の視点から 地域社会における課題について考えるこ と で、

他者と 協働し て課題解決に当たるこ と の大切さ を 知る。

◆学習のねら い

　  　 様々な 人々の視点から 地域社会における 課
題について 考え る こ と で、 他者と 協働し て 課

題解決に当たろう と する 態度を 育てる 。
◆評価

　  　 様々な 人々の視点に立っ て 物事を 考え る と

と も に、 他者と 協働し て 課題解決する こ と の
大切さ に気付いている 。

◆教育課程における位置付け

　  人間と 社会
◆主な使用教材

　 ・  東京都教育委員会「 人間と 社会」 改訂版教
科書

　 ・  ワ ーク シート
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○「 人間と 社会」 6 2 ページ　「 ２ 　 地域社会を 築く ために大切な考えについて議論する」

　 今ま で私たちは、 公共と いう と 役所がやる こ と で、 社会のためになる こ と は原則と し て役所がや

ればいい、 と 考えがちでし た。 役所のほう も 、 住民から 要望がある と 何でも 引き 受けてし ま う 体制
が長い間続いてき ま し た。 し かし 、 それが限界にき ている のです。

ま ずは、 ど こ の自治体にも お金がなく て、 住民の要望には全部はこ たえら れない。 ま た、 役場が頑
張っていろんな事業を やっ ても 、 そのサービ ス に対し て住民の方がなかなか満足し てく れなく なっ

た。 なぜなら 、役所と し てはなる べく 住民に一律のサービ ス を 提供し たいのに対し て、住民の方は、
私の生活をこ う いう ふう に改善し てほし いと いう オーダーメ ード のサービ ス を求める から です。

さ ら に大き な問題は、 役所に色んな問題の解決を お願いし ている う ちに、 地域の側に問題を解決す

る 能力がど んど ん失われてき ている と いう こ と です。例えば、隣の家のピ アノ の音がう る さ いと いっ
たら 、 ちょ っ と 前であれば近所で話し 合っ て決めればよ かっ たんですが、 最近はそう いう と き は市

役所か警察に電話ですよ ね。 そう なれば、 次に問題が起こ っ たと き には、 自力で問題を 解決でき る
はずがあり ま せん。 そう する と 、 さ ら に行政に頼る 。 そう し てさ ら に地域の問題解決能力が無く な

る 、 と いう 悪循環が起き ている わけです。

（「 参加と 協働を 通じ た地域づく り ～ NPO に学ぶ活動活性化のヒ ント ～」 青森大学社会学部准教授（ 現教授）

柏谷至よ り 抜粋　 平成 23 年度協会フォ ーラ ム講演録「 地域活動」 公益財団法人明る い選挙推進協会

○「 人間と 社会」 6 3 ページ

　 次の場面で、 あなたはど のよ う な選択をし ま すか。

　 あ なたは、 27 歳で流通業の会社に勤めていま す。 勤務は、 三交替制のため、 新居は仕事場の近

く の新興住宅地を 選び、 ３ 年が経ちま し た。 こ の地域の自治会では、 年１ 回お祭り を 開催し ていま

すが、 お祭り の参加者が年々減り 、 昨年から 自治会では廃止も 検討し ている よ う です。 そんなと き
に自治会の役員の順番が回ってき ま し た。 第１ 回の会合に参加し たと こ ろ 、議題は「 お祭り の廃止」

でし た。 議論はやがてお祭り の廃止から 自治会の在り 方になり 、次のよ う なやり 取り があり ま し た。
あなたはど のよ う に考えたら よ いのか迷っていま す。

役員Ａ ：  　 自治会の役割の一つは、 困っ たと き に互いに助け合う こ と だから 、 会員同士の親睦を深

める 活動が一番重要である 。
役員Ｂ ：  　 自治会はいろ いろなこ と を やり すぎている 。 本当に必要なニーズを 探し てそれに専念す

べき だ。
役員Ｃ ：  　 会員はみな忙し く 、自分の身の回り の出来事は自己責任だから 、も っ と 現実を直視し て、

自治会の解散も 考える べき である 。
役員Ｄ ：  　 高齢化など も あり 、 こ れから の自治会は、 新規で高齢者の見守り 活動を行う など 、 更に

活動を充実さ せなく てはなら い。

◆ケーススタ ディ ～あなたなら どう する？

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 傾聴の姿勢や相手の気持ちに寄り 添いながら 話し 合う こ と を 通し て自尊感情が高ま る よ う に促

す。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考え、 価値観を 大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　「 ケース ス タ ディ 」 等を 通じ て自分の意見を ま と めさ せ、 それを 発表する 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを 進める よ う 確認し 、 困っ たり 悩みがある と き

に弱音を吐いたり 、 人に頼ったり する こ と ができ る 雰囲気を醸成する 。
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互いの個性の理解

特別支援学校
知的障害のある 児童・ 生徒への指導事例

２

◆学習のねら い

　  　 自分の良いと こ ろ、 友達の良いと こ ろ を 積
極的に見付けよ う と する 態度を 育てる 。

◆評価
　  　 自分の良いと こ ろ、 友達の良いと こ ろ を 積

極的に見付けたり 、 知ろ う と し たり し ている 。

◆教育課程における位置付け

　  特別活動
◆主な使用教材

　「 いいね！カード （ 自分用、 友達用）」

展開例

学習活動 ○指導上の留意点

導
入
５
分

１ 　 本時の学習を 知る。

展
開

　
40
分

２  　 自分にはどのよ う な「 良いと こ ろ 」 があ
る かを 考え、「 いいね！カ ード （ 自分用）」
に書く 。

３  　「 いいね！カ ード （ 自分用）」 に書いた内
容を 発表する。

４  　 隣の友達にはど のよ う な「 良いと こ ろ 」
があるかを 考え、「 いいね！カ ード（ 友達用）」
に書く 。

５  　「 いいね！カ ード （ 友達用）」 に書いた内
容を 発表する。

６  　 隣の友達に、「 いいね！カ ード （ 友達用）」
を 渡す。

７  　 他の友達の良いと こ ろ を 「 いいね！カ ー
ド （ 友達用）」 に書き 、 読んでから 渡す。

８  　 自分の良いと こ ろ を、 今後の学校生活に
生かすためには、 どのよ う なこ と ができ る
かを 考え、 発表する。

○ 　 コ ミ ュ ニケーショ ン ツ ールなど を 使用し 、
一人一人に応じ た支援を行う 。

○ 　「 良いと こ ろ 」の具体的な内容を 説明する 。
（ 例） 挨拶ができ る 、 係活動を 頑張っ ている 。

〇 　 黒板や電子黒板等を 使用し 、 視覚的にも
発表し た内容を 確認でき る よ う にする 。

〇 　「 良いと こ ろ 」の具体的な内容を 説明する 。
（ 例） 時間を し っ かり 守る 、 整理整頓ができ る

〇 　 発表が苦手な児童・ 生徒には、 教師が代
わり に発表する など の支援を 行う 。

ま
と
め
５
分

9 　 本時の振り 返り を 行う 。 ○ 　 児童・ 生徒が今後の学校生活に生かすこ
と ができ る よ う に、 具体的な場面で想起で
き る 内容にま と める 。

〇 　 自尊感情や自己肯定感を 高める こ と がで
き る よ う 配慮する 。

自分の良いと こ ろ 、 友達の良いと こ ろ を見付けよう 。
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板書例

○「 いいね！カード （ 自分用）」（ 例） ○「 いいね！カード （ 友達用）」（ 例）

資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 友達から も ら っ た「 いいね！カード （ 友達用）」 を 参考に、 自分の「 良いと こ ろ 」 を 見付ける

こ と ができ る よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　「 いいね！カード （ 友達用）」 を 書いて、 渡すこ と で、 友達の「 良いと こ ろ」 を 認め、 伝えら れ

る よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 自分の「 良いと こ ろ 」 を 今後の学校生活に生かすために、 ど のよ う なこ と ができ る かを 考え 、

伝える 場を設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童・ 生徒が安心し て学

習に取り 組むこ と ができ る よ う にする 。

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
、

友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
よ
う
。

○
自
分
の
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ば
っ
て
い
る

　
・
部
活
動
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ブ
活
動
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一
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め
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っ
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る
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達
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ろ

　
た
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る
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活
に
生
か
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
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が
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○
振
り
返
り

自分の良いと こ ろ

なまえ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

〇〇さ んの良いと こ ろ

なまえ（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
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展開例

学習活動 ○指導上の留意点
導
入

　
５
分

１ 　 友達と 遊んでいると きのこ と を想起する。 ○　 事前に休み時間の様子を 写真に撮り 、 いく
つか掲示する 。

展
開

　
30
分

２ 　 本時の学習を 知る。

３ 　 教師の例を 見て、 自分の話す内容を 決める 。
　 　 友達と 一緒に遊んだこ と や学習し たこ と を 通し

て、 元気が出たこ と を ワ ーク シート に記入する 。

４ 　 活動について教師の説明を 聞く 。

　（ 1）　 ２ 人組でじ ゃんけんをする 。
　（ 2）　 勝った人は、 話す人と なり 、 休み時間に

誰と ど んな遊びをし たのか、 何が面白かっ
たのかなどについて話す。

　（ 3）　 負けた人は、 聞く 人と なる 。
　 ①　 自分のこ と について は話さ ないでう

なずいて聞く 。
　 ②　 話の途中で、「 知っ ている 」 と 言っ た

り 「 どう し て」 と 尋ねたり し ない。
　 ③　 話す人が話し 終わったら 、質問をする 。

　（ 4）　 役割を交替し て、 繰り 返す。
５ 　 ２ 人組で実際に行う 。（ ３ 分程度ずつ）
６ 　 ほかの２ 人組と 一緒になり 、 ４ 人グループ

を 作り 、自分が聞いた友達の話を 新し く グルー
プになっ た友達に話す（ ３ 分程度ずつ）。

７ 　 友達の話を 聞いて ど う 感じ たかを 最後の２
人組で話し 合い、 学級全体に発表する 。

○　 友達と の関わり の中で、 元気が出た内容を
短い文で書ける よ う にする 。

○　 話すこ と が苦手な児童も いる ため、 教師が
話す内容の例を示す。

○　 学級の実態に応じ 、【 話す人の例】 や【 質問
の観点】 を 板書で示し たり 、 カード にし て配
布し たり し て児童が参考にでき る よ う にし て
も よ い。

○　 活動に入る 前に、 教師が２ 人組での活動の
仕方を 示す。 一方の役は、 児童にやら せても
よ い。

○　 人数が足り ないと き は、 教師が入る 。
○　 話す人と 聞く 人の区別を はっ き り さ せ、 き

ちんと 自覚でき る よ う にする 。
○　 早く 話し 終わっ てし ま う 場合は、 も う 一度

丁寧に、 内容を 付け加えて話すよ う に促し た
り 、 質問し たり する よ う 促す。

○　 聞く 人の態度が重要である こ と を伝える 。

○　 活動が早く 終わっ た２ 人組から 話合いを で
き る よ う にする 。

ま
と
め

　
10
分

８ 　 本時について感じ たこ と を 振り 返り カ ード
に書く 。

　 友達のこ と をたく さ ん知る こ と ができ た。

○　「 友達の話をよ く 聞いたこ と で、 友達をも っ
と よ く 知る こ と ができ た」、「 友達が私の話を
よ く 聞いてく れてう れし かっ た」 など の内容
が出る と よ い。

と も だちのこ と を も っ と し ろ う 。

【 話す人の例】
私は、今日の休み時間に、なわと びをし ま し た。
場所は、 校庭です。
友達の○○さ んと 一緒にやり ま し た。
はじ めは、 前跳びや後ろ 跳びを し ま し た。 50
回以上続けて跳べたこ と がう れし かったです。

【 聞く 人の質問の観点の例】
いつ、 ど こ で、 誰と 、 何を、 ど んな 気持ち
がし たか、 明日は何をする か、 など

◆学習のねら い
　 　 友達と よ り 良い人間関係を 形成する には、

相手のこ と を よ く 知る 必要があ り 、 相手の話
を し っ かり 聞く こ と が大切であ る こ と を 理解

さ せる 。

◆評価
　 　 相手の話を 聞く こ と で、 相手のこ と を 理解

し よ う と し ている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

　 ※国語科におけ る 「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 と
の関連を 図る こ と ができ る 。

　 ※同様の機会を 複数回も つこ と で、 児童同士
の理解を さ ら に深める こ と ができ る 。

◆主な使用教材

　 ・ 文部科学省「 わたし たちの道徳　 小学校１ ・ ２
年」（ p74）

　 ・ 振り 返り カード
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板書例
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発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
30
分

１ 　 ど のよ う な話し 方・ 聞き 方ができ る と よ

いかグループで話し 合う 。

２ 　 グループ内で発表する。
（ 1）　 発表のテーマ（ 好き な動物、 好き な遊び

等） を グループで決める 。

（ 2）　 グループ内でじ ゃんけんを し て、 発表順
を 決める 。

（ 3）　 発表順に、 テーマに沿って自分の考えを
発表する 。

３ 　 時間があれば、テーマを変えて発表を行う 。

○　 発表の際のルールを 守っ て活動でき る よ
う に促す。

話す人
・ 相手を 見て最後ま で話す。

聞く 人

・ 相手を 見てう なずいて聞く 。

と も だちのこ と を も っ と し ろ う

なま え

〇と も だちと いっ し ょ にいて、 げんき がでたこ と を かき

ま し ょ う 。

〇と も だちのこ と を し っ て、 ど う おも いま し たか。

○ワ ーク シート （ 例）

資料等 生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 友達と 一緒に過ご し て 元気が出たこ と を

伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 友達の話を 聞き 、 同じ と こ ろ を 認め、 感

じ たこ と を 伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 友達と 一緒に過ご し て 元気がでたこ と を

考え、 伝える 場面を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考え たこ と を 大切にし な がら

話合いを 進める よ う 確認し 、 児童が安心し

て学習に取り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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展開例

学習活動（ ・ 児童の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
10
分

１ 　 イ ン タ ビ ュ ーを 通し て、 友達を 紹介する

学習であるこ と を 知る。
　 ・ 　 友達が興味をも っている こ と を聞き たい。

　 ・ 　 友達の得意なこ と っ て何だろう 。

○　 難し そう 、 でき ないなど の反応が出る こ

と が予想さ れる が、 不安になら ないよ う に
し 、 楽し い雰囲気を作る 。

○　 教師と 児童でイ ン タ ビ ュ ーを 実演し 、 何

を すればよ いか分かり やすく する 。

展
開

　
30
分

２ 　 イ ンタ ビュ ーを する。
　（ 1）　 ２ 人組になっ た人と 順番に、 相手の好

き なこ と 、 も の、 宝物など についてイ ン
タ ビ ュ ーし てカード にメ モを する 。

　（ 2）　 ど のよ う に話を聞いても ら う と う れし

かったかを発表する 。
　・ 　 う なずいて聞いてく れた。

　・ 　 にこ にこ し てく れた。
　・ 　 楽し そう に聞いてく れた。

３ 　 他者紹介を する。
　 　 近く にいる ２ 人組と ４ 人グループになり 、

先ほど イ ン タ ビ ュ ーし た内容を 他の２ 人に
他者紹介する 。

４ 　 他者紹介を し て感じ たこ と を グループ 内

で発表する。

５ 　 グループ内で発表し たこ と を 学級全体で
共有する。

○　 イ ン タ ビ ュ ーする 内容は事前に ワ ーク
シ ート に記入し ておき 、 ス ム ーズにイ ン タ

ビ ュ ーを する こ と ができ る よ う にする 。
○　 時間が余っ たら 、 自分の聞き たいこ と に

ついてイ ン タ ビ ュ ーし ても よ いと 伝えてお
く 。

○　 相手が答えにく い質問はし ないよ う に指

示する 。

○　 良い聞き 方を 意識し て紹介を 聞く よ う 促

す。

○　 聞いている 人は、 な かなか自信を も っ て

話せない人に対し て温かく 受け入れら れる
よ う にする 。

○　 何人かに発表さ せ、 話を 聞く 態度や方法

について価値付ける 。

ま
と
め

　
５
分

６ 　 学習を振り 返る。

　 　 話を よ く 聞く ための方法を確かめる 。

○　 ワ ーク シート に書いた感想と 結び付けて

ま と める 。

イ ンタ ビュ ーし て分かっ た友達のこ と を紹介し よう 。

◆学習のねら い
　 　 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 行う 上で、 言葉で伝

え る こ と に加え、 相手の動き や表情を よ く 見
た り 、 よ く 聞いた り し て、 相手が話し た いこ

と を 知ろ う と する こ と も 大切であ る こ と を 理

解さ せる 。
◆評価

　 　 相手に気持ち を 伝え る にはど う すればよ い
かを 考え な がら 話し 合う 活動を 通し て、 話を

聞く 時のよ り 良い態度や方法について 理解し
ている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

　 ※社会科におけ る 「 調べた こ と を 伝え 合う 活
動」 等と の関連を図る こ と ができ る 。

◆主な使用教材
　 ワ ーク シート
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49第３ 部

板書例

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
30
分

１ 　 隣の席の児童と 、 順番に「 好き な 遊び」
について話す。

（ 1）　 はじ めに相づちを打ちながら 話を 聞く 。
（ 2）　 次に、 相づちを 打たないで、 相手を じ っ

と 見て話を 聞く 。
（ 3）　 最後にも う 一度、 相づちを 打ちながら 話

を 聞く 。

２ 　 近く の２ 人組と ４ 人グループになり 、 ２ 人

が話し ている様子を、 他の２ 人が観察する。
（ 1）　 １ と 同様に、「 好き な〇〇」について話す。

（ 2）　 観察児童は感じ たこ と を発表する 。

３ 　 学級全体で活動の感想を 話し 合う 。

（ 1）　 相づちを 打ちながら 聞いても ら っ てど う
感じ たか。

（ 2）　 相づちを 打たれないと ど う 感じ たか。

○ ルールを 守っ て活動でき る よ う に促す。

○　 観察し ている 児童に、 話す人と 聞く 人の態

度や行動に着目し て観察する こ と を伝える 。

○　 相づちを 打つこ と の大切さ に気付き 、 コ

ミ ュ ニケ ーショ ン のも つ「 お互いを 大切に
する 」 力が実感でき る よ う に配慮する 。

＜活動のルール＞
話す人： 最後ま で話す。

聞く 人：「 相手がし て も ら っ た ら う れし い
だろ う な 」 と 思う 相づちを 打ちな

がら 聞く 。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
分
か
っ
た
友
達
の

こ
と
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う
。

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
友
達
に
聞
い
て

み
た
い
こ
と

　
・
今
、
き
ょ
う
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と

　
・
と
く
い
な
こ
と

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
や
り
方

　
二
人
組
に
な
っ
た
人
と
じ
ゅ
ん
番
に
、

相
手
の
す
き
な
こ
と
、
す
き
な
も
の
、
た

か
ら
物
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
、
カ
ー
ド
に
メ
モ
す
る
。

○
ど
ん
な
ふ
う
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
と

う
れ
し
か
っ
た
か
。

　
・
う
な
ず
い
て
聞
い
て
く
れ
た
。

　
・
に
こ
に
こ
し
て
く
れ
た
。

　
・
楽
し
そ
う
に
聞
い
て
く
れ
た
。

友
達
の
こ
と
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う
。

　
・
自
分
が
聞
い
た
こ
と
を
ほ
か
の
人
に

発
表
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
こ
と
を

発
表
す
る
と
き
よ
り
も
き
ん
ち
ょ
う

し
た
。

　
・
ほ
か
の
人
に
自
分
の
こ
と
を
し
ょ
う

か
い
し
て
も
ら
っ
て
、う
れ
し
か
っ
た
。

○
学
習
の
ふ
り
返
り

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 良い伝え方や良い聞き 方と は何かについて、 考えたこ と を 友達に伝え、 その考えが認めら れる

よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 友達の考えを 認め、 伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 相手に気持ちを伝える にはど う すればよ いか、 話を 聞く 時のよ り よ い態度や方法を 考え、 伝え

る 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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50 第３ 部

望まし い人間関係の構築3

展開例

学習活動 ○指導上の留意点

導
入

　
10
分

１ 　 本時の学習のねら いを 知る。

２ 　「 いじ めら れている 人はどう し てほし いと 思う か」、「 い

じ めを防ぐ ために何が大切だと 思う か」 などの視点で、 い

じ めをなく すために必要な取組を考え、 簡単な言葉で付箋
紙に書く 。

３ 　 ピラ ミ ッ ド ・ チャ ート についての説明を 聞く 。

○　 いじ めの防止に関わる テー

マを設定する 。

○　 必要に応じ て、 状況を 示す

イ ラ ス ト 等を 活用し 、 考える
手だてと する 。

○　 付箋紙にでき る だけ多く 書

く よ う 伝える 。（ 個人活動）
○　 黒板にルールを掲示する 。

展
開

　
30
分

4 　 グループで「 いじ めを なく すために必要な取組」 につい

て、 ピラ ミ ッ ド ・ チャ ート を 行う 。

５ 　 グループごと に、 ピラ ミ ッ ド の頂点に立っ た主張と その
理由を 発表する。

○　 順位付けの根拠や理由を 説

明でき る よ う に考えながら 作
業をでき る よ う にする 。

○　 グループ内で、 自分の考え

と 他の人の考えの同じ と こ ろ
や、 違う と こ ろ に注目する よ

う 助言する 。

○　 他グループの主張と自分のグ

ループと 比べながら 聞句こと が

できるよう にする 。
ま
と
め

　
５
分

６ 　 自分たちでいじ めを なく すために今日から でき そう なこ
と を 決め、 宣言する。

○　 いく つかのグループに発表
する よ う に促す。

いじ めを なく すために必要な取組について話し 合おう 。

【 ピラ ミ ッ ド ・ チャ ート 】 …グループでそれぞれの考えを 高め、 まと めていく 思考ツールの例

①　 ま ず、 個人でテーマに対し て考え、 一つの考えごと
に１ 枚の付箋紙に書く 。 その後、 グループ全員の付箋

紙を ピ ラ ミ ッ ド の形の図の一番下の部分に全て貼る 。

②　 ４ 人程度のグループで話し 合い、 大事なも のを 選ん
だり 、 組み合わせて新し い考えを 出し たも のを 付箋紙

に書いたり し て、 中央の段に貼る 。
③　 中央の段に貼ら れた 付箋紙について 話し 合い、 グ

ループの意見と し て考えを ま と める 。 グループの意見
を付箋紙に書いて、 一番上の段に貼る 。

【 ポイ ン ト 】

　「 ほかの人の考え を 批判し な
い。」、「 じ ゃ んけ んや多数決で

はなく 、 メ ンバーの合意の下に
決める 。」 こ と を 約束と し 、 話

合いを 進める よ う 声を掛ける 。

◆学習のねら い
　 　 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 図る こ と で、 互いに

意思や感情、 思考を 伝え 合う こ と や、 新たな

考え に気付いた り 、 考え を 深めたり でき る こ
と を 理解さ せる 。

◆評価
　 　 自分の考え を 伝え た り 、 相手の考え を 聞い

た り する 活動を 通し て、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン
の大切さ について気付いている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

◆主な使用教材

　 ・ ワ ーク シート
　 ・ 掲示用ルール

　 ・ 付箋紙
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5 1第３ 部

板書例

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
30
分

１ 　 グループで「 いじ めを なく すために必要

な取組」 について、 ピ ラ ミ ッ ド ・ チャ ート

を 行う 。

２ 　 グループで発表者を 一人決め、 残り のメ
ンバーは隣のグループに移動する。

３ 　 発表者から 説明を 聞いた後、 そのグルー

プが作成し たピ ラ ミ ッ ド ・ チャ ート につい
ての質問や意見を 述べる。

４ 　 初めの発表者以外の発表者を 決め、 残り

のメ ンバーは更に隣のグループに移動する。

５ 　 自分たちのグループに戻り 、ほかのグルー

プから 寄せら れた意見等を 基に、 更に話し
合う 。

○　 順位付けの根拠や理由を 説明でき る よ う

に考え さ せながら 発表の準備を する よ う 伝
える 。

○　 発表グ ループと 聞く グ ループに分かれ、
１ グループ３ 分程度で発表する 。時間が余っ

たら 、 質問し ても よ いこ と を 伝える 。

○　 ほかのグループの主張と その理由を 、 自分
のグループと 比べながら 聞ける よ う にする 。

○　 発表グループの児童は、 質問内容を伝え、

聞く グ ループの児童は、 ほかのグ ループの
良かっ たと こ ろ や自分のグ ループと 違う 意

見を伝える よ う に声を 掛ける 。

○　 ほかのグ ループから の意見を 参考に更に

考えを 深めら れる よ う 助言する 。

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
必
要
な
取
組
に
つ
い
て

話
し
合
お
う
。

○
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
た
「
い
じ
め
を
な
く
す
た
め

に
必
要
な
取
組
」

　
・
お
互
い
に
支
え
合
う
こ
と

　
・
み
ん
な
平
等
だ
と
思
い
、
相
手
を
大
切
に
す
る

こ
と

　
・
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と

　
・
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

　
・
一
人
で
な
や
ま
ず
勇
気
を
出
し
て
助
け
を
求
め

る
こ
と

　
・
一
人
一
人
が
い
じ
め
を
な
く
そ
う
と
意
識
し
、

行
動
す
る
こ
と

○
学
習
の
振
り
返
り

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 いじめをなくすために必要な取組とは何かについて、 考えたことを友達に伝え、 その考えが認められるようにする。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分の考えと 友達と の考えの同じ と こ ろ や違う と こ ろを 認め、 伝えら れる よ う にする

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 いじ めをなく すために今日から でき そう なこ と を考え、 伝える 場を設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたことを大切にしながら話合いを進めるよう 確認し、 児童が安心して学習に取り 組むことができるよう にする。
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52 第３ 部

望まし い人間関係の構築3

展開例

学習活動（ ・ 生徒の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
10
分

１ 　 人によ っ て捉え方が異なる と 感じ た経験

について想起する。
２ 　 本時の学習を 知る。

○　 こ れま での話合いなど でも 自分の考えや

思いが友達と 違っ たこ と を 振り 返る こ と が
でき る よ う にする 。

展
開

　
30
分

３ 　 学級全体で学校行事を 一つ選び、 その行
事を 行う 上で大切だと 思う カ ード を、 個人

で順位を 付けて並べる （「 ダイ ヤモンド ・ ラ
ン キン グ」 の方法については「 板書例」 を

参照）。

４ 　 ４ 人グループになっ て話し 合い、 グルー

プのダイ ヤモンド ・ ラ ンキングを 作成する。

５ 　 グループごと に、 合意し たカ ード の位置
付け及びその理由を発表する。

○　 話し 合う 際は、 以下のこ と を確認する 。

ま
と
め

　
10
分

６ 　 集団によ る 意思決定を 行い、 気付いたこ

と を発表する。

　 ・ 　 友達と 話し 合う こ と で、 考えは違っ て
いても 、 相手のこ と がよ く 分かっ た。

　 ・ 　 自分では気付かなかっ た考えを 知る こ
と ができ た。

７ 　 本時の学習内容を 振り 返る。

○　 自分と は違う も のの見方や考え 方にふれ

る こ と で、 自分の心が成長する こ と を 捉え
る こ と ができ る よ う にする 。

○　 机間指導を 行い、 ｢意見がそれぞれ違う ｣
と いう 視点を も った生徒を 選んでおく 。

○　 ワ ーク シート に自分の考えを 記入でき る
よ う にする 。

○　 意見が違う と き に話し 合ったこ と や、 他の

人の意見を 聞いてなる ほど と 思っ た気持ち
が大切である こ と をまと めと し て押さ える 。

行事を 行う 上で大切だと 思う こ と を考えよう 。

①　 全員の考えをき ちんと 最後ま で聞く 。

②　 考えが自分と 違っ ても 「 それはおかし

い。」、「 間違っ ている 。」 など と 言わない。
③　 多数決では決めない。

④　 少ない意見も 大切な考えであり 、 新し
い発見がある かも し れないのでよ く 聞く 。

⑤　 皆の意見や考えを共有できるよう にする 。
⑥　 ほかの人の考えを 聞いて 、 なる ほど と

思っ たら 自分の考えを変える 。

◆学習のねら い

　 　 コミュニケーションにおいては、 互いに意思や感
情、 思考を伝達し 合うこと や、 相手の考えを尊重

して話し 合うこと が大切であることを理解さ せる。

◆評価
　 　 自分の思いや意見を 伝え な がら 、 相手の意

見を 尊重する こ と の大切さ に気付いている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別活動
◆主な使用教材

　 ・ 掲示用ルール

　 ・ 単語カード （ 個人用、 グループ用）
　 ・ ワ ーク シート （ 個人用、 グループ用）

板書例

中学校

行
事
を
行
う
上
で
大
切
だ
と

思
う
こ
と
を
考
え
よ
う
。

○
テ
ー
マ

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
切
だ

と
思
う
こ
と

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン
グ
の
方
法

　
①
９
種
類
の
カ
ー
ド
を
大
切
だ
と
思

う
も
の
か
ら
順
位
を
付
け
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
形
に
並
べ
る
。

　
②
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ー

ド
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
の
理
由

を
説
明
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で

カ
ー
ド
の
順
位
を
話
し
合
っ
て
決

め
る
。

　
③
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
っ
て
決

め
た
カ
ー
ド
の
位
置
付
け
と
、
そ

の
理
由
を
発
表
す
る
。

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン
グ
を
通

し
て
気
付
い
た
こ
と

　
・
友
達
と
話
し
合
う
こ
と
で
、
相
手

の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

　
・
自
分
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
考
え

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
話
合
い
の
約
束
】

・
全
員
の
考
え
を
き
ち
ん
と
最
後

ま
で
聞
く
。

・
考
え
が
自
分
と
違
っ
て
も
「
そ

れ
は
お
か
し
い
」
「
間
違
っ
て

い
る
」
な
ど
と
言
わ
な
い
。

・
多
数
決
で
は
決
め
な
い
。

・
少
な
い
意
見
も
大
切
な
考
え
で

あ
り
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
よ
く
聞
く
。

・
皆
の
意
見
や
考
え
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

・
ほ
か
の
人
の
考
え
を
聞
い
て
な

る
ほ
ど
と
思
っ
た
ら
自
分
の
考

え
を
変
え
る
。
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合唱コ ンク ールで大切だと 思う こ と を ラ ン キン グにし てく ださ い。

順位 カード 自分の理由
グループの理由

（ 自分と は違う 、 なる ほどと 思った）

①　 練習量

　（ ど のく ら い練習し たか。）

②　 団結力

　（ みんなの心が一つになっ たか。）

③　 責任感

　（ 自分の役割を 果たせたか。）

合唱コ ン ク ールのダイ ヤモン ド ・ ラ ンキン グ

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
30
分

１ 　 自分たち の学校の良いと こ ろ について考

え、 グループ（ 班） で交流する。

２ 　「 よ り 良い学校づく り 」 を テーマに、「 ダ
イ ヤモンド ・ ラ ンキング」 を 行う 。

【 カード の内容例】
「 特別の教科　 道徳」 の内容項目等を 参考

に９ 種類のカード を 用意し ておく 。

（ 思いやり 、 感謝、 礼儀、 友情、 信頼、 相
互理解、 寛容、 公徳心、 公正・ 公平　 等）

（ 1）　 個人で考え、 自分の意見を も つ。

（ 2）　 グループ内で伝え合い、 グループの意見

を ま と める 。
（ 3）　 学級全体で、 各グループの意見を 伝え合

う 。
（ 4）　 全体の意見を 見て、 分かったこ と を 伝え

合う 。

○　（ 導入を 受けて） こ こ でも 自分と は違う も

のの見方や考え方があ る こ と に気付ける よ
う にする 。

○　［ 話合いの約束］（「 板書例」 を 参照） を確
認し た上で、 活動さ せる 。

○行事「 合唱コ ン ク ール」 を例に取り 上げた場合のワ ーク シート （ 例）

資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 行事を 行う 上で大切だと 思う こ と や、 話合いを 通し て気付いたこ と について、 考えたこ と を 友

達に伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 相手や周り の人の立場に立ち、 よ り 良い人間関係を 築く こ と の大切さ に気付かせる よ う にす

る 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 行事を 行う 上で大切だと 思う こ と や、話合いを 通し て気付いたこ と を 考え、伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 話し 合う 際の留意事項について確認し 、 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを 進め

る よ う 確認し 、 生徒が安心し て学習に取り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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望まし い人間関係の構築3

展開例

学習活動（ ・ 生徒の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１ 　 本時の学習を 知る。

２ 　 場面１ 「 あなたなら どう する？」 を行う 。

○　 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン がう ま く いかずに、

嫌な思いを し たこ と がないか想起でき る よ
う にする 。

○　 表情、 身振り や手振り 、 姿勢等がコ ミ ュ ニ
ケーショ ン に与える 役割について考えさ せ、

生徒が前向き な気持ちになる よ う にする 。

○　 １ 分間程度でワ ーク シート の場面１ に取
り 組ま せる 。

展
開

　
35
分

３ 　 アサーショ ンについて説明を 聞く 。

　 　 攻撃的（ アグレッ シブ）な表現、アサーティ
ブな表現、 非主張的（ ノ ン・ アサーティ ブ）

な表現について確認する。

４ 　 三種類の自己表現を 更に理解するために、
場面２ 「 映画を 見に行こ う よ！」 を 行う 。

５ 　 発表を 行い、 意見を 述べ合う 。

○　 場面１ の三種類の自己表現が、【 資料等】

に示す三種類の自己表現であ る こ と を 踏ま
えて確認する 。

○　 生徒から 自然に意見を 引き 出し 、 ア サー
ショ ン の考え方から 説明でき る よ う にする 。

○　 自己表現の違いによ っ て、 他者に与える

印象に違いがあ る こ と を 考える こ と ができ
る よ う にする 。

ま
と
め

　
10
分

６ 　 本時の振り 返り を 行う 。

　 ・ 　 ア サーショ ン の考え を 生かし て、 学校
生活を 送り たいと 思う 。

　 ・ 　 言い方によ っ て、 相手の受け止めら れ
方が変わっ てく る こ と が分かっ た。

７ 　 ワーク シート にまと めを 記入する。

○　 気付いたり 、 感じ たり し たこ と を 記入す
る こ と ができ る よ う にする 。

望まし い自己表現と はどのよう なも のかを 考えよう 。

　 今日は、 自分も 相手も 大切にする 自己表

現である ア サーショ ン と いう 考え方を 通し

て、 望ま し い自己表現について 、 考えてい
き ま し ょ う 。

◆学習のねら い
　 　 言葉や感情表現によ っ て 相手への意思の伝

わり 方が異な る こ と を 理解さ せる と と も に、
自分の意思を 正し く 伝え、 受け 止めて も ら え

る よ う な 表現を 行っ て いこ う と する 態度を 育

てる 。
◆評価

　 　 三種類の自己表現（ 攻撃的、 アサーティ ブ、
非主張的） について の活動を 通し て、 自他を

尊重する 望ま し い自己表現の方法について 理
解し ている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

◆主な使用教材
　 ワ ーク シート
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板書例

アサーショ ン： 自分の欲求、 考え、 気持ちなど を、 率直に、 正直に、 相手のこ と も 配慮し ながら 、 その場の
状況に合っ た適切な方法で表現する こ と ※アサーティ ブと は、 アサーショ ンが実現さ れている こ と

自己表現（ 人間関係のも ち方） には三種類のタ イ プがあり 、 ②のタ イ プを アサーショ ンと 考える 。
　 ①　 自分のこ と を 優先し 、 他者を 無視・ 軽視する 自己表現　
　 　「 攻撃的」「 アグレ ッ シブ」「 き つい言い方」 I am OK , You are not OK
　 ②　 自分のこ と を ま ず考える が、 他者のこ と も 十分に配慮する 自己表現
　 　「 アサーティ ブ」「 さ わやかな言い方」 I am OK , You are OK
　 ③　 自分よ り も 他者を 優先し 、 自分のこ と を 後回し にする 自己表現
　 　「 非主張的」「 ノ ン ・ アサーティ ブ」「 はっ き り し ない言い方」 I am not OK , Y ou are OK

場面１ 　「 あなたなら どう する？」

　 卒業後の進路について の三者面談を 翌日に控え て、 あ な たは保護者と 進路について話を し て いま す。 あ な たは、
技術を 身に付け資格を 取得する ために専門学校へ進学し たいと 考えていま すが 、 保護者は、「 卒業後は大学に行き な
さ い。」 と 勧めま す。 こ のよ う なと き 、 あ なたなら ど う し ま すか。「 自分なら こ う する 」 と いう も のを 選んで、 □に
印を 付けま し ょ う 。
　 □ １ 　 　「 う る さ いな！大学になんか行かないよ ！」 と 怒っ て、 ど なり つける よ う に自分の意見を 保護者に言う 。
　 □ ２ 　 　 自分の意見を 言う と 保護者に反対さ れたり 怒ら れたり する から 、 何も 言えずに黙っ てし ま う 。
　 □ ３ 　 　「 大学に進学する よ り も 、専門学校に行き たい。 その理由は、…」 と 自分の意見や考えを 保護者に伝える 。

場面２ 　「 映画を 見に行こ う よ！」

　 あなたは、 友人と 今度の日曜日に一緒に遊びに行く こ と になり ま し た 。 友人は、「 ぜひ見たい映画がある から 一緒
に見に行こ う よ 。」 と あなたに提案し ま し た。 し かし 、 その映画は、 あなたが見たく ない映画でし た。 友人に対し て、
三種類の表現で対応し てく ださ い。

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
35
分

１ 　 アサーショ ン（ 適切な自己表現） につい
て説明を 聞く 。

２ 　 相手にう まく 気持ち を 伝えら れなかっ た
経験について、 話し 合う 。

３ 　 アサーショ ン の考え方を 生かし 、 どのよ

う な話し 方なら 、相手も 自分も 尊重し て思っ
ているこ と を伝えら れるかを 検討する。

○　 教師の体験談を 例と し て伝え、 話合いの
見通し を も てる よ う にする 。

○　 ３ 、 ４ 人ほど のグ ループで話合いを 行わ
せる 。

○　 相手を 大切にし な がら 、 自分の思いを き
ちんと 伝える と いう 点を 踏ま えて 指導に当

たる 。

望
ま
し
い
自
己
表
現
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
考
え
よ
う
。

○
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
は
・
・
・

　
→
自
分
の
欲
求
、
考
え
、
気
持
ち
な
ど

を
、
素
直
に
、
正
直
に
、
相
手
の
こ

と
も
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
場
の
状

況
に
合
っ
た
適
切
な
方
法
で
表
現
す

る
こ
と

場
面
１
「
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？
」

　
※
選
択
肢
の
中
か
ら
、
「
自
分
な
ら
こ

う
す
る
」
と
い
う
も
の
を
選
ぶ
。

○
三
種
類
の
自
己
表
現

　
　
攻
撃
的
（
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
）
な
表
現

　
　
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
表
現

　
　
非
主
張
的
（
ノ
ン
・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
）

な
表
現

場
面
２
「
映
画
を
見
に
行
こ
う
よ
！
」

　
※
友
人
に
対
し
て
、
三
種
類
の
タ
イ
プ

の
自
己
表
現
で
対
応
す
る
。

○
三
種
類
の
自
己
表
現
を
発
表
し
よ
う
。

○
活
動
を
振
り
返
っ
て

　
・
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
を
生
か
し
て

学
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
う
。

　
・
言
い
方
に
よ
っ
て
、
相
手
の
受
け
止

め
ら
れ
方
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

○ワ ーク シート （ 例）資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 望まし い自己表現と は何かについて、 考えたことを友達に伝え、 その考えが認めら れるよう にする 。
( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自己表現の違いによって、他者に与える印象に違いがあることを理解するとともに、気付いたり 、感じたりしたことを伝えられるようにする。
( 3 )　 自己決定の場の提供

　 場面１より 、 自分ならどう するか、 場面２より 、 三種類の自己表現を考え、 伝える場を設定する。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成
　 一人一人が考えたことを大切にしながら話合いを進めるよう 確認し、 生徒が安心して学習に取り 組むことができるよう にする。
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望まし い人間関係の構築3

展開例

学習活動（ ・ 児童・ 生徒の発言例） ○指導上の留意点

導
入

１ 　 本時の学習を 知る。

２ 　 コ ミ ュ ニケーショ ンと は何かを考える。
　（ 1）　 コ ミ ュ ニケーショ ンは、 人が社会生活

を営む上で必要不可欠なも のである こ と
を理解する 。

　（ 2）　 コ ミ ュ ニケーショ ンの手段は言葉が中
心である が、 言葉だけではないこ と を知

る 。

　 ・ 　 顔の表情でも 気持ちを伝えら れる 。
　 ・ 　 言葉を 使わないと 難し い。

３ 　 挨拶のロールプレ イ ングなどを 例にし て、
今日の授業の主な活動がコ ミ ュニケーショ ン

を用いたゲーム活動であるこ と を理解する。

○　 めあて・ 内容等を 視覚的に示す。
○　 一方的に教師の話を 聞く だけでなく 、 質

問し たり 、 それに答えたり し て、 相互的コ
ミ ュ ニケーショ ンで進めていく 。

○　 Ｔ １ は授業を 進め、 Ｔ ２ は児童・ 生徒の
支援を 行う 。

○　 言葉のほかに、 ど のよ う なコ ミ ュ ニケ ー

ショ ン の手段があ る のかを 考える こ と がで
き る よ う にする 。

○　 例と し て、 複数の顔の表情で挨拶を し た
時、 相手にど のよ う な印象を 与える かを 考

える こ と ができ る よ う にする 。

展
開

４ 　 活動のルールの説明を聞く 。

５ 　 教師のやり 方を見る。

６ 　 ペアを 探す活動を 行う 。

○　 ルールを理解でき る よ う にする 。

○　 なる べく 自分で考えさ せる よ う にする が、

う ま く いかない場合は、 教師が視覚的に分
かり やすく 説明をする 。

○　 必要に応じ て、 教師がモデルを 示す。

ま
と
め

７ 　 協力し よ う と し ていたか、 意思疎通がで
き ていたかについて教師の評価を 聞き 、 活

動を振り 返る。

○　 ねら いについてのみ評価する 。

相手に協力し 、 気持ちを伝え合おう 。

＜ルール＞
①　 ２ 枚１ 組のカード を教室にばら ばら にし て置く 。
②　 各自が 1 枚だけカード を 拾う 。
③　 自分と ペアになる カード を持っ ている 人を 探す。
④　 ペアの相手と 会釈やアイ コ ン タ ク ト を し て得意なこ と を それぞれ一つ伝える 。

（ ※「 得意なこ と 」 と し ている が、 学級の実態に応じ て 「 相手の良いと こ ろ 」 など と 変
えても よ い。）

⑤　 ペアの相手の得意なこ と を画用紙に書き 、 児童・ 生徒の実態に応じ 、 握手等を し て渡す。
（「 相手の良いと こ ろ」 等に変えた場合は、 お礼を 言う よ う にする と よ い）

⑥　 掲示用模造紙ま で行き 、 自分の箇所にカード を貼る 。
（ 以下、 ②から ⑥ま でを 複数回繰り 返す。）

◆学習のねら い
　 　 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン と は、 互いに意思や感

情、 思考を 伝達し 合う こ と であ り 、 言葉や文
字だけ でな く 、 声の大き さ や話し 方や態度な

ど が大き な役割を 果たすこ と を 理解さ せる 。

◆評価
　 　 相手と 意思疎通し 、 望ま し い人間関係の構

築方法について理解し ている 。

◆教育課程における位置付け
　 国語、（ 保健） 体育、 自立活動 等

◆主な使用教材
　 ・ ２ 枚１ 組のカード

　 ・ 掲示用模造紙（ 各児童・ 生徒用の欄が作成
さ れている も の）

　 ・ 画用紙（ B ６ 用紙の大き さ のも のがよ い。）

　 ※画用紙は、 学級の実態に応じ て 付箋な ど に
代えても よ い。

特別支援学校
知的障害のある 児童・ 生徒への指導事例
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【 お助けおにごっこ 】 ＜ルール＞
１ 　 お助け役と おに役を決める 。 　 ２ 　 ほかの人はおにに捕ま ら ないよ う に逃げる 。
　 　 ・ 　 お助け役は、 帽子をかぶる 。 　 　 　 ・ 　 おににタ ッ チさ れたら 、 その場で止ま る 。
　 　 ・ 　 おには、 たすき など を掛ける 。 　 　 　 ・ 　 お助け役にタ ッ チさ れる と 動ける よ う になる 。

板書例

○その他の実践例１
　 　 平均台の両端に一人ずつ立ち、 平均台の反対側ま で様々な方法ですれ違い、 二人と も 落ちないで渡る 。
　 　 本実践は、 ルールをはっ き り と 意識さ せる こ と がポイ ント である 。 近く にいる 教師は、 児童・ 生徒がう

ま く いく よ う 言語指示し 、 身体介助をする 。 ま た、 すれ違う 方法は教師が指示する のではなく 、 なる べく
自分で考えさ せる よ う にする 。

○その他の実践例２

相
手
に
協
力
し
、
気
持
ち
を
伝
え
合
お
う
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か

　
・
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
。

　
・
話
し
合
う
こ
と
。

→
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
は
言

葉
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
る
。

　
・
顔
の
表
情
で
も
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
・
言
葉
を
使
わ
な
い
と
難
し
い
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た

ゲ
ー
ム
活
動
を
し
よ
う
。

【
活
動
の
ル
ー
ル
】

　
①
一
枚
だ
け
カ
ー
ド
を
拾
う
。

　
②
自
分
と
ペ
ア
に
な
る
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
人
を
探
す
。

　
③
ペ
ア
の
相
手
を
見
付
け
た

ら
、
得
意
な
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
伝
え
る
。

　
④
ペ
ア
の
相
手
の
得
意
な
こ
と

を
画
用
紙
に
書
き
、
握
手
を

し
て
渡
す
。

○
活
動
を
振
り
返
ろ
う
。

場の設定の図（ 体育館やプレ イ ルーム）

　 複数の教師で対応し 、 コ ース の難易度別に分けた場を設定する 。

平均台１ 台

（ 平均台は設置せず、 テープで枠を 作る 。）

（ 平均台を ２ 台並べ、 幅を 広く する 。）

（ ルール）

・ すれ違いは自由と する 。

・ 失敗し ても 相手のせいにし てはいけない。

マークについて（ ●教師　 ○児童・生徒　 ▲コーン）

Ａ グループ

Ｂ グループ

Ｃ グループ

▲コ ーン

▲コ ーン

▲コ ーン

資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 友達から 伝えら れたこ と や渡さ れたカード に書かれている こ と を 通し て、 友達が自分のこ と を
ど う 思っ ている かについて気付ける こ と ができ る よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成
　 声の大き さ や話し 方や態度など によ っ て、 相手への伝わり 方が違っ てく る こ と を理解し 、 気付

いたり 、感じ たり し たこ と を 振り 返ら れる よ う にする 。
( 3 )　 自己決定の場の提供

　 コ ミ ュ ニケーショ ン の方法を選び、 相手と 協力し 、 気持ちを 伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成
　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童・ 生徒が安心し て学

習に取り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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規範意識の醸成4

展開例

学習活動（ ・ 児童の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
10
分

１ 　 学級の良いと こ ろ を 発表する。
　 ・ 　 元気に挨拶し ている 。
　 ・ 　 友達と 仲良く でき る 。
　 ・ 　 給食や掃除当番をみんなで頑張っている 。
２ 　 本時の学習を 知る。

３ 　 いじ めに関する イ ラ スト を 見て、 考えた
こ と を発表する。

　 ・ 　 いじ めはいけないこ と だ。
　 ・ 　 仕返し をする のはいけない。
　 ・ 　 笑っ ている 子も いけない。
　 ・ 　 先生や大人に相談し た方がよ い。

○　 学級の良さ を 具体的に考えら れる よ う に、
事前に学級の様子を 写真に撮り 、 写真を 提
示する など し て、 参考にでき る よ う にする 。

○　 いじ めに関する イ ラ ス ト を 掲示する 。
○　 いじ めている 子、 いじ めら れている 子の

ほかに、 はやし 立てたり 笑っ たり し ている
子、 見ている 子がいる こ と を 知ら せる 。

○　 いじ めが、 相手の心や身体を 傷付ける 重
大な行為であ る こ と に気付く こ と ができ る
よ う にする 。

展
開

　
25
分

４ 　 自分の周り でいじ めが起こ っ たと き にど
う するか考える。

　 ・ 　 注意する 。
　 ・ 　 先生に言う 。
５ 　 いじ めのないすてき な学級にする ための

ルールを 考える。
　（ 1）　 個人で考える 。
　（ 2）　 ４ 人程度のグループで、 それぞれ考え

たルールを 発表し 合う 。
　（ 3）　 グループごと に、 出さ れたルールを ま

と め、 学級全体に発表する 。

○　 身近な大人に伝え る こ と が大事であ る こ
と を知ら せる 。

○　 幾つか考えが出さ れた後、 同じ よ う な 気
持ちになっ たこ と はないかを 確かめながら
板書する 。

○　 互いの良さ を 認め合う こ と が大切であ る
こ と を 確認でき る よ う にする 。

ま
と
め

　
10
分

６ 　 いじ めのないすてき な学級を つく る ため
に、自分が行動するこ と を 決め、ワーク シー
ト に、「 学級を も っ と すてき にする ために、
どんなこ と ができ るか」 の欄に書く 。

○　 こ れから も っ と すてき な学級にする ため
にし ていき たいこ と と いう 観点で自分のす
る こ と を 考えさ せる 。 無理に一つにし ぼる
こ と はせず、 様々な意見を 発表する 機会を
設ける 。

○　 帰り の会など で、 自分の決めた行動がで
き ている かについて 振り 返る こ と ができ る
よ う にする 。

いじ めのない、 すてき な学き ゅ う にするために、 どのよう なこ と を すればよいか考えよう 。

◆学習のねら い
　 　 いじ めは、 相手の心や体を 傷付け る 行為で

あ る こ と を 理解さ せる と と も に、 いじ めのな
いすて き な 学級にする ために自分に合っ たよ

り よ い解決方法を 意思決定でき る よ う にする 。

◆評価
　 　 いじ めは、 相手の心や体を 傷付け る 行為で

あ る こ と を 理解する と と も に、 いじ めのな い
すて き な 学級にする ために自分に合っ たよ り

よ い解決方法を意思決定し ている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

◆主な参考教材
　 ・ 文部科学省「 わたし たちの道徳　 小学校１ ・

２ 年（ p166、 p167）」
　 ・ イ ラ ス ト 資料

　 ・ ワ ーク シート
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板書例

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
25
分

１ 　「 授業中」、「 休み時間」、「 掃除の時間」 の
それぞれの場面についてグループごと に分

担し 、 担当する「 場面」 について、 いじ めの
ないすてきな学級をつく るために、 どのよう

なこ と をすればよいかグループで話し 合う 。

　（ 例）「 授業中」
　 ・ 　 友達の話を う なずき ながら 聞く 。

　（ 例）「 休み時間」
　 ・ 　 誰と でも 仲良く 遊ぶ。

　（ 例）「 掃除の時間」
　 ・ 　 みんなで協力し てそう じ する 。

２ 　 話し 合ったこと をグループごと に発表する。

○　 決ま り や約束を 守る こ と で、 自分も みん
なも 気持ち良く 生活する こ と ができ る と い

う こ と に気付かせる 。
○　 一部の行動を 戒める と いう 視点ではなく 、

みんな がよ り 良く 生活でき る と いう 視点で
考えさ せる 。

い
じ
め
の
な
い
、
す
て
き
な
学
き
ゅ
う
に

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば

よ
い
か
考
え
よ
う
。

学
き
ゅ
う
の
よ
い
と
こ
ろ

　
　
・
げ
ん
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
い
る
。

　
　
・
と
も
だ
ち
と
な
か
よ
く
で
き
る
。

　
　
・
き
ゅ
う
し
ょ
く
や
そ
う
じ
と
う
ば
ん

を
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

○
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
か
ん
が
え
た
こ
と

　
・
い
じ
め
は
い
け
な
い
こ
と
だ
。

　
・
し
か
え
し
を
す
る
の
は
い
け
な
い
。

　
・
わ
ら
っ
て
い
る
子
も
い
け
な
い
。

　
・
先
生
や
お
と
な
に
そ
う
だ
ん
し
た

ほ
う
が
よ
い
。

○
じ
ぶ
ん
の
ま
わ
り
で
い
じ
め
が
お
き
た
ら

　
・
ち
ゅ
う
い
す
る
。

　
・
先
生
に
い
う
。

　
・
み
ぢ
か
な
お
と
な
に
つ
た
え
る

　
　
こ
と
が
だ
い
じ
だ
。

　
　

○
い
じ
め
の
な
い
す
て
き
な
学
き
ゅ
う
に

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

す
れ
ば
よ
い
か
。

　
・
み
ん
な
で
な
か
よ
く
あ
そ
ぶ
。

　
・
た
が
い
の
よ
さ
を
み
と
め
あ
う
。

○いじ めに関する イ ラ ス ト（ 例）

資料等

生徒指導の実践上の視点ワーク シート （ 例）

( 1 )　 自己存在感の感受

　 学級の良さやいじめのないすてきな学級にすることについて考え

たことを友達に伝え、 その考えが認められるようにする。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 互いの考えや良さ を 認め合い、 伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 いじ めのないすてき な学級を つく る ために、 自分がど んな

行動をする かを 考え、 伝える 場を設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたことを大切にしながら話合いを進めるよう 確認

し、 児童が安心して学習に取り 組むことができるようにする。

学き ゅ う を

も っ と すてき にするために

　 　 　 　 なまえ　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

写真 写真
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規範意識の醸成4

展開例

学習活動（ ・ 児童の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
10
分

１ 　 いじ めに関する DVD の一部を 視聴し て、

自分の考えをも ち、 発表する。
　

２ 　 本時の学習を 知る。

○　「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ ! いじ め　 あ な た は大丈夫？」

のはじ めの５ 分間の事例から 、 いじ める 立
場、 いじ めら れる 立場、 見て いる 立場の気

持ちを 考える こ と ができ る よ う にする 。

○　 いじ めの未然防止に関わる 学級の決ま り
について、 考える 必要性に気付く こ と がで

き る よ う にする 。

展
開

　
25
分

３ 　 自分たち の学校や学年、 学級等のいじ め
に関する 決ま り やルールについて 確認し 、

自分たちの生活を 振り 返る。
　 ・ 　 誰と でも 仲良く 遊ぶ。
　 ・ 　 先生の話を し っ かり 聞く 。

４ 　 決まり やルールを 守る こ と の良さ や、 守
るために必要なこ と について話し 合う 。

　 ・ 　 決ま り を 守る と 友達が増える 。

○　「 学校いじ め防止基本方針」 に触れ、 学校
でも 決ま り がある こ と を伝える 。

○　 相手や周り の人の立場に立ち、 よ り 良い
人間関係を 築く こ と の大切さ に気付く こ と

ができ る よ う に声掛けを行う 。

ま
と
め

　
10
分

５ 　 学級の決まり を 守る ために、 今後の自分
の生活について見通し をも ち、 考えたこ と を

木の葉の形の画用紙に書き、 模造紙に貼る。

○　 決ま り を 守り 、 いじ めを 防ぐ ために、 自
分が取り 組むこ と について考え る こ と がで

き る よ う にする 。
○　 授業後も 、 決ま り やルールを 守れて いる

かについて声掛けを する 。

みんなで、 いじ めのない、 すてき な学級にするために、 決まり を見直そう 。

◆学習のねら い

　 　 いじ めが起き たと き にど う すればよ いか考
える こ と を 通し て、いじ めをし ない、さ せない、

見過ご さ な い、 見て 見ぬ振り を し な い態度を

育てる 。
◆評価

　 　 いじ めが起き たと き にど う すればよ いか考
える こ と を 通し て、 自分たちで決ま り をつく っ

て守ろ う と する 意識を高めている 。

◆教育課程における位置付け

　 特別活動
◆主な使用教材及び参考資料

　 ・ DVD「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ ！いじ め　 あなたは大丈夫？　

児童・ 生徒指導編　 小学校編」（ 16 分）
　 ・ 文部科学省「 わたし たちの道徳　 小学校３ ・

４ 年」（ p134）

小学校中学年

板書例

み
ん
な
で
、
い
じ
め
の
な
い
、
す
て

き
な
学
級
に
す
る
た
め
に
、
決
ま
り

を
見
直
そ
う
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
考
え
た
こ
と

　
○
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
。

　
○
自
分
だ
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
か
。

学
級
の
決
ま
り

　
・
相
手
が
嫌
が
る
こ
と
を
し
た
り
、

言
っ
た
り
し
な
い
。

　
・
誰
と
で
も
仲
良
く
遊
ぶ
。

　
・
先
生
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
。

決
ま
り
を
守
る
と
、
ど
ん
な
ク
ラ
ス

に
な
る
？

　
・
い
じ
め
が
な
く
な
り
、
み
ん
な

が

楽
し
く
過
ご
せ
る
。

　
・
友
達
が
増
え
る
。

こ
れ
か
ら
も
決
ま
り
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
。

　
・
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
。

　
・
本
当
に
言
っ
て
よ
い
の
か
を
考

え
る
。

　
・
相
手
の
気
持
ち
を
よ
く
聞
く
。

　
・
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
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発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
25
分

１ 　「 学校」、「 家庭」、「 地域」 における約束や

決ま り について考える と と も に、 約束や決
まり がある理由についても 考える。

２ 　 ペアになり 、 １ で考えたこ と について意

見を 交流する。

３ 　 みんながも っ と 気持ち 良く 過ごすための

決ま り やマナー、 それら が必要な場所や場
面等について考える。

４ 　 グループになり 、 ３ で考えたこ と につい

て話し 合い、 まと める。

○　 時間がある 場合は「 約束や決ま り がなかっ

たら ど う なる のか。」 についても 考える こ と
ができ る よ う にする 。

○　「 みんな がも っ と 気持ち 良く 過ご すた め

に」 と いう 視点を 押さ えながら 考える こ と
ができ る よ う にする 。

○　 自分たちが必要と する 決ま り やルールを

中心にま と める こ と ができ る よ う にする 。
○　 授業後も 、 決ま り やルールを 守れて いる

かについて声掛けを する 。

人権教育Ｄ Ｖ Ｄ 等の貸出について

　 東京都教職員研修セン タ ーでは、「 人権教育資料センタ ー」 を 設置し ていま す。
　 当資料セン タ ーでは、 同和問題を はじ め様々な人権課題に関わる Ｄ Ｖ Ｄ 等を多数所蔵し 、 貸出を 行っ

ていま す。
　 人権教育の推進・ 啓発のため、 授業や教職員・ 保護者等対象の研究会・ 研修会等の機会に、 当資料

セン タ ーを 御利用く ださ い。

東京都教職員研修センタ ー 研修部 教育開発課

人権教育担当

（ 住　 所）　 〒 113-0033 文京区本郷１ －３ －３
（ 電　 話）　 ０ ３ －５ ８ ０ ２ －０ ３ ０ ６ （ 直通）

☆Ｄ Ｖ Ｄ 等の詳細についてのお問合せや、 御不

明な点は、 右の担当ま で御連絡く ださ い。

東京都教職員研修センタ ーのホームページよ り

「 東京都教職員研修セン タ ーについて」 →「 人権教育資料センタ ー」 →「 DVD 等貸出　 ネッ ト 申請はこ ちら 」

よ り 申請する こ と ができ ま す。

資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 学級の決ま り を 守る ために、 今後の自分の生活について、 考えたこ と を友達に伝え、 その考え

が認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 互いの考えや良さ を 認め合い、 伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 学級の決ま り を 守る ために、 今後の自分の生活について、 見通し を も ち、 考えを 伝える 場を設

定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を大切にし ながら 話合いを 進める よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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62 第３ 部

規範意識の醸成4

展開例

学習活動 ○指導上の留意点

導
入

　
10
分

１ 　 コ ミ ュ ニケーショ ン の手段には、 どのよ

う なも のがあるか考える。

○　 対面での会話、 手紙、 電話、 メ ール、 Ｓ

Ｎ Ｓ 等、 様々なコ ミ ュ ニケ ーショ ン の手段
がある こ と を 押さ える 。

展
開

　
30
分

２ 　 自分が言われて 嫌な 言葉について 考え、

話し 合う 。
　 　 五つの中から 自分が言われて 嫌な言葉を

選び、その理由を 考える 。「 GIGA ワ ーク ブッ
ク と う き ょ う 【 ス タ ンダード 】（ 自分と 相手

と のちがい）」 を 活用し 、 交流する 。

３ 　 自分がさ れて嫌なこ と について考え、 話

し 合う 。
　 　 五つの事柄から 自分がさ れて 嫌な順に並

べ、 一番嫌なこ と と 、 一番嫌でないこ と を
選ぶ。「 GIGA ワ ーク ブッ ク と う き ょ う 【 ス

タ ン ダード 】（ 自分と 相手と のちがい）」

４ 　 相手の感情を 読み取る こ と の大切さ に気

付く 。
　 　 事例よ り 、 ど んなト ラ ブルが起き る 可能

性がある か考える 。「 GIGA ワ ーク ブッ ク と
う き ょ う 【 ス タ ン ダード 】（ 自分と 相手と の

ちがい）」

５ 　 友達と 話し 合っ て「 Ｓ Ｎ Ｓ マ イ ルール」

を 作成する。

○　 同じ 言葉でも 肯定的に捉える 人と 否定的
に捉え る 人がいる こ と を 理解でき る よ う に

する 。

○　 直接会話し た時と 、 文字で伝えら れた時
の感じ 方の違いについても 気付ける よ う に

する 。

○　 同じ こ と でも 人によ って捉え方が違う が、
その違いを 認め合う こ と が大切であ る と い

う こ と に気付ける よ う にする 。

○　 対面し て会話する こ と と 比較し 、 Ｓ Ｎ Ｓ
等を 介する と 、 相手の意図や感情を 読み取

り づら く なっ たり 、 誤解さ れてし ま っ たり

する 場合がある こ と に気付ける よ う にする 。

○　 自分と 他者の違いを 踏ま えて、 Ｓ Ｎ Ｓ を
利用する と き に、 ど のよ う なこ と に気を 付

ける かについて、 自分の考えを 書ける よ う

にする 。

ま
と
め

　
５
分

６ 　「 Ｓ Ｎ Ｓ 東京ルール」及び「 Ｓ Ｎ Ｓ 学校ルー
ル」 を 確認し 、 本時の学習で学んだこ と を

まと める。

　 　 ワ ーク シート に記入する 。

○　 授業後、 ワ ーク シート を 持ち 帰り 、 保護
者から のコ メ ン ト を も ら う こ と で、 保護者

の意識も 高めら れる よ う にする 。

自分の考えや気持ちを上手に相手に伝える方法を考えよう 。

◆学習のねら い
　 　 考え 方や感じ 方は人に よ っ て 違っ て おり 、

そ の違いを 認める こ と が 大切で あ る こ と や、
Ｓ Ｎ Ｓ を はじ めと する イ ン タ ーネッ ト 上では

「 誤解」 が生ま れやすいこ と を 理解さ せ、 考え

や気持ちを 伝える 方法を 考えさ せる 。
◆評価

　 　 感じ 方や考え方の違いを 踏ま えて、 自分の考
えや気持ちを 相手に伝える 方法を考えている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

　 ※社会科におけ る 「 情報に関する 学習」 と の
関連を 図る こ と ができ る 。

◆主な使用教材
　 ・ 東京都教育委員会「 Ｓ Ｎ Ｓ 東京ルール」

（ 平成 31 年４ 月改訂）

　 ・ 東京都教育委員会「 と う き ょ う の情報教育　
情報教育ポータ ル『 GIGA ワ ーク ブッ ク と う

き ょ う 』【 ス タ ン ダ ード 】（ 自分と 相手と の
ちがい）」
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板書例

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
25
分

１ 　 教師が例示する ほかの言葉について、 自
分なら どう 感じ るかを考え、全体で話し 合う 。

　（ 例）「 ま じ めだね。」、「 一生懸命だね。」、「 個

性的だね。」、「 マイ ペース だね。」 等

２ 　 グループで、 相手の顔が見えないＳ Ｎ Ｓ
を はじ めと する イ ン タ ーネッ ト において、

自分の考えや気持ち を 上手に相手に伝える
方法について話し 合う 。

３ 　 グループで話し 合っ た内容を まと め、 全

体で発表する。

○　 直接会話し た時と 、 文字で伝えら れた時
の感じ 方の違いについても 気付ける よ う に

する 。
○　 同じ 言葉でも 前向き に捉える 人と 否定的に

捉える 人がいる こ と を理解でき る よ う にする 。

○　「 相手の顔が見えない」、「 情報が広がり や
すい」 等のＳ Ｎ Ｓ を はじ めと する イ ン タ ー

ネッ ト の特性を踏ま えた上で話し 合える よ う
にする 。

○　 相手に誤解を 与え な い表現にする には、

ど う すれば良いのか考える こ と ができ る よ
う にする 。

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
上
手
に
相
手
に

伝
え
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

　
・
対
面
で
の
会
話

　
　
・
電
話

　
・
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

○
自
分
が
言
わ
れ
て
嫌
な
言
葉

　
・
人
に
よ
っ
て
嫌
な
言
葉
が
違
う

○
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と

○
相
手
の
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
の

　
大
切
さ

Ｓ Ｎ Ｓ 東京ルール

　 ①　 ス マホ やゲーム の一日の合計利用時間、

使わない時間帯・ 場所を決めよ う 。
　 ②　 必ずフ ィ ルタ リ ン グを付け、 パス ワ ード

を 設定し よ う 。
　 ③　 送信前には、 誰が見る か、 見た人がど の

よ う な気持ちになる か考えて読み返そう 。
　 ④　 個人情報を 教えたり 、 知ら ない人と 会っ

たり 、 自画撮り 画像を 送っ たり し ない。

　 ⑤　 写真・ 動画を 許可なく 撮影・ 掲載し たり 、
拡散さ せたり し ない。

①　 ス マホやゲームの一日の合計利用時間、 使わない時間帯・ 場所を決めよ う 。
②　 必ずフ ィ ルタ リ ングを 付け、 パス ワ ード を設定し よ う 。

③　 送信前には、 誰が見る か、 見た人がど のよ う な気持ちになる か考えて読み返そう 。
④　 個人情報を 教えたり 、 知ら ない人と 会っ たり 、 自画撮り 画像を 送っ たり し ない。

⑤　 写真・ 動画を許可なく 撮影・ 掲載し たり 、 拡散さ せたり し ない。

「 Ｓ Ｎ Ｓ 東京ルール」（ 平成 31 年４ 月改訂版）資料等

生徒指導の実践上の視点ワーク シート （ 例）

( 1 )　 自己存在感の感受

　 言われて嫌な言葉やさ れて嫌なこ と 、 Ｓ ＮＳ マイ ルールにつ

いて、考えたこ と を友達に伝え、その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 感じ 方や考え方の違いを踏ま えて、 自分の考えや気持ちを

相手に伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 Ｓ Ｎ Ｓ マイ ルールを 考え、 伝える 場を設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考え たこ と を 大切にし な がら 話合いを 進める

よ う 確認し 、 児童が安心し て学習に取り 組むこ と ができ る よ

う にする 。

Ｓ Ｎ Ｓ マイ ルール

　 　 　 　 　 名前　 　 　 　 　 　 　

①　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

②　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

③　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

④　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

保護者から のコ メ ント
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64 第３ 部

規範意識の醸成4

展開例

学習活動（ ・ 生徒の発言例） ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１ 　 イ ン タ ーネッ ト の利用状況を 振り 返り 、
日常生活で感じ たこ と（ リ スク ）を 発表する。

◇　 自分の経験だけでなく 、 友達から 聞いた
話等も 参考にし て、 イ ン タ ーネッ ト を 利用
すると き のリ スク を考えてみまし ょ う 。

　 ・ 　 ゲーム 機の通信で友達と 夜遅く ま で会
話し てし ま い、 次の日起き ら れなかった。

　 ・ 　 相手の気持ちを考えずに、メ ールを 送っ
てし ま っ た。

２ 　 本時の学習を 知る。

○　 自分専用の携帯電話やス マート フ ォ ン 等
の情報端末を 持っ て いる こ と が当然であ る
よ う な 指導を し ないこ と に心掛けつつ、 情
報社会において必要なス キ ルや心構えの学
習である こ と を 伝える 。

○　 自分の経験だけに基づかず、 携帯電話や
ス マート フ ォ ン 等を 持っ ている 生徒と 持っ
ていな い生徒のそれぞれの立場から 考えら
れる よ う にする 。

展
開
Ⅰ

　
15
分

３ 　 自分自身に起き そう なリ スク について考
え、 話し 合う 。
六つのリ スク を 分類し 、 その理由を 考える。

（「 GIGA ワーク ブ ッ ク と う き ょ う 【 アド バ
ンスト 】（ リ スク マネジメ ント を 身に付けよ
う ）」） を活用し 、 交流する。

○　 ネッ ト 上のト ラ ブルを はじ め、 様々な視
点から 、 いじ めについて考えら れる よ う に
する 。

展
開
Ⅱ

　
25
分

４ 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用に際し てのト ラ ブルなど
を 防止又は解決する ための「 行動宣言」 を
考える。

　（ 1）　 個人で考える 。
　（ 2）　 ４ 人程度のグループで、 それぞれ考え

た「 行動宣言」 を 発表し 合う 。
　（ 3）　 グループごと に、 出し 合っ た「 行動宣

言」 を ま と め、 学級全体に発表する 。

５ 　 学級での「 行動宣言」 を 決める。

○　 学級の状況や課題等を 踏ま えた「 行動宣
言」 を短冊や付箋紙に書き 、 話し 合う 。

○　 グ ループや全体で話し 合う 際に、 短冊や
付箋紙を 「 努力する ポイ ン ト 」 と 「 し ては
いけな いポイ ン ト 」 等に分類さ せ、 考え を
整理し 、 ま と めやすく する 。

○　 他者の意見について、 否定する のではな
く 、 こ う し た考え方も あ る と いう こ と を 認
め合える よ う にする 。

○　「 行動宣言」 の実践が難し かっ たり 、 実態
と かけ離れていたり し ないか振り 返る こ と
ができ る よ う にする 。

ま
と
め

　
５
分

６ 　 本時の学習を 振り 返る。 ○　 Ｓ Ｎ Ｓ 東京ルールやＳ Ｎ Ｓ 学校ルールを
掲示し 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等の上手な使い方を 振り 返
り 、 今後も 継続し て考え、 その時々に解決
し ていく 問題である こ と を 伝える 。

Ｓ Ｎ Ｓ 等の上手な使い方を考え、「 Ｓ Ｎ Ｓ 学校ルール」を守るための学級の「 行動宣言」を作ろ う 。

◆学習のねら い
　 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等の上手な 使い方について 学び、 自

分たち の身を 守る た めのルールを 考え、 行動

でき る よ う にさ せ、 イ ン タ ーネッ ト 上での規
範意識を育む。

◆評価
　 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等を 利用する 際のト ラ ブルな ど を 防

止又は解決する た めの「 行動宣言」 を 考え、
行動に移そう と する 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

　 ※社会科の公民的分野における 「 現代社会の特色（ 情報

化社会）」 や技術・ 家庭科の技術分野における 「 情報
モラ ルに関する 学習」 と の関連を 図る こ と ができ る 。

◆主な使用教材
　 ・ 東京都教育委員会「 Ｓ Ｎ Ｓ 東京ルール」（ 平成31年４ 月改訂）
　 ・ 東京都教育委員会「 と う き ょ う の情報教育　 情報教育ポー

タ ル『 GIGA ワ ーク ブッ ク と う き ょ う 』【 アド バン ス ト 】
（ リ ス ク マネジメ ン ト を 身に付けよ う ）」

　 ・「 Ｓ Ｎ Ｓ 学校ルール（ Ｓ Ｎ Ｓ 家庭ルール）」
　 ・「 考えよ う ！いじ め・ Ｓ Ｎ Ｓ ＠Ｔ ｏ ｋ ｙ ｏ 」
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65第３ 部

板書例

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開
Ⅱ

　
25
分

1 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用状況や課題等を 踏ま え、
「 Ｓ Ｎ Ｓ 家庭ルール」 を 見直す。

　（ 1）　 個人で取り 組めている 点や改善すべき
点を 考える 。

　（ 2）　（ 1） で考えたこ と をグループ内で発表

し 、他の生徒は、取組等について助言する 。
　（ 3）　 グループのメ ン バーから も ら っ た助言

を基に、 今後改善すべき 点をま と める 。
２ 　「 Ｓ Ｎ Ｓ 家庭ルール」 の改善案を 考える。

３ 　 本時の話合いを 通し て、学んだこ と を ワー

ク シート に記入する。

○　 以前考えた「 Ｓ Ｎ Ｓ 家庭ルール」 が、 Ｓ
Ｎ Ｓ 等の利用に際し てのト ラ ブル防止策と

し て、 実効性があ る のかと いう 視点で、 現

在守る こ と ができ て いる 点や改善すべき 点
等を考える こ と ができ る よ う にする 。

○　 自主的・ 自発的な取組になる よ う 、 ま た、

実現でき る 、 実効性のあ る ルールにな る よ
う 指導・ 助言する 。

○　「 Ｓ Ｎ Ｓ 家庭ルール」 の改善案について、

家庭に報告する こ と についても 助言する 。

こ こ ろ空模様チェ ッ ク こ こ ろス ト ーリ ー

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
上
手
な
使
い
方
を
考
え
、

学
級
の
「
行
動
宣
言
」
を
作
ろ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況

　
・
友
達
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
ず
っ
と
使
っ
て
し
ま
う
。

　
・
ゲ
ー
ム
機
の
通
信
で
友
達
と
夜
遅
く
ま

で
会
話
し
て
い
る
。

　
・
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
、
メ
ー
ル

を
送
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
・
親
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
の

ル
ー
ル
を
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　
・
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
、
友
達
と
す
ぐ
連
絡
を

取
り
た
い
と
き
に
不
便
な
こ
と
が
あ
る
。

○
こ
の
学
級
の
た
め
の
「
行
動
宣
言
」
と
は
？

〈
努
力
す
る
ポ
イ
ン
ト
〉

　
・
一
日
の
利
用
時
間
と
終
了
時
刻
を
決
め

る
。

　
・
や
る
べ
き
こ
と
を
し
て
か
ら
ネ
ッ
ト
を

使
う
よ
う
に
す
る
。

　
・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
使
う
。

　
・
文
字
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
こ
と
に
気
を
付
け
る
。

〈
し
て
は
い
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
〉

　
・
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
メ
ー
ル
等

を
送
ら
な
い
。

　
・
間
違
っ
た
捉
え
方
を
さ
れ
た
り
、
言
い

た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
・
自
分
や
他
者
の
個
人
情
報
を
載
せ
な
い

よ
う
に
す
る
。

○
「
行
動
宣
言
」
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い

こ
う
。

資料等 生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 Ｓ ＮＳ 等の上手な使い方や学級の「 行動宣言」 につ

いて、 考えたこ と を友達に伝え、 その考えが認めら れ

るよ う にする。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 他者の意見について、 否定する のではな く 、 認

め合い、自分の考えを相手に伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 Ｓ Ｎ Ｓ 等の上手な使い方を 考え、 伝える 場を 設

定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考え たこ と を 大切にし ながら 話合い

を 進める よ う 確認し 、 生徒が安心し て 学習に取り

組むこ と ができ る よ う にする 。

「 考えよう！いじ め・ ＳＮＳ ＠Ｔｏ ｋ ｙ ｏ 」について

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
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66 第３ 部

規範意識の醸成4

展開例

学習活動 ○指導上の留意点

導
入

　
５
分

１ 　 自ら のＳ Ｎ Ｓ 等の利用状況について振り

返り 、 ２ 人組で話し 合う 。

○　 生徒の日常生活でのＳ Ｎ Ｓ 等の利用状況

や、 利用における 課題、 ト ラ ブル等につい

て話し 合える よ う にする 。

○　 Ｓ Ｎ Ｓ 等によ る ト ラ ブルだけでなく 、 Ｓ

Ｎ Ｓ 等の利便性についても 取り 上げる 。

展
開

　
40
分

２ 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用上のト ラ ブルやいじ めの

具体例を 挙げ、 防止策や対処法を 考える。

　（ 1）　 自分の経験や聞いた こ と 等を ワ ーク

シート に記入する 。

　（ 2）　 ４ 人程度のグループになり 、 自分の経

験や聞いたこ と など を基に、 具体例を 一

人１ 台端末を 使っ てま と める 。

　（ 3）　 具体例について考え、 問題点と その防

止策や対処法を一人１ 台端末を 使ってま

と める 。

　（ 4）　 グループを ロ ーテーショ ンし 、 ほかの

グ ループが考え た具体例に対し て、（ 3）

の作業を行う 。

　（ 5）　 グループごと に、 出さ れた問題点、 そ

の防止策、 対処方法を ま と め、 発表の準

備を 行う 。

　（ 6）　 グループごと に学級全体で発表する 。

○　 イ ンタ ーネッ ト の特性を 確認し 、 相手の気

持ちを考える こ と の大切さ や、 悪質な誹
ひ

謗
ぼ う

中傷

などのいじ めは犯罪と なる 可能性がある こ と な

どについて考える こ と ができ る よ う にする 。

○　 問題点と その防止策や対処法を 一人１ 台

端末に書き 込む。

例： 問題点（ 赤）、 防止策（ 青）、 対処法（ 黄）

○　 発表の際はグ ル―プのメ ン バー全員が関

わる 発表と なる よ う 指導する 。

○　 各グ ループから 出た意見を 基に、 学習の

ポイ ン ト を板書し 、 全体でま と める 。
ま
と
め

　
５
分

３ 　 学習を 通し て気付いたこ と 、 他の人の考

えなどから 学んだこ と を ワーク シート にま

と める。

○　 Ｓ Ｎ Ｓ 等のいじ めも 、 相手の心や体を 傷

付ける 重大な行為であ り 、 犯罪につな がる

行為である こ と を理解でき る よ う にする 。

Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用上のト ラ ブルや、 いじ めに対する防止策・ 対処法を 考えよう 。

◆学習のねら い
　 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等を 介し たト ラ ブルやいじ めについ

て 知り 、 加害者にも 被害者にも な ら な いた め
の防止策や、 対処方法を 身に付け さ せ、 イ ン
タ ーネッ ト 上での規範意識を育む。

◆評価
　 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等で起こ り 得る ト ラ ブルやいじ めの

実態について 理解し 、 それら を 防止する 方法
や起き て し ま っ た時の解決方法等について 考
えている 。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動
　 ※人間と 社会における 「 第６ 章　 ネッ ト 時代」

や共通教科情報科におけ る 「 情報モラ ルに
関する 学習」 と の関連を図る こ と ができ る 。

◆主な使用教材
　 ・ 一人１ 台端末
　 ・ DVD「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ ！ いじ め あなたは大丈夫？」

児童・ 生徒指導編　 高等学校編（ ネ ッ ト 上
のいじ め）

高等学校

○ネッ ト ・ スマホのなやみを解決「 こ たエール」　 　 電話： 0120–1–78302

　〈 電 話 相 談〉 月曜日～土曜日 15 時～ 21 時 ※祝日除く

　〈 LI N E 相談〉 月曜日～土曜日 15 時～ 21 時（ 受付は 20 時 30 分ま で） ※祝日除く

　〈 メ ール相談〉（ 24 時間いつでも 受付中）　 https://w w w .tokyohelpdesk.m etr o.tokyo.lg .jp/contact/net_ soudan.cg i

○東京都教育相談センタ ー「 教育相談一般・ 東京都いじ め相談ホッ ト ラ イ ン」　

　 電話： 0120–53–8288（ 24 時間対応・ 通話無料）

イ ン タ ーネッ ト によ る ト ラ ブルの相談窓口資料等

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

規
範
意
識
の
醸
成

https://www.tokyohelpdesk.metro.tokyo.lg.jp/contact/net_soudan.cgi


67第３ 部

板書例

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展
開

　
40
分

1 　 ネッ ト いじ めに関する DVD を視聴し 、 い
じ めの被害者の気持ちを 考える。

　（ 1）　「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ !いじ め あなたは大丈夫？」
（ 高等学校編） の初めの５ 分 30 秒間を 視
聴し た時点で、 映像を 止め、 いじ めを 受
けている 主人公の気持ちを 考える 。

　（ 2）　 自分の経験や聞いたこ と など を ワ ーク
シート に記入する 。

　（ 3）　 ペアになり 、 自分が考えた気持ちを話
し 合う 。

２ 　 DVD の事例における 問題点や、 第三者
と し ての行動や防止策・ 対処方法を 考える。

　（ 1）　 も し 自分が第三者の立場で、 事例の
メ ールを受け取っ たら 、 ど のよ う に行動
する のか考える 。

　（ 2）　 グループで考えを 交流し 、 Ｓ Ｎ Ｓ 利用
上のト ラ ブルやいじ めに対する 防止策や
対処方法を 考える 。

３ 　 グループで考えたＳ Ｎ Ｓ 等の利用上のト
ラ ブ ルやいじ めに対する 防止策や対処方法
を 学級全体で共有する。

４ 　「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ ! いじ め あなたは大丈夫？」（ 高
等学校編） の残り の映像を 視聴し 、 いじ め
問題への理解を 深める。

○　 Ｄ Ｖ Ｄ 「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ !いじ め あ なたは大丈
夫？」（ 高等学校編） の初めの５ 分 30 秒間

（ ネッ ト 上のいじ め） を 視聴でき る よ う にす
る 。

○　 Ｄ Ｖ Ｄ 「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ !いじ め あ なたは大丈
夫？」（ 高等学校編） の 10 分 30 秒間（ ネッ
ト 上のいじ め） ま で視聴でき る よ う にする 。

○　 実際に生徒が気を 付けている こ と を 挙げ
る こ と ができ る よ う にする 。

○　 Ｄ Ｖ Ｄ 「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ !いじ め あ なたは大丈
夫？」（ 高等学校編） を 最後ま で視聴でき る
よ う にする 。

Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用上のト ラ ブルや、 いじ めに対する 防止
策・ 対処法を考えよう 。

○Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用上の課題やト ラ ブルについて、考えよう 。
　 ・ 個人情報の掲載
　 ・ 不適切な書き 込み
　 ・ 個人に対する 攻撃
　 ・ 安易な書き 込みと その影響

○Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用上のト ラ ブルやいじ めの具体例を 挙げよ う 。
　 ・ 勝手に個人情報を 載せら れた例
　 ・ グループを 外さ れて人間関係がこ じ れた例
　 ・ 自分の知ら ない所で悪口を 書かれていた例
　 ・ 知ら ない人と のやり 取り でト ラ ブルになっ た例

○問題点と その防止策・ 対処法を考えよう 。
　 ・ 簡単に個人情報や画像を 公開し ない。
　 ・ 軽い気持ちで書き 込みし ない。
　 ・ 誤解を 生む表現を 避ける 。
　 ・ 相手がど のよ う な気持ちになる か考える 。

〈 Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用上のポイ ント 〉
　 ・ 相手の気持ちを 考える 。
　 ・ イ ン タ ーネッ ト の特性を 理解する 。
　 ・ 情報はすぐ に、 不特定多数に拡散さ れ、 削除が困

難である 。

　 ・ 悪質な誹
ひ ぼ う

謗中傷や許可を 得ない画像の使用等、 犯
罪と なる こ と も ある 。

※ト ラ ブルに遭っ たり 見付けたり し たら 、 保護者や教
員、 相談窓口等に迷わず相談する。

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 Ｓ Ｎ Ｓ 等の利用上のト ラ ブルやいじ めに対する 防止策・ 対処法について、 考えたこ と を友達に

伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 他者の意見について、否定する のではなく 、認め合い、自分の考えを相手に伝えら れる よ う にする 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 いじ めに対する 防止策・ 対処法について考え、 伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 生徒が安心し て学習に取

り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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規範意識の醸成4

展開例

学習活動（ ・ 児童・ 生徒の発言例） ○指導上の留意点

導
入

１ 　 居心地の良い学級と はどのよ う な学級で

あるかを 発表する。
　 ・ 　 思っ たこ と を 発言でき る 。

　 ・ 　 お互いを認め合える 。

　 ・ 　 自分の良いと こ ろが生かせる 、伸ばせる 。

２ 　 本時の学習を 知る。

○　「 居心地の良い学級」 と は、 学級にいる こ

と によ っ て、 互いを 認め合い、 自分の良い
と こ ろ が生かせる 、 伸ばせる 学級であ る こ

と を確認する 。

展
開

３ 　【 Ｄ Ｖ Ｄ 視聴】 いじ めについて考える （ 視
聴５ 分）。 視聴後、 感想を発表する。

　 ・ 　 どう し て、いじ めら れる のか分から ない。
　 ・ 　 友達だから 、 嫌と は言えない。

　 ・ 　 遊びと 同じ 感覚でやっ ている 。

４ 　【 Ｄ Ｖ Ｄ 視聴】 いじ めら れたと き 、 その場

面に出会っ たと き に、 ど のよ う にすれば良
いかを考え、互いの意見を 聞く （ 視聴５ 分）。

　 ・ 　 いじ めら れている こ と を先生に相談する 。
　 ・ 　 いじ めら れている こ と を 親に話す。

　 ・ 　 いじ めら れている 人の相談に乗る 。
　 ・ 　 いじ めの相談は、 必ず大人にする 。

○　 Ｄ Ｖ Ｄ 「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ !いじ め あ なたは大丈
夫？」 のはじ めの５ 分間の事例（ かばんを

持たせる 、 かばんを 蹴る ） を 視聴さ せ、 い
じ めら れる 側の気持ち、 いじ める 行為につ

いて考えさ せる 。 ワ ーク シ ート を 活用し て
感想を 引き 出す。

○　 Ｄ Ｖ Ｄ 「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ !いじ め あ なたは大丈

夫？」 の続き を 視聴さ せ、 いじ めへの対応
について考えさ せる 。 ワ ーク シート を 活用

し て感想を引き 出す。

ま
と
め

５ 　 振り 返り を 行う 。

　（ 1）　【 DVD 視聴】続きから 最後まで視聴する 。
　（ 2）　 今後、 いじ めら れたり 、 その場面に出

会っ たり し たと き にする こ と 、 自分がで
き る こ と を 確認する 。

○　 こ れま での学習を 振り 返ら せ、 自分が具

体的にでき る こ と を ワ ーク シート 等に記入
し ている こ と を 確認する 。

いじ めら れたり 、 その場面に出会っ たり し たと き の対応を 考えよう 。

◆学習のねら い
　 　 いじ めを な く すた めに、 自分ができ る こ と

を 考え る こ と を 通し て、 いじ めを し な い、 さ
せな い、 見過ご さ な い、 見て 見ぬ振り を し な

いための態度を育てる 。

◆評価
　 　 いじ めについて 自分で考え、 いじ めを な く

すために自分ができ る こ と を し よ う と する 意
識を 高めている 。

　 ※実施の時期や学年によ っ て は、 キ ャ リ ア 教
育と 結び付け、 社会に出た と き に、 いじ め

に対し て、 ど のよ う に対応し て いく のかを

考える こ と をねら いにし ても よ い。

◆教育課程における位置付け
　 特別活動

◆主な使用教材例
　 ・ Ｄ Ｖ Ｄ「 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ !いじ め あなたは大丈夫？」

（ 児童・ 生徒指導編　 中学校編）」
　 ・ ワ ーク シート

特別支援学校
知的障害のある 児童・ 生徒への指導事例
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板書例

展開の工夫① 　 短冊を活用し てまと める。

ワーク シート 等を 用いて個人の考えを まと める 方法のほかに、 グルー

プワーク によっ て考えを まと めていく 方法も あり ます。

グループでまと めた意見や考えを 大き めの短冊にまと め、 発問ごと に

黒板に掲示し ていく と 、 グループの意見交流や考えのまと めなど 、 全体

での共有を 効果的に行う こ と ができ ます。

〈 板書例〉

展開の工夫② 　 具体的な内容を選択肢で示す。

発達の段階によっ て、 ほかの人の立場になっ て考えたり 、 気持ち を 考えたり するこ と が苦手な児

童・ 生徒も います。 そのよう な場合は発問を、「 いじ めら れている人は、 どんな気持ちですか。」 で

はなく 、「 いじ めら れている人を 見たら どう し ますか。」 や「 いじ めら れたと き どう し ますか。」 と し 、

さ ら にその時の具体的な行動を 選択肢で示し ます。

ワーク シート での取組や、 選択肢を 大き なカ ード で示し 、 そこ に集まるなど周囲の人の様子を 見

えるよう にする工夫も 考えら れます。

展開の工夫③ 　 演じ るこ と を通し て理解を促す。

発達の段階によっ て、 映像から 情報を 理解するこ と が難し い場合、 演じ るこ と が理解の助けにな

るこ と があり ます。

具体的には、 実際に演じ てみるロ ールプレ イ ン グを 行っ たり 、 モデルと し て教員や学級の代表が

演じ る のを 見たり する と いう 方法が考えら れます。 自分自身が体験する こ と で理解でき る こ と や、

身近な人が演じ るこ と で実感し やすく なるこ と が期待でき ます。

い
じ
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
人
の
気
持
ち

つ
ら
い

や
め
て
ほ
し
い

〈 例〉「 いじ めら れている 人を 見たら ど う し ま すか。」

ア　 家の人や先生など 、 大人に知ら せる 。 ウ 　 その場から 逃げる 。
イ 　 助ける ために、 いじ めを 止める 。 エ　 何も せず、 だま っ て見ている 。
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資料等

生徒指導の実践上の視点

( 1 )　 自己存在感の感受

　 居心地の良い学級、 Ｄ Ｖ Ｄ 視聴後の感想、 いじ めら れたり 、 その場面に出会っ たり し たと き の

対応について、 考えたこ と を 友達に伝え、 その考えが認めら れる よ う にする 。

( 2 )　 共感的な人間関係の育成

　 自分と 異なる 思いや考えを 大切にし 、 互いに理解し よ う と する 。

( 3 )　 自己決定の場の提供

　 いじ めら れたり 、 その場面に出会ったり し たと き の対応について考え、 伝える 場を 設定する 。

( 4 )　 安全・ 安心な風土の醸成

　 一人一人が考えたこ と を 大切にし ながら 話合いを進める よ う 確認し 、 児童・ 生徒が安心し て学

習に取り 組むこ と ができ る よ う にする 。
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　 いじ め防止対策推進法第 18 条では、 教職員を対象にいじ めに関する 研修を実施する こ と が定めら れて

いま す。 こ のこ と を踏ま え、 都内の全公立学校において、 年間３ 回以上の校内研修を実施する こ と と し て

いま す。 教員一人一人のいじ め問題への対応力を身に付ける ため、 以下の研修プロ グラ ムを開発し ま し た。

「 教員研修プログラ ム」 の活用について

【 研修１ ～３ 】
　 三つのプログラムを実施することで、 全教職員で共通理解を図ります。

 早期発見

　【 研修１ 】「 いじ め」 の定義の確実な理解
　 　「 いじめ」 の定義の確実な理解

 未然防止   早期発見

　【 研修２ 】「 学校いじ め防止基本方針」 に基づく 確実な取組の推進
　 　「 学校いじ め防止基本方針」 の内容及び「 学校いじ め対策委員会」 の役割の理解

　 　「 学校いじめ防止基本方針」 に基づいた取組事項の確認

 早期対応   重大事態への対処

　【 研修３ 】 いじ め問題の解消に向けた組織的な取組
　 　「 学校いじめ対策委員会」 と、 関係機関等との連携・ 協力体制

【 研修４ 】 ～【 研修９ 】
　 自校が課題としているプログラムを選択し 、 Step １に加えて行います。

Step

１

Step

2

項目 プログラ ムのねら い 主な内容 上巻と の関連

早期発見

【 研修１ 】
「 いじ め」 の定義の
確実な理解

○「 いじ め」 の定義を 確実に
理解し 、 全ての教職員が同
一の基準でいじ めの認知が
でき る よ う にする 。

・ 事例を 用い て、 い じ めか
どう かを 各自で考える 。

・ 「 いじ め」 の定義を 確認し 、
事例に つ い て 再度考え、
判断し 、 話し 合う 。

・ 日常生活で 児童・ 生徒の
気にかかる 様子やい じ め
と 疑われる 事例について
話し 合う 。

２ 　 早期発見 (1 )
「 い じ め」 の定義
の正し い理解に基
づく 確実な認知

未然防止

早期発見

【 研修２ 】　
「 学校い じ め 防止基
本方針」 に基づく 確
実な取組の推進

○「 学校いじ め防止基本方針」
の内容及び「 学校いじ め対
策委員会」 の役割を 十分に
理解する 。

○「 学校いじ め防止基本方針」
に基づき、 全教職員が確実に
取り 組むべき事項を確認する。

・ 「 学校い じ め 防止基本方
針」 の内容を 確認する 。

・ 「 学校いじ め対策委員会」
の構成員、役割を確認する。

・ 「 学校いじ め対策委員会」
に よ る いじ め認知の手順
を 確認する 。

１ 　 未然防止 (2 )
教職員の意識の向
上と 組織的対応の
徹底

早期対応

重大事態への対処

【 研修３ 】
いじ め問題の解消に
向けた組織的な取組

○「 学校いじ め対策委員会」により 認
知さ れたいじ めを、迅速かつ適切
に解消するための組織的な体制
や、保護者、地域住民、関係機関
等と の連携・ 協力体制を整える。

○重大事態の定義を 確実に理
解する 。

・ 早期対応のた めの組織的
な 取組や対応につい て 考
える 。

・ 早期対応のた めの取組に
ついて共通理解を 図る 。

・ 重大事態の定義と 、「 いじ
めの防止等のた めの基本
的な 方針」 の内容を 確認
し 、 理解を 深める 。

３ 　 早期対応 (1 )
「 学校い じ め対策
委員会」 を 核と し
た対応の徹底

４ 　 重大事態への
対処 ( 1 )
重大事態発生の判
断

「 教員研修プログラ ム」 の概要第 1 章
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未然防止

【 研修４ 】
いじ めを 生まない
環境づく り

○いじ めを 生ま ない、 見て見
ぬ振り を し ない学級・ 学校
を 作り 、 いじ めの未然防止
に向けて児童・ 生徒の意識
を 高める。

・ 自己肯定感や自尊感情を
高める 指導（「 居場所づく
り 」 と 「 き ずな づく り 」）
の視点に つい て 知り 、 指
導のポイ ント を 考える 。

・ 「 居場所づく り 」 と 「 き ず
な づく り 」 の具体的な 取
組を 考える。

・ 自己指導能力を 獲得する
た めの指導のポイ ン ト に
ついて考える 。

１ 　 未然防止 ( 1 )
子供が安心し て 生
活で き る 学級・ 学
校風土の創出

未然防止 

【 研修５ 】
専門家等の知見を 活
用し たいじ め防止対
策及び早期解決への
取組

○児童・ 生徒が悩みや不安に
ついての対処の方法を 理解
し 、 実践でき る よ う にする
ために、 学級担任だけでな
く 、 専門家等を 活用し て、
組織的に対応でき る よ う に
する 。

・ ス ク ールカ ウ ン セ ラ ーを
活用し た 授業実践例を 参
考にする 。

・ 情 報 伝 達 型、 対 話 型 等、
授業方法を 工夫する 。

１ 　 未然防止 ( 3 )
いじ めを 許さ な い
指導の充実

未然防止 

【 研修 6 】
いじ めの未然防止に
向けた関係機関等と
の連携

○い じ め の未然防止に 向け
て、 学校が保護者や地域、
関係機関等と 連携する こ と
の大切さ について意識を 高
め、 社会全体でいじ めに対
応でき る関係を 作る 。

・ いじ めの未然防止に向け
て 連携を 図る 主な 関係機
関等を 確認する 。

・ 学校と 関係機関等と の連
携の目的を 確認する 。

・ 「 学校サポート チーム」 と
の日常の連携について 自
校の取組を 見直す。

１ 　 未然防止 ( 5 )
保護者、 地域、 関
係機関等と の共通
理解の形成

早期発見

【 研修 7 】
「 い じ め 」 の定義に
基づく いじ めの認知

○児童・ 生徒の様子から 、 い
じ めやいじ めの疑いに気付
く こ と ができ るよう にする。

・ 児童・ 生徒の出すい じ め
のサイ ン の場面と 視点に
ついて考える 。

・ いじ めやいじ めの疑い に
気付く た めに、 特に 気を
付け る べき 場面と 視点に
ついて話し 合う 。

・ いじ めのサイ ン を 受け 止
める た めに 児童・ 生徒及
び教職員が相談し やすい
校内体制を 構築する

２ 　 早期発見 ( 2 )
子供の様子から 初
期段階のいじ めを
素早く 察知

早期発見

【 研修 8 】
いじ めの早期発見の
ための情報共有

○学級担任任せにする のでは
な く 、 全教職員が全児童・
生徒の指導に責任を 有し て
いる と いう 意識の下、 組織
的に児童・ 生徒の状況を 観
察する と と も に、 情報共有
によ り いじ めを 早期に発見
する 。

・ 情報共有の重要性を 理解
する。

・ 校内で 実践し て いる 情報
共有の方法を 確認する 。

・ 取組の実施に よ る 成果や
課題について話し 合う 。

２ 　 早期発見 ( 3 )
全て の教職員によ
る 子供の状況把握
　 早期発見 ( 4 )
子供から の訴え を
確実に受け止める
体制の構築
　 早期発見 ( 5 )
保護者、 地域、 関
係機関等から の情
報提供や通報

未然防止

【 研修 9 】
自己の取組を 点検す
る レ ーダーチャ ート
の活用

○レ ーダーチャ ート を 作成す
る こ と で、 自己の取組を 点
検し 、 一人一人の対応力を
強化する。

・ 自己のいじ め防止対策の
取組状況を 振り 返り 、 小
グ ルー プ で 成果と 課題、
改善策を 情報共有する 。

・ 小グ ループ で 共通で 取り
組む改善策を 決定し 、 実
施時期等、 今後の取組計
画を 立案する 。

１ 　 未然防止 ( 2 )
教職員の意識の向
上と 組織的対応の
徹底

早期対応

【 研修 1 0 】
いじ め問題の解消に
向けて効果のあっ た
取組

○いじ め問題の解消に向けて
効果のあっ た取組事例を 通
し て、「 学校い じ め対策委
員会」 の役割についての理
解を 深め、 いじ め問題に対
し 、 組織的に対応でき る よ
う にする。

・ いじ めを 解消する た めに
はど のよ う な 指導及び関
係機関等と の連携を 行う
必要があ る のか、 取組の
経過を 個人で 考え た 後、
グループで話し 合う 。

・ 事例研修を 振り 返り 、 学
んだこ と を まと める 。

３ 　 早期対応 ( 2 )
被害の子供が感じ
る 心身の苦痛の程
度に応じ た対応例

３ 　 早期対応 ( 3 )
加害の子供の行為
の重大性の程度に
応じ た指導例
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74 第４ 部

◯　「 いじ め」 の定義を確実に理解し 、 全ての教職員が同一の基準でいじ めの認知ができ る よ う にする 。

事例１
　 Ａ さ んは、 同じ ク ラ ス のＢ さ んに、
いき なり 頭を たたかれた。 Ａ さ んは泣
き ながら 担任のと こ ろへ駆け寄り 、「 Ｂ
さ んにたたかれた。」 と 訴えた。 担任は、
Ｂ さ んに問いただし たと こ ろ、 Ａ さ んを
たたいたこ と を 認めたため、 厳し く 注
意し た。 Ａ さ んがＢ さ んにたたかれた
のは、後にも 先にも こ の日だけである 。

（ 文部科学省の資料によ る ）

事例２
　 体育の時間にバス ケッ ト ボールの試合を し た際、 球技が苦手なＢ
さ んはミ ス を し 、 Ａ さ んから ミ ス を 責めら れたり 他の同級生の前で
ばかにさ れたり し 、 それによ り Ｂ さ んはと ても 嫌な気持ちになっ た。
見かねたＣ さ んが「 それ以上言っ たら かわいそう だよ 。」 と 言っ た
と こ ろ、 Ａ さ んはそれ以上言う のを やめ、 それ以来、 Ｂ さ んはＡ さ
んから 嫌なこ と を さ れたり 言われたり し ていない。 その後、 Ｂ さ ん
も だんだんと バス ケッ ト ボールがう ま く なっ ていき 、 今では、 Ａ さ
んに昼休みにバス ケッ ト ボールを し よ う と 誘われ、 それが楽し みに
なっている 。

（ 文部科学省の資料によ る ）

ねら い

取組の内容例

１ 　 事例を用いて、 いじ めかどう かを各自で考える。

４ 　 いじ めの捉え方を確認する。

５ 　 学校及び学校の教職員の責務について確認する。 【 いじ め防止対策推進法　 第８ 条】

２ 　「 いじ め」 の定義を確認し 、 事例について再度考え、 判断し 、 話し 合う 。

３ 　 日常生活で児童・ 生徒の気にかかる様子やいじ めと 疑われる事例に 

　 ついて話し 合う 。

研修１

【 いじ め防止対策推進法　 第２ 条】 いじ めの定義
　 こ の法律において 「 いじ め」 と は、 児童等に対し て、 当該児童等が在籍する 学校に在籍し ている
等当該児童等と
①一定の人的関係にある他の児童等が行う
②心理的又は物理的な影響を与える行為（ インターネット を通じて行われるものを含む。） であって、
③当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう 。

　 法に規定された「 いじめ」 の定義と 照らし 合わせて、 日常生活で児童・ 生徒の気にかかる様子やいじめと
疑われる行為について話し 合うことを通して、 全ての教職員が、「 いじめ」 の定義を確実に理解する。

【 これまでのあり がちな捉え方】
・ 仲良し 同士の遊びの延長のようにも見えるから、 もう 少し 様子を見よう 。
・ この程度は、 子供たちの日常によくあることだ。

【 法律の定義に基づく捉え方】
・ いじめはどの学校どの子供にも起こり 得る。
・ 行為を受けた児童・ 生徒が心身の苦痛を感じているため、 いじめである。

【 第３ 期東京都教育委員会いじめ問題対策委員会　 答申（ 令和２ 年７ 月）】
・ 　 いじ めの認知に当たっては、 特に、「 好意で行った言動」、「 いじ めを意図せずに行った言動」 に留意

する必要がある。 被害の子供が「 心身の苦痛を感じているかどう か」 に鑑み、 個別に判断することの大
切さについて、 改めて教職員の共通理解を図ることが重要である。

「 いじ め」 の定義の確実な理解
早期発見

教員研修プログラ ム第 2 章
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75第４ 部

「 いじ め」 の定義（ 文部省・ 文部科学省による） の変遷

いじ めに対する認識の共有

研修に当たっての確認事項

◆ 教職員一人一人の受け止めに左右さ れた「 いじ め」
　 文部科学省の調査による と 、 平成 2 7 年度末には全ての学校が、「 学校いじ め防止基本方針」 を 策

定し 、「 学校いじ め対策委員会」 を 設置し まし た。 し かし ながら 、こ のよう な取組にも かかわら ず、「 児

童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する 調査」 における いじ めの認知件数は、 都道府県間

や学校間における差が大き いままです。 その背景の一つと し て、 児童・ 生徒の同じ 言動を 目にし ても 、

ある 教職員は「 いじ めである 。」 と 受け止める のに対し 、 他の教職員は「 いじ めではない。」 と 受け

止める認識のずれがあると 考えら れます。

　 いじ めはどの学校どの子供にも 起こ り 得る、 と の認識に立ち、 いじ めかどう かの受け止めを 教職

員間で統一するこ と が必要です。 いじ め問題を 見落と さ ないためには、 教職員一人一人が「 いじ め」

の定義を 正し く 理解するこ と が重要です。

◆ 法に規定さ れた「 いじ めの定義」 は広範囲なも のに修正さ れてきまし た
　 過去の「 いじ め」 の定義は、「 一方的に」、「 継続的に」、「 深刻な」 などの要素が含まれており 、 い

わゆる 社会通念上のいじ めに近いも のと なっ ていまし た。 し かし 、 いじ め防止対策推進法に規定す

る「 いじ め」 の定義では、いじ めに該当する行為の範囲は極めて広く 、その行為を受けた児童・ 生徒が、

心身の苦痛を 感じ た場合は、「 いじ め」 に該当する と さ れています。「 学校いじ め対策委員会」 がい

じ めを 認知するに当たっ ては、 一人一人の児童・ 生徒の状況から 、「 こ の子供は苦痛に感じ ているの

ではないか。」 と いう 視点に立っ て判断するこ と が必要です。

　「 冷やかし やから かい、 悪口や脅し 文句、 嫌なこ と を言われる」 に関し ては、 教師による「 認知」 と 、

児童・ 生徒が「 経験」 し たと 回答し た割合がほと んど同じ 値である。 し かし 、「 軽く ぶつから れたり 、

遊ぶふり をし てたたかれたり 、蹴ら れたり する」、「 仲間はずれ、集団による無視をさ れる」 については、

教師が「 認知」 し た回答が低く 、 第三者の目には見えづら い行為であるこ と から 、「 認知」 のための観

察が課題と なっ ています。

（ 参考： 国立教育政策研究所「 いじ め追跡調査 2019 － 2022」 令和６ 年 12 月）

昭和 6 1 年度 平成６ 年度 平成 1 8 年度

１ 　 一定の人的関係の
ある 他の児童等が行
う

２ 　 心理的又は物理的
な影響を 与える 行為

（ イ ン タ ーネ ッ ト を
通じ て行われる も の
を 含む。）

３ 　 心身の苦痛を 感じ
ている も の

１ 　 一定の人間関係の
ある 者から

２ 　 心理的、 物理的な
攻撃を 受けたこ と に
よ り

３ 　 精神的な苦痛を 感
じ ている も の

１ 　 自分よ り も 弱い者に対し て一方的に
２ 　 身体的・ 心理的な攻撃を 継続的に加え
３ 　 相手が深刻な苦痛を 感じ ている も の

なお、 起こ っ た場所は学校の内外を 問わないこ と と する 。

４ 　 個々の行為がいじ めに当たる か否かの判断を 表
面的・ 形式的に行う こ と なく 、 いじ めら れた児童
生徒の立場に立っ て行う

４ 　 学校と し てその事
実（ 関係児童生徒、
いじ めの内容等） を
確認し ている も の

平成 2 5 年度

【 いじ め防止対策推進法案に対する附帯決議（ 抜粋）】

（ 平成 2 5 年６ 月 1 9 日　 衆議院文部科学委員会、 同６ 月 2 0 日　 参議院文教科学委員会）

いじ めには、 多様な態様があるこ と に鑑み、 本法の対象と なるいじ めに該当するか否かを判断するに当たり 、

「 心身の苦痛を感じ ているも の」 と の要件が限定し て解釈さ れるこ と のないよう 努めるこ と 。

参照： いじ め総合対策【 第３ 次】 上巻 47 ページ
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76 第４ 部

◯　「 学校いじ め防止基本方針」 の内容及び「 学校いじ め対策委員会」 の役割を 十分に理解する 。

○　「 学校いじ め防止基本方針」 に基づき 、 全教職員が確実に取り 組むべき 事項を確認する 。

ねら い

取組の内容例

１ 　「 学校いじ め防止基本方針」 の内容を確認する。

２ 　「 学校いじ め対策委員会」 の構成員、 役割を確認する。

３ 　「 学校いじ め対策委員会」 によるいじ め認知の手順を確認する。

早期発見未然防止

準　 備：「 学校いじ め防止基本方針」

内容例： いじ め防止に関する 基本的な考え方、 いじ め防止のための組織、 いじ め防止年間計画、

いじ めの未然防止、 いじ めの早期発見、 いじ めを 認知し た場合の対応、 重大事態への対処、

関係機関と の連携　 等

○○学校
「 いじ め対策委員会」 構成員

・ 校長

・ 副校長

・ 教務主任

・ 生活指導主任

・ 主幹教諭

・ 学年主任

・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ー

・ 養護教諭

・ ス ク ールカウ ン セラ ー

・ 校長が必要と 認める 者　 等
※いじ めが認知さ れた場合には、 当該児童・ 生

徒の学級担任や情報を得た教職員を加える。

「 学校いじ め対策委員会」 の主な役割

・「 学校いじ め防止基本方針」 の策定

・ いじ め問題に関する 年間指導計画の作成、 実行

・「 学校サポート チーム 」 定例会議の実施

・ 保護者会、 学校便り での取組周知

・ ス ク ールカウ ン セラ ーによ る 全員面接の計画、 実施

・「 いじ め発見チェ ッ ク シート 」 の計画、 実施

・ 児童・ 生徒間のト ラ ブルに関する 情報収集・ 共有

・ いじ めの認知・ 解消に関する 協議

・ 対応方針の作成、 役割分担

・ 対応状況の確認、 経過観察　 　 　 等

◇教職員によ る 日常の

観察

◇本人・ 保護者・ 児童・

生徒から の訴え

◇教育相談

◇個人面談

◇アンケート

◇生活ノ ート や日記

情報を得た教職員

担任・ 学年主任等

生徒指導主任

※緊急の場合等には、 マ
ニ ュ ア ル ど お り に 報
告・ 連絡等が行われな
いこ と も あり 得る 。

学校いじ め対策委員会

◇事実確認の方策協議

◇教職員によ る 役割分担

◇事案の報告によ り 、 詳細を 確認

◇指導方針・ 指導体制の決定

いじ めの認知

①  子 供 の 様 子 の 変 化 
への気付き ・ 通報

② 報告・ 連絡・ 相談
③  情報集約、 全体像の把握、 

方針の決定

報告 共通理解

校　 長

副校長

職員会議

研修 2 「 学校いじ め防止基本方針」 に基づく 確実な取組の推進
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7 7第４ 部

「 学校いじ め対策委員会」 を核とし た組織的な対応の推進

研修に当たっての確認事項

◆ 「 学校いじ め防止基本方針」 の周知徹底

【 いじ め防止対策推進法】

第 13 条　 学校は、 いじ め防止基本方針又は地方いじ め防止基本方針を参酌し 、 その学校の実情に

応じ 、 当該学校におけるいじ めの防止等のための対策に関する基本的な方針を定めるも のと する。

　 実効性を あげる かどう かの鍵は、 教職員によ る「 学校いじ め防止基本方針」 に基づく 取組の徹底

にあり ます。 学校と し て決定し た取組を 全教職員が確実に実行する こ と や、 学校と し て決めた手順

に従っ て全教職員が対処し ていく こ と が重要です。 一方で、 緊急性や重大性に応じ て臨機応変に対

応でき る よう にし ておく こ と も 大切です。 取組の中で不都合がある場合は、 その都度、「 学校いじ め

対策委員会」 で見直し を 行います。 また、 全ての教職員が保護者等に対し て、 分かり やすい言葉で、

基本方針の概要を説明でき るよう にするこ と も 重要です。

◆ 「 学校いじ め対策委員会」 の役割の明確化

【 いじ め防止対策推進法】

第 2 2 条　 学校は、 当該学校におけるいじ めの防止等に関する措置を実効的に行う ため、 当該学校

の複数の教職員、 心理、 福祉等に関する 専門的な知識を 有する 者その他の関係者によ り 構成さ れ

るいじ めの防止等の対策のための組織を置く も のと する。

　「 学校いじ め対策委員会」 の構成員と 役割を 明確にすると と も に、 一人一人の教職員が児童・ 生徒

のト ラ ブル等気になる 様子に気付いた場合、 どのよ う な手順や方法で、 委員会に報告する のかを 共

通に理解でき るよう にするこ と が不可欠です。

　 また委員会は、定期的に会議を 行い、いじ めやいじ めの疑いのある事案について情報を 共有し たり 、

各事案への対応を 協議し たり する役割を 果たす必要があり ます。

① いじ めの疑い、 発見・ 通報
　 好意で行っ た言動や意図せずに行っ た言動であっ ても 、 被害の子供が心身の苦痛を 感じ ている か

ど う かに鑑み、 いじ めを 見逃すこ と があっ てはなり ま せん。 ま た、 児童・ 生徒や保護者から 、「 いじ

めではないか。」 と の相談や訴えがあっ た場合には、 真摯に傾聴し ま す。 些
さ

細
さ い

な兆候であっ ても 、 い

じ めの疑いがある 行為には、 早い段階から 組織的に対応する こ と が必要です。

② 報告・ 連絡・ 相談
　 いじ めの疑いに気付く 、 いじ めの兆候を 発見する 、 通報を 受ける など し た教職員は、 一人で抱え

込んで解決し よ う と する こ と なく 、 迅速に「 学校いじ め対策委員会」 に報告し ま す。 緊急の場合等、

事案に応じ ては、 マニュ ア ルど おり の対応が行われないこ と も あり 得ま すが、 最終的に校長が判断

でき る 体制を 整える こ と が求めら れま す。

③ 情報集約、 全体像の把握、 方針の決定
　「 学校いじ め対策委員会」 は、 校長の指示の下、 事実確認の方策について協議し ま す。 協議の結果

に基づき 、 役割分担等を 行い、 事案の詳細を 確認する と と も に、 その結果を 迅速に同委員会に報告

し ま す。「 学校いじ め対策委員会」 は、 報告さ れた状況について、 いじ めである か、 いじ めの疑いの

状況にある か等について協議し た上で、 校長が判断し ま す。「 学校いじ め対策委員会」 は、 指導方針

及び指導体制を決定し 、 職員会議等で共通理解を図り 、 指導に当たり ま す。

　 ①②③の手続き が遅滞なく 行われる よ う にする ため、教職員の構成や規模等の学校の実態に応じ て、

学校と し て基本と なる 報告の流れを決めておく こ と が大切です。

「 学校いじ め対策委員会」 によるいじ めの認知までの流れ
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◯　「 学校いじ め対策委員会」 によ り 認知さ れたいじ めを 、 迅速かつ適切に解消する ための組織的な体

制や、 保護者、 地域住民、 関係機関等と の連携・ 協力体制を整える 。

◯　 重大事態の定義を確実に理解する 。

ねら い

取組の内容例

１ 　 早期対応のための組織的な取組や対応について考える。

２ 　 早期対応のための取組について共通理解を図る。

（ いじ めの解消に向けた関係機関等と の連携・ 協力体制の例）

重大事態への対処早期対応

・ 　 研修２「 ３ 『 学校いじ め対策委員会』によ る いじ め認知の手順を 確認する 」（ 76 ページ）を振り 返り 、

「 学校いじ め対策委員会」 における いじ めの認知ま での過程を 確認する 。

・ 　 研修 10（ 92 ページから 100 ページま で） から 事例を 選択し 、 事案に応じ た対応及び関係機関等

と の連携・ 協力体制について話し 合う 。

・ 　 地域・ 学校で過去に起き た事例について振り 返っ たり 、 児童・ 生徒の実態から 今後起こ り 得る 問

題について想定し たり する こ と で、 危機管理能力を 高める 。

・ 　「 学校いじ め対策委員会」 における いじ めの認知から 事後対応ま での過程や、 ど の段階でど のよ

う な関係機関等と 連携する のかについて検討し 、 具体的な役割分担を行う 。

・ 　 連携を 必要と する 主な関係機関等の役割及び業務内容を 確認する 。

「 学校サポート チーム」

Ｐ Ｔ Ａ 役員、 地域住民、

民生・ 児童委員、 学校医、

関係機関等

所管教育委員会

学校いじ め対策委員会

◇事実確認の方策を 協議

◇教職員によ る 役割分担

◇事案の報告によ り 、 詳細を 確認

◇指導方針・ 指導体制の決定

いじ めの認知

③  情報集約、 全体像の把握、　  
方針の決定

④ いじ めの解消に向けた対応・ 指導 ⑤ 事後対応

職員会議

報告

※報告

支援
指示

共通
理解

○継続指導

○経過観察

○学級・ 学年経営

児童・ 生徒、

保護者への対応

警察（ 少年センタ ー）、

教育相談センタ ー等

スクールソーシャルワーカー、 ユースソーシャルワーカー

※通報

援助

表中の「 ※報告」 は、 いじめ防止対策推進法第 23 条第 2 項に、「 ※通報」 は、 第 23 条第６ 項に示されています。

研修 3 いじ め問題の解消に向けた組織的な取組
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一人で抱え込まず、「 組織」 として対応する

研修に当たっての確認事項

◆ 教職員による重大事態の定義の確実な理解
　 学校の組織的対応にも かかわら ず、 重大事態に至っ てし まう 事案も 起こ り 得ます。 そのために、

全ての教職員が、 日頃から 、 いじ め防止対策推進法に規定さ れている 重大事態の定義を 正し く 理解

し ている こ と が求めら れます。 その上で、 重大事態が発生し た場合には、 法に基づく 調査の実施と

関係者間の緊密な連携による迅速かつ適切な対応が必要と なり ます。

【 いじ め防止対策推進法】

第 2 8 条第１ 項　 学校の設置者又はその設置する学校は、次に掲げる場合には、その事態（ 以下「 重

大事態」 と いう 。） に対処し 、及び当該重大事態と 同種の事態の発生の防止に資するため、速やかに、

当該学校の設置者又はその設置する学校の下に組織を設け、 質問票の使用その他の適切な方法によ

り 当該重大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行う も のと する。

一　 いじ めにより 当該学校に在籍する児童等の生命、 心身又は財産に重大な被害が生じ た疑いがあ

ると 認めると き 。

二　 いじ めにより 当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を 欠席するこ と を余儀なく さ れてい

る疑いがあると 認めると き 。

　 児童・ 生徒や保護者から 、「 金銭をと ら れた。」、「 暴力を受けた。」、「 いじ めにより 学校に行けなく なっ

た。」 などの申立てがあっ たと き は、 必ず重大事態が発生し たも のと し て報告・ 調査等に当たり ます。

④ いじ めの解消に向けた対応・ 指導

・ 　 学校は、 被害の子供・ 加害の子供・ 周囲の子供に対し て、 専門的な支援や指導が必要な場合は、

速やかに「 学校サポート チーム」 を 招集し 、 役割分担を し て、 問題の解決に向けての対応を 図り ま

す。 ま た、 Ｐ Ｔ Ａ や地域住民等が、 被害の子供・ 加害の子供・ 周囲の子供の保護者に働き 掛ける こ

と に効果がある と 考えら れる 場合には、 Ｐ Ｔ Ａ 役員を 招集し たり 、 学校運営協議会を開催し たり し

て、 協力を 依頼し ま す。 社会全体でいじ め問題の解決を図る 視点から 、 必要に応じ て、 民生・ 児童

委員など 広く 地域住民と 情報を 共有する こ と が大切です。

・ 　 暴力を 伴う いじ めなど 、 犯罪行為と し て取り 扱われる べき である と 考えら れる 事案については 、

教職員が、 所轄警察署や児童相談所等と 連携し 、 加害の子供に対し て毅
き

然と し た態度で指導を 行い

ま す。 特に、 学校で指導を 行っ ている にも かかわら ず、 加害の子供の反省が見ら れない場合など、

被害の子供の生命、 身体又は財産に重大な被害が生じ る おそれがある と 考える 事案については、 た

めら う こ と なく 直ちに、 所轄警察署に通報し 、 援助を求めま す。

・ 　 被害の子供や加害の子供の保護者が、 自分の子供の指導に悩んだり 、 指導する こ と が困難になっ

たり し ている 場合など には、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー等の協力を 得て 、 保護者に対し て心理的

な面や福祉的な面から の支援を 行いま す。

⑤ 事後対応

　 いじ めへの対応に当たっ ては、「 仲直り し た。」、「 謝罪し た。」、「 楽し そう に会話する 姿が見ら れる

よ う になっ た。」 など 、 表面的かつ安易な判断によ り 、 いじ めが解消し たと し て、 被害の子供への対

応を 終えてし ま う こ と があっ てはなり ま せん。 当該児童・ 生徒の様子や心情を 確実に把握し 、 安心

し て生活を 送る こ と ができ る よ う になる ま で支援を 継続し 、 状況を 「 学校いじ め対策委員会」 に報

告し ま す。 いじ めが解消さ れたかど う かについては、 教職員個人が行う のではなく 、「 学校いじ め対

策委員会」 が児童・ 生徒の状況等を 総合的に検討し た上で、 校長が判断し ま す。 ま た、 日頃から 全

ての教職員によ る 学校教育相談体制の充実を 図る こ と が重要です。

いじ めの解消に向けた組織的な指導体制の例
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◯　 いじ めを 生ま ない、 見て見ぬ振り を し ない学級・ 学校を 作り 、 いじ めの未然防止に向けて児童・ 生

徒の意識を 高める 。

ねら い

取組の内容例

１  　 自己肯定感や自尊感情を高める指導（「 居場所づく り 」 と 「 きず

なづく り 」） の視点について知る。

未然防止

いじ めを生まない環境づく り の視点

２ 　 自己肯定感や自尊感情を高める指導のポイント について考える。

４ 　 自己指導能力を獲得するための指導のポイント について考える。

児童・ 生徒が、 自己肯定感を も てる 場所を 教職員が作り 出すこ と 。

主体的に取り 組む協働的な活動を通し て、 児童・ 生徒自身が心の結び

付き や信頼感を 深め、 自尊感情を高めていく こ と 。

居場所づく り

き ずなづく り

○友達や教職員と の信頼関係の構築　 ○魅力ある 授業　 ○児童・ 生徒の規範意識の醸成　 　

○児童・ 生徒の自己肯定感や自尊感情を 高める 指導　 ○児童・ 生徒の人権意識を 高める 指導 等

　 多様な教育活動を 通し て、 児童・ 生徒が主体的に課題に挑戦し てみる こ と や多様な他者と 協働し

て創意工夫する こ と の重要性等を 実感でき る よ う にする 。

その際に留意する実践上の視点　  ①　 自己存在感の感受　 　 　 ②　 共感的な人間関係の育成 

③　 自己決定の場の提供　 　 ④　 安全・ 安心な風土の醸成

３ 　「 居場所づく り 」 と 「 きずなづく り 」 の具体的な取組を考える。

5 　 研修のまと め

○　 学校（ 学年） と し て、 統一的な取組を 構築する 。

○　 ２ に示し た五つのポイ ン ト について、 ①現在の取組、 ②取組の意図、 ③取組に当たっ ての留意

点の３ 点を 話し 合う 。

①　 特別活動や行事等を 児
童・ 生徒の 工夫で 企画・
運営し ている 。

②　 児童・ 生徒の仲間意識
を 育むと と も に、 集団へ
の所属感を 高める 。

③　 児童・ 生徒そ れぞれの
個性が発揮でき る よ う な
役割や場面を 設定する 。

①　 各教科等において、 自
尊感情や自己肯定感を 高
める こ と に重点を 置いた
年間指導計画を 作成する 。

②　 各教科等の指導で、 自
尊感情や自己肯定感を 高
める 。

③　 各教科等の目標や学習
内容を 踏ま え た 上で、 自
尊感情や自己肯定感に関
する 視点を 位置付ける 。

「 居場所づく り 」「 き ずなづく り 」

例（ 模造紙の例）

信頼関係の構築
自尊感情や自己
肯定感を高める
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いじ めが起きにく い学級環境・ 学校環境

研修に当たっての確認事項

　 児童・ 生徒が、 安心・ 安全に過ごすこ と ができ る 学級や学校にし ていく こ と （ 居場所づく り ） が、

いじ めの未然防止の第１ 段階です。 また、 思いやり や規範意識、 相手や周り を 気遣う 態度、 他者や

集団と の関わり を 大切にし たいと いう 意欲を 育むこ と も 大切です。 こ う し た気持ち を 児童・ 生徒に

育んでおかなければ、 知識を 与えただけ、 技能を 訓練し ただけにと どまり 、 いじ めの未然防止には

つながり ません。 児童・ 生徒自ら が、 実際に他者と 関わり 合う 中で、 よ り 良い生活を 築いていこ う

と する 思いを も つ場や機会を 提供し ていく こ と （ き ずなづく り のための場づく り ） が、 いじ めの未

然防止の第２ 段階です。

◆ 「 心の居場所づく り 」 を意識し た取組を行う 上での留意点
・ 　 一人一人を 大切にするこ と を 基本に置き、 教職員と 子供、 子供同士の好まし い人間関係を 育む。

　 また、 適切な対応や許し てはなら ない行為等の意見交換の場を 大切にし ながら 教職員間の共通

理解を 図る。

・ 　 個に応じ た指導の工夫などによ り 、 児童・ 生徒が学びの中で充実感、 成就感を 得る こ と ができ

る教育活動を 展開する。

・ 　 学校行事や生徒会活動、 係活動などにおいて、 児童・ 生徒の自発的・ 自治的な活動を尊重する。

◆ 「 き ずなづく り 」 を意識し た取組を行う 上での留意点
・ 　 児童・ 生徒に活動の意義や目的について十分理解さ せる と と も に、 子供の能力、 適性、 興味な

どに応じ た役割を 分担する。

・ 　 道徳科や特別活動の指導において、 自ら の生活や生き 方について考える 機会を 十分にと り 、 人

間と し ての生き 方についての自覚を深めさ せ、 集団や社会の中で自己を 生かす能力を 養う 。

・ 　 互いに協力し て目的を達成する活動を通し て、 自信を深めたり 、 他者と すすんで関わり をもったり す

ること ができるよう 指導に当たる。
参考： 国立教育政策研究所「 絆づく り と 居場所づく り 」 平成 24 年３ 月

国立教育政策研究所「 いじ めの未然防止Ⅰ・ Ⅱ」 平成 24 年９ 月
　 　 　 東京都教育委員会いじ め問題対策委員会「 東京都内公立学校に

おける いじ め防止に係る 取組の推進状況の検証、 評価及びいじ
め防止等の対策を 一層推進する ための方策について」 令和２ 年
７ 月 31 日

　 国立教育政策研究所「 いじ め追跡調査 2019 － 2022」 によ れば、 ｢暴力を 伴う いじ め｣ の加害経験率

は、 おおむね被害経験率と 同じ 傾向と なっ ていま す。 児童・ 生徒は、 いじ めら れた経験と 同時にいじ

めた経験を も っており 、 いじ めの被害及び加害は特定の児童・ 生徒に偏っ てはいま せん。 多く の児童・

生徒はいじ めら れる 、 いじ める と いっ た立場を 入れ替わり ながら いじ めに巻き 込ま れている 実態があ

り ま す。

　 し たがっ て、 全ての児童・ 生徒を 対象と し た未然防止の取組を 進め、 集団全体にいじ めを 許容し な

い雰囲気の形成、 いじ めに向かわない学級・ 学校づく り を 考えていく こ と が重要です。

◆ 東京都教育委員会では「 自尊感情」 や「 自己肯定感」 を 次のよ う に定義し ていま す。

〇「 自尊感情」 と は

　 自分のでき る こ と でき ないこ と など 全ての要素を 包括し た意味での「 自分」 を 、 他者と の関わり

合いを 通し て掛け替えのない存在、 価値ある 存在と し て捉える 気持ち

〇「 自己肯定感」 と は

　 自分に対する 評価を 行う 際に、 自分の良さ を 肯定的に認める 感情

　 ｢自尊感情｣ や「 自己肯定感」 を 高める ためには、 思い付き で幼児・ 児童・ 生徒を 指導し ている と

いう こ と では、 効果は期待でき ま せん。 幼児・ 児童・ 生徒が成長する 見通し を も っ て、 励ま し 、 認

める よ う な働き 掛けを 行う と と も に、 幼児・ 児童・ 生徒が互いに認め合える よ う な意識を 育み、 互

いに認め合える 環境を 作っ ていく こ と が、 教師に求めら れま す。
参考： 東京都教職員研修セン タ ー「 自信　 やる 気　 確かな自我を 育てる ために【 発展編】」 平成 24 年３ 月

自己肯定感や自尊感情を育む学級づく り
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◯　 児童・ 生徒が悩みや不安についての対処の方法を 理解し 、 実践でき る よ う にする ために、 学級担任

だけでなく 、 専門家等を 活用し て、 組織的に対応でき る よ う にする 。

ねら い

取組の内容例

１ 　 心理教育はスクールカウンセラーの職務

スクールカウンセラーを活用し た「 いじ め防止に関する授業」 実践事例

３ 　 授業方法の工夫

未然防止

スク ールカ ウンセラ ーの主な職務

（ １ ） 児童・ 生徒へのカウ ン セリ ン グ

（ ２ ） 保護者への助言・ 援助

（ ３ ） 児童・ 生徒集団、 学級や学校等の集団に対する アセス メ ン ト と 助言・ 援助

（ ４ ） 児童・ 生徒の困難、 ス ト レ ス への対処方法、 心の教育に資する 全ての

児童・ 生徒を 対象と し た心理教育プロ グラ ム 等の実施

（ ５ ） 不登校、 いじ めや暴力行為等問題行動、 子供の貧困、 虐待等を学校と し て

認知し た場合、 自然災害、 突発的な事件・ 事故が発生し た際の援助

（ ６ ） 教職員に対する コ ン サルテーショ ン

（ ７ ） 教職員のカウ ン セリ ン グ能力等の向上のための校内研修の実施

（ ８ ） 児童・ 生徒のカウ ン セリ ン グ等に関し 、 配置校の校長及び配置校を 所管する

教育委員会が必要と 認める 事項

２ 　 スクールカウンセラーが行う 心理教育

　 ス ク ールカ ウ ン セラ ーは、（ 一部省略） 学級環境の調整を し たり 、 学校の状況に応

じ て児童生徒に対し 人間関係を 構築する ための社会的ス キルを 育てる 心理教育プロ グ

ラ ムを 実施し たり する 必要がある 。

　 児童・ 生徒がいじ めの問題を自分のこ と と し て捉え、 考え、 議論する こ と に

よ り 、 いじ めに対し て正面から 向き 合う こ と ができ る よ う な実践的な取組を充

実さ せる こ と が、 いじ めの未然防止教育と し て重要です。（ 生徒指導提要 P132）

「 児童生徒の教育相談の充実について～学校の教育力を 高める 組織的な教育相談体制づく り ～（ 報告）」

文部科学省　 教育相談等に関する 調査研究協力者会議（ 平成 29 年）

情報伝達型

・ 心の成長過程

・ 精神疾患の知識

対話型

・ いじ め事例について

討論

体験型
・ リ ラ ク ゼーショ ン

・ 呼吸法

・ 筋弛緩法

参加型

・ ロ ールプレ イ ン グ

（ アンガーマネジメント ）

研修 5
専門家等の知見を活用し たいじ め防止対策
及び早期解決への取組
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小学校　 体育科保健領域「 心の健康」 における授業実践事例

５ 　 専門家等を活用して授業をする上での留意点
□　 説明の際は、 専門用語の使用を 避け、 簡潔で適格な言葉を 使い分かり やすく 説明する 。

□　 相談活動につながる よ う な雰囲気を 伝えたり 、 言葉遣いに気を 付けたり する 。

□　 必ず担任と 協働し て授業を 行う 。 専門家等が一人で授業する こ と はでき ない。

□　 授業内容について、 事前の計画と 事後の報告を 保護者へ周知する 。

□　 配慮を 必要と する 児童・ 生徒に対し ては、 事前の声かけや、 授業への参加を 無理強いし ないなど の工夫を する 。

□　 授業中に、 過去の経験を 思い出し 、 つら く なっ た時の対応を 事前に伝える 。

□　 年間を 通し て継続的に実施でき る よ う に、 生活指導や教育相談の年間計画に位置付ける 。

□　 継続し て関わり のある 児童・ 生徒に配慮し 、 当該児童・ 生徒の余計な情報を 漏ら さ ない。

展開例

学習内容・ 学習活動 指導上の留意点

導
入

　
５
分

１ 　 前時ま で の学習

を 振り 返る 。

２ 　 本時の目標と 評

価を 知る 。

Ｔ １ ： ・ 不安や悩みへの対処する 方法にはいろ いろ あり 、 自分に合っ た適
切な方法で対処でき る こ と を確認する 。

　 　 　 ・ 今日は不安や悩みへの対処法を練習する こ と を伝える 。
Ｔ ２ ： ・ 第２ 時で学習し たこ と （ 心と 体はつながっ ている ） を 確認し 、 心

の状態を変えよ う と 思っても 変えら れないと き は、体から アプロ ー
チし て、 心の状態を よ く する 方法を、 ス ク ールカウ ン セラ ーに教
えても ら う こ と を伝える 。

Ｔ １ ： ・ 本時のめあてと 評価ポイ ント を黒板に掲示する 。

展
開

　
30

　
分

３ 　 体ほぐ し 運動と

呼 吸 法 を 練 習 す

る 。（ ５ 分）

４ 　 ペアになり 、 お互

いに体ほぐ し の運動

や呼吸法を し ている

様子を 撮影し 合い、

視聴し ながら お互い

の良かっ たと こ ろ や

課題を伝え合う 。

Ｔ ３ ： ・ 最初に一度見本を見せてポイ ント を押さ えた上で全員に実践さ せる 。
　 　 　 ・ 1 回目は見本を見る 。 ２ 回目はス ク ールカウ ンセラ ーと 一緒に実践

する 。
　 　 　 ・ 体ほぐ し の運動や呼吸法は、 気持ちを 楽にし たり 、 気分を 変えた

り する など不安や悩みへの対処になる こ と を伝える 。
Ｔ １ ： ・ ス ク ールカウ ンセラ ーの様子を動画撮影し 、 児童に配信する 。
Ｔ １ ： ・ ワ ーク シート を配付し 、 自己採点さ せる 。
　 　 　 ・ 一番上手にでき た動画を提出さ せる 。
Ｔ ２ ・ Ｔ ３ ： ・ 質問に答えながら 、 机間指導を行う 。

ま
と
め

　
１０
分

５ 　 本 時 を 振 り 返

り 、 学習のま と め

を する。

Ｔ １ ： ・ 様々な経験をする こ と は、心の発達のために大切である こ と を伝える 。
　 　 　 ・ １ 人で解決でき ないと き のために、 相談機関など の関連資料を 配

布する 。 ま た、 相談でき る 人を３ 人考えさ せワ ーク シート に記入さ
せる 。

　 　 　 ・ いじ めや暴力など、 子供だけでは解決でき ない悩みも あ る ため、
大人の相談相手も 書かせる よ う にする 。

Ｔ ２ ： ・ 心の健康と 体の健康の関連、 学校での相談体制について補足する 。
Ｔ ３ ： ・ 相談室の利用方法について補足する 。

◆学習のねら い

　 　 不安や悩みの対処と し て、 体ほぐ し の運動や
呼吸法など について、 理解する こ と ができ る よ

う にする と と も に、 それら の対処ができ る よ う
にする 。

◆評価
　 　 不安や悩みの対処と し て、 体ほぐ し の運動や

呼吸法など について、 理解する こ と ができ る よ

う にする と と も に、 それら の対処ができ る よ う
にする 。

　 心の健康について、 課題の解決に向けての話
合いや、 教科書や資料を 調べたり 、 自分の生活

を 振り 返っ たり する な ど の学習に進んで取り
組も う と し ている 。

◆教育課程における位置付け

　 小学校　 第５ 学年　 体育科保健領域
「 心の健康」

◆主な使用教材例
　 ・ 教科書

　 ・ ワ ーク シート
　 ・ 録画でき る Ｉ Ｃ Ｔ 機器
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◯　 いじ めの未然防止に向けて、 学校が保護者や地域、 関係機関等と 連携する こ と の大切さ について意

識を 高め、 社会全体でいじ めに対応でき る 関係を 作る 。

ねら い

取組の内容例

１ 　 いじ めの未然防止に向けて連携を図る主な関係機関等を確認する。

３ 　「 学校サポート チーム」 と の日常の連携について自校の取組を見直す。

未然防止

「 学校内」 …校長、副校長、生活指導主任、養護教諭、スク ールカウンセラ ー　 等

「 地域住民」 …民生・ 児童委員、 Ｐ Ｔ Ａ 役員、 保護者　 等

「 教育関係」 … 教育委員会、 教育支援セン タ ー、 東京都教育相談セン タ ー　 等

「 警察・ 司法関係」 … 警察署（ 少年セン タ ー）、 保護観察所、 法務局　 等

「 福祉関係」… スクールソーシャルワーカー（ ユースソーシャルワーカー）児童相談所、子供家庭支援センター　 等

「 保健・ 医療関係」 … 病院、 保健所　 等

「 その他」 … 地域自治会、 ボラ ン ティ ア団体　 等

【 現在の取組】
○　 保護者会、 道徳授業地区公開講座、 地域自治会の会合等で、「 学校いじ め防止基本方針」 の

内容及び取組について説明する と と も に、 学校ホームページに掲載する 。

○　「 学校サポート チーム 」 会議を 定期的に開催する 。

○　 道徳授業地区公開講座で、 情報モラ ルや健全育成に関する 講演や意見交流会を実施する 。

【 課題の洗い出し 】
○　 保護者、地域住民に対し 、「 学校いじ め防止基本方針」 を 周知する 方策を検討する 必要がある 。

○　「 学校サポート チーム 」 と 「 学校いじ め対策委員会」 と の連携体制について、 教職員の認識

や理解が不十分である 。

【 今後の取組】
○　 入学式及び年度初めの保護者会で、「 学校いじ め防止基本方針」 について説明する と と も に 、

関係機関等と の連携の必要性について周知を 図る 。

○　 いじ めの未然防止のために実施さ れた取組について 、 教職員、 児童・ 生徒、 保護者を対象に

意見を 集約し 、 取組の効果を検証する 。

２ 　 学校と 関係機関等と の連携の目的を確認する。

「 日常の連携」「 緊急時の連携」 と の二つの連携

・ 学校内外における 児童・ 生徒の健全育成の推進

・ 教育活動の充実を図る ための関係機関等と のネッ ト ワ ーク の構築

・ いじ め問題等の発生時の的確で組織的な対応

・ 指導困難な状況における 関係機関等と の連携

日常の連携

緊急時の連携

　 　（「 学校サポート チーム」 のメ ンバーと 教職員による意見交換会を実施　 ※話合いの例）

研修 6 いじ めの未然防止に向けた関係機関等と の連携
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今、 求められる連携 ～学校の「 抱え込み」 から 開かれた「 連携」 へ～

研修に当たっての確認事項

◆ こ れから の連携の在り 方
　 学校は、 学校内で全ての問題を 解決し よ う と する のではなく 、 状況に応じ 、 関係機関等に相談し

たり 協力依頼を し たり するこ と が必要です。

○　「 抱え込み」 意識から の脱却

・ 　 学校だけの対応でいじ めの問題等を解決するこ と は、一層困難になっ ていると いう 認識が必要です。

・ 　 教職員間の共通理解の下に、 学校内及び関係機関等と 連携し て対応するこ と が必要です。

・ 　 主たる対応を関係機関等に委ねた場合も 、 適切な役割分担の下に、 一体的な指導が必要です。

○　 関係機関等の理解

・ 　 教職員は、 関係機関等の業務内容を 十分に把握・ 理解するこ と が必要です。

・ 　 関係機関等の機能、組織、担当者名、所在地、連絡先等の一覧を全教職員に配布するこ と が必要です。

○　「 開かれた学校」 と し ての対応

・ 　 関係機関等と の連携の基本方針に関し て、保護者や地域住民に十分な理解を得るこ と が必要です。

・ 　 連携が必要と さ れる事案について、保護者の理解や地域住民に十分な説明を行う こ と が大切です。

◆ 日常の連携の目的
　 いじ めの未然防止に向けて、 専門性のある 関係機関等と の連携の意義や必要性について、 教職員

間で理解を深めると と も に、 学校の実態に応じ 、 必要な連携体制を 構築し ていく こ と が大切です。

区分 目的 具体例

日
常
の
連
携

健全育成の推進
・ いじ めの未然防止

・ 家庭教育の支援

情報モラ ル教育、 スク ールカ ウン セラ ーや精神科

医等によ る 保護者や地域住民対象の講演、 弁護士

によ るいじ め予防授業

ネ ッ ト ワ ー ク の

構築

・ 情報交換

・ 連絡体制の整備

情報交換会、 連絡協議会、 いじ め問題対応マニュ

アルの作成、 関係機関等一覧表の作成

児童・ 生徒指導

体制の充実
・ 教職員の指導力の向上

関係機関等を 招いての研修会、 ケース会議、

事例検討会

参考： 国立教育政策研究所「 学校と 関係機関等と の連携〜学校を 支える 日々の連携〜」 平成 23 年３ 月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 文部科学省「 学校と 関係機関等と の行動連携を 一層推進する ために」 平成 16 年３ 月

【 設置目的】　 児童・ 生徒の問題行動等への対応において、 保護者、 地域、 関係機関等と 迅速かつ適切

に連携協力でき る 体制を 確立し 、 児童・ 生徒の健全育成を 図る と と も に、「 学校いじ め対策

委員会」 を支援する 組織と し て、 都内全公立学校に設置し ている 。

【 構 成 員】　 校長、副校長、生活指導主任、保護者、学校医、ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー（ ユース ソ ー

シャ ルワ ーカ ー）、 民生・ 児童委員、 主任児童委員、 保護司、 子供家庭支援セン タ ー職員、

児童相談所職員、 警察職員（ ス ク ールサポータ ーを含む） 等

【 未然防止のための取組】

　 ・ 　 保護者会、Ｐ Ｔ Ａ の会合、保護者会、道徳授業地区公開講座、学校評議員会議等の場を 活用し て、

「 学校サポート チーム 」 と の連携の必要性について周知を 図る 。

　 ・ 　 「 学校サポート チーム」 と の連絡会議を年３ 回程度開催し 、「 学校いじ め防止基本方針」 に示す

取組内容やその進捗状況、 児童・ 生徒の様子等について意見交換を 行う 。

　 ・ 　 「 学校いじ め防止基本方針」 の改訂に際し て、「 学校サポート チーム」 から 意見を聴取する 。

「 学校サポート チーム」

「 学校いじ め対策委員会」 と 「 学校サポート チーム」 の連携
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４  　 いじ めのサインを受け止めるために児童・ 生徒及び教職員が相談しやす

い校内体制を構築する。  （ 参考：「 いじ め総合対策【 第３ 次】」 下巻 P1 0 7 　 保護者プログラ ム）

５  　 ＳＯＳの出し 方や受け止め方に関する指導の充実及び具体的な取

組について確認する。

早期発見

２  　 児童・ 生徒の出すいじ めのサインの場面と 視点について考える。

場所 教室、 ト イ レ 、 人気の少ない階段、 空き 教室、 校庭や体育館の裏　 等

時間 授業、 休み時間、 清掃時間、 昼食時間、 部活動（ ク ラ ブ活動） や委員会活動　 等

視点
顔色、表情、容姿や服装の乱れ、 机上やト イレの落書き、視線、学習態度、声を掛けたと きの反応、
言葉遣い、 身の回り の物、 持ち物、 友達関係、 生活ノ ート 、 遅刻や欠席の状況　 等

○　 児童・ 生徒の様子から 、 いじ めやいじ めの疑いに気付く こ と ができ る よ う にする 。

ねら い

３  　 いじ めやいじ めの疑いに気付く ために、 特に気を付けるべき場面

と 視点について話し 合う 。

いじ めやいじ めの疑いに気付く ための視点（ 例）

【 学級担任、 副担任】
・ 欠席や遅刻が多く なる 。
・ 顔色が悪く 、 元気がない。
・ 下を向いて、 視線を 合わせよ う と し ない。
・ 友達にいじ ら れても 愛想笑いを する 。
・ 負担の大き い役割を 請け負う こ と が多い。
・ あから さ ま に教職員の機嫌を と る 。
・ 成績が下がる 。 等

【 専科、 教科担当、 部活動等担当】
・ 部活動を 休むこ と が多い。
・ 部活動の準備や片付けが特定の子供に偏る 。
・ 教職員によ っ て態度を変える 。
・ 教職員の言動を素直に受け取ら ない。
・ 忘れ物が多く なる 。
・ 道具が紛失する 。 等

【 ス ク ールカウ ンセラ ー】
・ 全員面接によ る 子供から の訴えがある 。
・ 保護者から 訴えや相談がある 。 　
・ 相談室の回り で見かける こ と が多い。
・ 校内巡視によ る 子供の観察から 異変に気付く 。

等

【 養護教諭】
・ 頻繁に保健室を 訪れる 。
・ 授業時間や下校時刻を 過ぎても 保健室から 出よ

う と し ない。
・ 保健室の周り で見かける こ と が多い。
・ け がの状況と 本人が話すけ がの理由が一致し

ない。 等

研修 7 「 いじ め」 の定義に基づく いじ めの認知

取組の内容例

１  　 教員向け、 児童・ 生徒向け、 保護者向けの資料を基に、 いじ め

を発見するための視点を確認する。
　 　 　 ・ 教員向け「 いじ め発見のチェ ッ ク シート 」（ いじ め総合対策【 第３ 次】 上巻 P108）

　 　 　 ・ 児童・ 生徒向け「 生活意識調査例」（ いじ め総合対策【 第３ 次】 上巻 P110 〜 113）

　 　 　 ・ 保護者向け「 いじ めのサイ ン 発見シート 」（ いじ め総合対策【 第３ 次】 上巻 P126）
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いじ めを見逃さ ないために

研修に当たっての確認事項

◆ 本人から の訴えには
・ 　 日頃から 、「 よく 言っ てく れたね。 全力で守るから ね。」 と いう 教職員の姿勢を 伝えると と も に、

実際に訴えがあっ た場合には、 全教職員でいじ めを 受けている 子供を 守り 抜く ための方策を 考え、

実践し なく てはなり ません。 保健室や相談室等一時的に危険を 回避する 時間や場所を 提供し 、 担

任やスク ールカ ウンセラ ーを中心に、本人の心のケアに努めるなどし て、心身の安全を 確保し ます。

◆ 周り の児童・ 生徒の訴えには
・ 　 いじ めを 訴えたこ と によ り 、 その児童・ 生徒へのいじ めが新たに発生する こ と を 防ぐ ため、 相

談室等、 児童・ 生徒が話し やすい環境を確保し て、 訴えを 真摯に受け止めます。

・ 　「 よ く 伝えにき てく れたね。」 と 思いやり のある 行動を 認め、 情報の発信元は絶対に明かさ ない

こ と を 伝えるなどし て、 安心でき るよう に配慮し ます。

◆ 保護者から の訴えには
・ 　 保護者がいじ めに気付いたと き に、 直ち に学校に連絡でき る よ う 、 日頃から 保護者と の信頼関

係を 築く こ と が大切です。

・ 　 問題が起こ っ たと き だけの連絡や家庭訪問では、信頼関係を築く こ と は困難です。日頃から 児童・

生徒の良いと こ ろ や気になるこ と など、 学校の様子を積極的に伝えます。

・ 　 児童・ 生徒の苦手なと こ ろ やでき ていない点を 一方的に指摘さ れる と 、 保護者は、 自分自身の

し つけや子育てについて否定さ れたと 感じ る こ と も あり ます。 保護者の気持ち を 十分に理解し て

接するこ と が大切です。

様々な方法で、 子供のサイ ンを受け止める

　 児童・ 生徒の気になる 様子について、 さ さ いなこ と で泣く ・ 周囲を 気にし ておどおどし ている 等

の「 表情や態度の変化」、 急に朝起き ら れなく なる・ 服が破ける 等の「 身体や服装の変化」、 付き 合

う 友達が急に変わる等の「 人間関係の変化」 など、いつも と 違う 様子や小さ な変化がみら れると き は、

子供が不安やスト レ スを抱えているこ と が考えら れます。

　 研修等の機会に「 いじ め発見のチェ ッ ク シート 」 等に示さ れた観点や内容について改めて確認す

る こ と で見逃し がないかを 確認し たり 、 気になる 児童・ 生徒の様子について様々な観点や内容を 基

に協議し たり するこ と が重要です。

　 また、 児童・ 生徒自身が、 現在起き ている 危機的状況、 又は今後起こ り 得る 危機的状況に対応す

る ために、 適切な援助希求行動（ 身近にいる 信頼でき る 大人にＳ Ｏ Ｓ を 出す） ができ る よ う にする

こ と 、 及び身近にいる大人がそれを受け止め、 支援ができ るよう にするこ と も 重要です。

　 東京都教育委員会では、 令和６ 年４ 月に、 子供たち が、 自分の不安や悩みに早期に気付く こ と が

でき るよ う になる ために児童・ 生徒向け動画「 心のＳ Ｏ Ｓ に気づこ う 」、 そし て、 教職員が、 子供の

Ｓ Ｏ Ｓ を 受け止め、 支援する力を 向上さ せるための教職員向け動画「 Ｓ Ｏ Ｓ の出し 方に関する教育」

を 作成し まし た。東京都教育委員会「 Ｓ Ｏ Ｓ の出し 方に関する教育を 推進するための指導資料」（ DVD）

を ぜひ御活用く ださ い。

　 多く の児童・ 生徒がいじ めの被害者にも 加害者にも な り 得る と いう こ と を 踏ま え、 全ての児童・

生徒について、 日常から き め細かな観察を 行う こ と や、 さ さ いな様子の変化であ っ ても 見落と さ ず

に確認する こ と が重要である 。
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◯　 学級担任任せにする のではなく 、 全教職員が全児童・ 生徒の指導に責任を 有し ている と いう 意識の

下、 組織的に児童・ 生徒の状況を観察する と と も に、 情報共有によ り いじ めを 早期に発見する 。

ねら い

取組の内容例

１ 　 情報共有の重要性を理解する。

早期発見

【 事例の概要】

　 当該生徒に対し 、 中学校２ 年生から 部活動のグ ループや同級生から の暴行や金銭強要が繰り 返し

行われていた。担任教諭は加害生徒に対し て、注意を 促す、握手をさ せる など の指導を行う だけであっ

た。 ３ 年生になり 、欠席や遅刻等が多く なっ たが、担任は、本人や保護者から 話を聞く こ と も なく 、「 学

校いじ め対策委員会」 に報告し なかった。

　 ９ 月になり 、 集団から 暴行を 受けた後、 学校を 無断で欠席し たこ と から 、 被害生徒の保護者が暴

行の事実を知り 、 加害生徒と その保護者と の話合いがも たれた。

「 いじ め問題に関する 研究」（ 平成 26 年２ 月） 34 ページ〜 38 ページ参考
東京都教職員研修セン タ ー　 平成 26 年２ 月

○　 いじ めへの対応が遅れて、 深刻な事態に至った事例を 挙げて、 情報共有の重要性を 確認する 。

２ 　 校内で実践している情報共有の方法を確認する。

情報共有の取組例

【 校舎内外の巡視】

　 ・ 　 登下校、 休み時間、 清掃時間、 放課後等に、 複数の教職員でチーム を 組んで校舎と 校庭の巡

視を 行い、 教職員は、 児童・ 生徒に積極的に声を 掛ける 。 一人でいる など 様子や態度が気になっ

た児童・ 生徒については、 周り の子供から 聴き 取り 、 記録簿に記入し 、 担当学年に報告する 。

【 教員同士・ 保護者・ 地域住民等によ る 情報交換】

　 ・ 　 毎週、「 学校いじ め対策委員会」 において、 校長、 副校長、 主幹教諭、 養護教諭、 ス ク ールカ

ウ ン セラ ー及び学年主任で情報交換を 行い、早急に対応が必要な児童・ 生徒への対応策を 協議し 、

一つの事象にと ら われず、 いじ めの全体像を 把握する 。 ま た、 保護者、 地域住民、 警察及び福

祉等の関係機関に対し て、 子供たちの様子で気になる こ と があっ たら 、 ど んな小さ なこ と でも

遠慮せずに学校に通報し ても ら える よ う 、 保護者会や「 学校サポート チーム 」 の会議等の際に、

保護者、 地域住民、 各関係機関等に依頼する 。

【 生活情報フ ァ イ ル】

　 ・ 　 電子データ によ る 全児童・ 生徒のフ ァ イ ル等を作成し 、 情報を 得た教職員は、 管理職に報告し 、

随時情報を 記入する 。 学級担任、 教科担任、 養護教諭、 部活動顧問はも ちろ んのこ と 、 事務職

員など も 気に掛かる 児童・ 生徒の様子を記録・ 報告する 。

３ 　 取組の実施による成果や課題について話し 合う 。

○　 継続し て取り 組むべき こ と は何か、 現在の情報共有の方法に課題はないかについて確認する 。

研修８ いじ めの早期発見のための情報共有
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いじ めの早期発見、 早期対応のための情報共有

研修に当たっての確認事項

◆ 情報収集
　 学校は保護者、 地域住民、 各関係機関等、 多方面から 情報を 収集する こ と によ り 、 いじ めの認知

などの適切な判断につながり ます。 そのため、「 学校いじ め対策委員会」 の定例会議や打合せ以外に

も 、 教職員は日常から ほかの教職員や保護者、 地域住民、 各関係機関等と 積極的にコ ミ ュ ニケーショ

ンを行い、 情報交換を するこ と が大切です。

【 行動１ 】 学級担任と と も に、 児童・ 生徒の状況を把握する。

【 行動２ 】 情報交換システムを作る。

　 ○　「 報告メ モ用紙」、「 連携ノ ート 」、「 子供を 語るノ ート 」 などを 活用し 情報を 共有する。

　 ○　「 校内 LAN」 を 活用し 、 共有フ ォ ルダに情報交換用シート を 作成し 、 期日を 決めて記入する。

【 行動３ 】 保護者、 地域住民、 各関係機関等から も 情報を収集する。

　 ○　 保護者、 地域住民、 各関係機関等から の情報は、 管理職へ報告し 対応を 検討する 。 情報は記

録に残す。

◆ 情報集約
　 課題を 明確にする こ と で、 適切に指導・ 対応を する こ と ができ ます。 そのために、 収集し た情報

を 集約し 、 必要な情報を追加収集し ます。

【 行動４ 】 情報を集約し 、 分析する。

　 ○　「 学校いじ め対策委員会」 では、 情報が、「 いつの時点のも のか。」、「 複数の情報源から 確認で

き るも のか。」、「 客観性のあるも のか。」 などを 検討する。

　 ○　 情報の緊急性と 重要性と の二つの視点から 、 対応の在り 方を 検討する。

【 行動５ 】 指導の根拠と なる資料を 作成する。

　 ○　「 学校いじ め対策委員会」 では、 各教職員が入力し たデータ やノ ート 等を 基に、 欠席状況、 指

導状況、 児童・ 生徒の傾向などを 記入し 、 対応の方針を 色別で分類する などし て、 情報を 共有

し やすいよう 工夫する。

　 ○　 保護者・ 地域住民・ 各関係機関等から の情報は、 資料と し て準備する。

　 ※　 収集し た個人情報等に係る内容については、 その取扱いに十分な注意が必要である。

第２ 学年　 赤：（ 学校全体） 早急な対応　 　 緑：（ 学年） 継続的な指導　 　 青：（ 学級） 具体的な対応　 　 黒： 解決済み

組 氏　 名 9 /1 0 9 /1 7 9 /2 4 10 /1 1 0 /8 1 0 /1 5 生徒の傾向等 担任・ 学年の指導等

1 Ａ 友人関係のト ラ ブル 経過観察

1 Ｂ 長期欠席の傾向 継続指導

1 Ｃ 精神的に不安定 継続指導

2 Ｄ いじ めの被害 全教職員で守る

2 Ｅ Ｈ さ んへのいじ め（ 加害） 全教職員で指導

2 Ｆ 女子に嫌がる 発言 経過観察

2 Ｇ Ｈ さ んへのいじ め（ 加害） 全教職員で指導

3 Ｈ 友人関係のト ラ ブル 経過観察

3 Ｉ 長期欠席の傾向 経過観察

赤： 早急な対応　 　 緑： 継続的な指導　 　 青： 学年・ 学級での具体的な対応　 　 黒： 解決済み

組 生徒の傾向等 担任・ 学年の指導等

1 Ａ さ ん： グループ内でいじ めたり いじ めら れたり を 繰り 返す。 個々で話を 聞き 、 個別指導中

1 Ｂ さ ん： ９ 月から 欠席が続く 。
継続指導　 家庭訪問　
ス ク ールカウ ン セラ ーによ る 面談実施

2 Ｅ さ ん： Ｈ さ んに対する 悪口が続く 。 「 学校いじ め対策委員会」 で対応を 決定

2 Ｇ さ ん： Ｅ さ んに同調し 、 悪口を 言う 。 「 学校いじ め対策委員会」 で対応を 決定

参考： 国立教育政策研究所「 生徒指導の役割連携の推進に向けて」 平成 23 年３ 月

「 色別分類シート （ 例）」　 生徒の様子　 令和○○年〇月○日

第２ 学年　 　 学級の様子　 令和○○年〇月○日（ 担任による記入例）

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム



9 0 第４ 部

◯　 レ ーダーチャ ート を 作成する こ と で、 自己の取組を点検し 、 一人一人の対応力を 強化する 。

ねら い

研修 9 自己の取組を点検するレーダーチャート の活用

取組の内容例

１  　 レーダーチャート を作成し 、 自己の取組を振り 返る。

２  　 自己のいじ め防止対策の取組状況の振り 返り 、 成果と 課題、 具

体的な改善策について、 簡潔に記入する。

３  　 小グループ（ 同学年の学級担任等） で成果と 課題、 具体的な改

善策について情報共有する。

４  　 小グループ で共通で取り 組む改善策を決定し 、 その実施時期、

優先度など、 今後の取組計画を立案する。
　 ※優先度の決定基準（ 例）

　 　 優先度 1 位　「 緊急性が高く 、 即効性も 高いも の」

　 　 優先度２ 位　「 緊急性は高いが、 即効性は低いも の」

　 　 優先度３ 位　「 緊急性は低いが、 即効性が高いも の」

　 　 優先度４ 位　「 緊急性も 即効性も 低いが、 実施する と 更に効果が期待でき る も の」

　 ・ 　 学校いじ め対策委員会でチェ ッ ク リ ス ト を取り ま と め、 傾向と 対策について検討

　 ・ 　 改善について悩みを 抱えている 教員に対する 生活指導主任、 管理職によ る 面談

【 取組についての留意事項】

○研修後、 必要に応じ て、 以下の対応を行う 。

○立案し た取組計画について振り 返る時間を設ける。

【 レーダーチャ ート （「 ふれあい月間『 教職員シート 』」）】

　 レ ーダ ーチャ ート （「 ふ

れ あ い 月間『 教職員シ ー

ト 』」） は、 教職員が自己の

取組を 点検する こ と で、 い

じ め防止の取組について一

人一人の対応力を 強化する

こ と ができ ま す。

　「 いじ め総合対策【 第３

次】」 上巻 106 ページ に掲

載し ていま す。
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年間を見通し た、 いじ め防止に関する研修の計画的な実施

研修に当たっての確認事項

４ 月　 校内研修①　 いじ めの定義、 学校いじ め基本方針等の理解

○　 以下の内容について、 関連資料を基に確認

　 　 ・ いじ めの定義

　 　 ・ 学校いじ め対策委員会、 学校サポート チームの構成メ ンバー

　 　 ・ 学校いじ め防止基本方針

　 　 ・ 重大事態の定義と 対処

○　 レ ーダーチャ ート の作成、 教員自身の現状把握

　 　 ※現状把握後、 各教員が自身の自己申告に反映さ せる 等によ り 、 確実に以降の取組

を 実施する よ う にする 。

６ 〜８ 月　 校内研修②　 １ 学期の振り 返り と ２ 学期以降の取組

○　 レ ーダーチャ ート によ る 現状把握と ２ 学期以降の計画立案

1 0 〜 1 1 月　 校内研修③　 ふれあい月間の取組

○　 各教員の取組状況把握

○　 ふれあい月間での取組について協議

　 　 ・ 取組計画（ 実施時期、 担当、 取組内容等）

　 　 ・ 取組成果、 ま と め、 分析の方法　 等

１ 月　 職員会議　 今年度の振り 返り と 次年度への引継ぎ

○　 各学年から 成果報告

○　 具体的な取組の紹介や発表

○　 次年度に向けて引継ぎの確認
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早期対応

◯　 いじ めの解決に向けて効果のあっ た取組事例を 通し て 、「 学校いじ め対策委員会」 の役割について

の理解を 深め、 いじ め問題に対し 、 組織的に対応でき る よ う にする 。

ねら い

事例研修の進め方（ ※次ページ以降の事例を活用する 。）

組織的な対応を行う ための改善のポイント

　 教職員は、 いじ めの定義や誰も が被害者・ 加害者になり 得るこ と を十分に理解

し 、 児童・ 生徒と の日常的な関わり を 通し て、 児童・ 生徒の様子の変化をき め細

かく 観察する。

　 教職員は自分が担任する学級・ 学年・ 教科等にかかわら ず、 児童・ 生徒の様子

で気になる こ と を 見聞き し た場合、 自分だけで判断せず、 全ての事案について、

迅速に「 学校いじ め対策委員会」 に報告する。

　 教職員から 報告を 受けた事案は、 校長の指示の下、「 学校いじ め対策委員会」

で協議を行い、 対応方針を 検討する。

　「 学校いじ め対策委員会」 が認知し たいじ めに対し ては、 対策委員会が具体的

な対応の在り 方等について協議し 、 校長が決定する 。 教職員は、 協議結果を 踏ま

えて、 組織的にいじ めの解消に向けた対応を 行う 。

１ 　 個人演習
　 ・「 事例の概要」 を 読み、 自校においてこ のよ う ないじ めが起き た場合、 いじ めを

解消する ためにはどのよ う な指導及び関係機関等と の連携を 行う 必要がある の

かについて、 こ の後に期待さ れる取組の経過を 記入する。

２ 　 グループ協議
　 ・ グループで、 取組の経過から ポイ ン ト になる と 考えら れる 取組を 中心に意見交

換を行う 。

　 ・ 取組の経過を グループで話し 合い、 まと める。

３ 　 全体発表
　 ・「 事例の概要」 で解決すべき 問題点及びグループでまと めた取組の経過について

発表する。

４ 　 事例における対応についての評価
　 ・ 事例における「 取組の経過概要」 と 「 事例が解決に至っ たポイ ント 」、自校の「 学

校いじ め防止基本方針」 を 踏まえ、「 学校いじ め対策委員会」 を 核と し た組織的

な取組と なっ ているかなどについて、 校長による解説と 講評を行う 。

５ 　 事例から の学び
　 ・ 事例研修を振り 返り 、 学んだこ と を まと める。

研修 1 0 いじ めの解消に向けて効果のあった取組
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異学年と の関わり がいじ めに発展し た事例

　 放課後、 児童三人が、「 先生、 Ａ の靴が片方あり ません。」 と 担任に訴えてき た。 児童Ａ は

学年を 問わず人気があり 、 目立つ存在の児童であるが、 靴が見当たら ないためか不安そう な

顔を し ている。 担任は児童Ａ と 児童ら と 一緒に昇降口の靴箱付近を 探し たが児童Ａ の靴は見

当たら ない。 さ ら に、校舎の周り を探し 始めたと こ ろ 、校舎の裏側で児童Ａ の靴が見付かっ た。

靴の中には砂利がいっ ぱいに詰め込んであり 、 靴の中に詰めら れた砂利を のける と 、 奥の方

に小さ な紙切れが入っ ていた。 紙切れには、 児童Ａ に対する悪口が書かれていた。

　 翌日の昼休み、 昨日児童Ａ と と も に靴を 探し た児童Ｂ は、 担任に対し て「 最近、 児童Ａ が

上級生の児童Ｃ と 児童Ｄ と よく 話し ている。 児童Ａ は、 児童Ｃ と 児童Ｄ が教室に来る と そわ

そわし 、 困っ たよう な表情をし ているこ と がある。」 と 話し た。

〈 事例の概要〉 

□ 取組の経過

□ 事例から の学び
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異学年の集団への対応

異学年交流による人間関係づく り

「 学校いじ め対策委員会」 の機能

　 異学年が関わる休み時間や登下校時での問題であっ たため、見守り 担当教員による行動観察、

継続的な支援を 行っ た。 また、 地域や保護者による通学路ボラ ンティ アパト ロールと の情報交

換を密に行っ たこ と により 、 児童の人間関係を把握するこ と ができ た。

　 ク ラ ブ活動や委員会活動、 １ 学年から ６ 学年の編成で活動を行う 縦割り 班では、 自分で判断

し て行動する力、 所属意識と 高学年と し ての役割意識の向上に焦点を 当てた。 教職員が、 児童

の主体性を 高めるために、 目的や内容を 明確にする 場を 設定し たり 、 一人一人を 丁寧に見て、

変容や伸びを称賛するこ と によっ て、 自尊感情や自己肯定感を高めたり する取組を行っ た。

　「 学校いじ め対策委員会」 へ報告する体制が確立し ていたため、 全教職員の共通理解の下に、

一貫し た指導と 、 速やかな対応が実現し た。

取組の経過概要

事例が解決に至っ たポイ ント

事案発覚から の

情報共有

児童Ｂ から の報告

による事実の確認

加害児童への対応

被害児童への対応

学校体制と 関係 

機関等と の連携

・ 　 担任は学年主任に報告し た。

・ 　 学年主任は、 生活指導主任に報告する と と も に、 児童Ａ の保護者

に電話で状況を 伝えた。

・ 　 児童ら と 児童Ａ の靴を探し た。 ⇒　 発見し た。

・ 　「 学校いじ め対策委員会」 にて事案を 「 いじ め」 と 捉え、 今後の

対応と 役割分担を決定し た。

・ 　 担任は、 児童Ｂ から 最近の児童Ａ の気になる 様子の情報を 得た。

・ 　 新たな情報を 学年主任に報告し た。

・ 　 関係児童の担任へ報告し た。

・ 　「 学校いじ め対策委員会」 で、 複数教職員によ る 聞き 取り 態勢を

確認し た。

・ 　 児童Ｃ 、児童Ｄ の聞き 取り から 、新たな児童Ｅ の関与が判明し た。

・ 　 児童Ａ の保護者に、こ れま での経緯を 説明する と と も に、児童Ｃ 、

児童Ｄ 、 児童Ｅ の保護者に状況を 伝えた。

・ 　 担当学年と 生活指導主任を 中心に、 靴を隠し た動機、 それぞれの

思い、 言い分を じ っ く り と 聞いた。 他人の痛みを 理解でき る よ う 、

指導を 根気強く 行っ た。

・ 　 担当学年の教員と ス ク ールカウ ン セラ ーが、 児童Ａ の不安を 解消

する ための支援を行っ た。 ま た、 週に一度、 担任と 児童Ａ が個別に

面談する 時間を 設定する と と も に、 適宜、 ス ク ールカウ ン セラ ーと

も 面談を 行い、 その後の様子の確認や心のケアを 行っ た。

・ 　 校内における 休み時間や登下校の様子を 観察する ための校内体制

を 整え、 複数の教職員で児童を見守った。

・ 　 民生・ 児童委員、 児童館の職員に、 いじ めの実態を伝え、 該当す

る 児童の様子の見守り を依頼し た。
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児童の特性に応じ て関係機関等と 連携し た事例

　 児童 A は、 周り の雰囲気を 感じ 取っ たり 、 友達と う まく コ ミ ュ ニケーショ ンを 図っ たり す

るこ と が不得意である。 また、 こ だわり が強く 協調性に欠ける ため、 周囲と ト ラ ブルになる

こ と も 多い。 学級内で、 次第に児童Ａ を 敬遠する雰囲気が感じ ら れたが、 児童Ａ が気にする

様子は見ら れなかっ た。

　 ある日、 担任は、 児童 A の座席の一つ後ろ の児童 B が、 児童 A に対し て必要以上に避ける

態度を と っ ているこ と に気付いた。 担任は児童Ｂ の様子を し ばら く 見守っ ていたが、 班で集

めて提出するプリ ント を児童Ａ のも のだけ集めなかっ たり 、児童Ａ が落と し た消し ゴムを蹴っ

たり する行動が見ら れたため、 その日の放課後、 児童 B と 個別面談を 行っ た。 児童 B は児童

A の行動が不快であり 、 嫌悪感が増し ていっ たと いう 主旨の話をし た。

　 三日後、 児童Ａ の保護者から 校長に電話があり 、 同じ 学級の児童の保護者から 、 学級内で

の児童 A の様子を心配する話を聞き 、 事実なら ば納得がいかないと の話があっ た。

〈 事例の概要〉 

□ 取組の経過

□ 事例から の学び
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対応方針の決定

児童Ａ の支援体制

づく り と 、 関係機

関等と の連携

学級の保護者 

への説明

学級の児童 

への指導

・ 　 保護者から の電話後、「 学校いじ め対策委員会」 によ る 協議を 行

い今後の方針を 検討し た。

・ 　 児童Ａ の保護者と 面談し 、 信頼の回復に努める と と も に、 専門医

の助言を 受ける こ と を 進める こ と と し た。

・ 　 担任は児童Ａ と 話し 合い、 日頃の思いを 受け止める こ と と し た。

・ 　 学年が一体と なり 、 学級集団への指導に当たる こ と と し た。

・ 　 ス ク ールカウ ンセラ ー、 特別支援教育コ ーディ ネータ ーと 連携し

て、 児童Ａ のサポート を行う こ と と し た。

・ 　 児童Ａ が医療機関で診察を受ける と と も に、 学校は必要に応じ て

医療機関と 連携し て指導に当たっていく こ と について保護者から 了解

を得た。

・ 　 学校は、 児童Ａ の「 学校生活支援シート 」 を作成する と と も に、 児

童Ａ について全教職員に周知し 、 サポート でき る 体制を確認し た。

・ 　 担任は、 児童Ａ に、 嫌なこ と や困ったこ と があったら すぐ に担任に

相談に来る よ う 話すと と も に、 学校は必ず児童Ａ を守る と 伝えた。

・ 　 担任は、 児童Ａ の保護者の了解を 得て、 保護者会で学級の中で児

童Ａ を避けたり 疎外し たり する 行為が見ら れている こ と を伝えた。

・ 　 その上で、 今後の学校の指導方針を 説明し 、 学校の指導等につい

て協力を 求めた。

・ 　 担任は、 学級の児童に対し て、 いかなる 理由があっ ても 、 いじ め

は絶対に許さ れない行為である こ と を指導し た。

・ 　 いじ めを受けて心が傷付いた児童Ａ の気持ちを 考えさ せた。

・ 　 道徳科や学級活動を 通し て、「 思いやり 」 や「 個性（ 自分ら し さ

と その人ら し さ ）」 について話し 合う 時間を 設定し た。

「 学校生活支援シート 」 を 活用し た関係諸機関等と の連携

児童に対する正し い理解

保護者への綿密な報告

　 定期的な支援会議を通し て、 学校と 家庭、 関係機関等による「 学校生活支援シート 」 に基づ

いて、 支援の役割分担や今後の方針等について話し 合っ た。 様々な観点から 情報交換するこ と

により 、 適切な指導や支援を行う こ と ができた。
※「 学校生活支援シート 」 と は、 本人や保護者の希望を 踏まえて、 教育、 保健・ 医療、 福祉等が連携し て、 児童・

生徒を支援し ていく 長期計画のこ と （ 平成 2 6 年　 東京都教育委員会　「 こ れから の個別の教育支援計画」 より ）。

　 こ の事例は、 周囲が児童Ａ の特性を 理解し ないまま学年が上がり 、 いじ めへと つながっ たも

のである。 まず、 自分のこ と を理解し ても ら えず、 必要な支援を 受けるこ と ができ なかっ た児

童Ａ のこ れまでのつら さ や苦し さ について全ての児童が理解でき るよ う にするこ と に努めた。

少し ずつ児童Ａ 自身の行動に落ち着き が見ら れ、 ほかの児童も 児童Ａ の特性に配慮でき るよう

になっ た。

　 保護者から 悩みや要望を 聞き、 その思いを受け止めるこ と に努めた。 その上で、 いかなると

き も 、 全力でＡ を 守り 抜く こ と を 保護者に伝えたこ と によ り 、 信頼関係を 築く こ と ができ た。

教職員は、 児童Ａ の行動面だけに着目し て対応するこ と がないよう 、 その背景を 踏まえて指導

に当たっ たこ と が問題の解決につながっ た。

取組の経過概要

事例が解決に至っ たポイ ント
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いじ める側といじ められる側が逆転し た事例

　 生徒 A は、 ユーモアがあり 行動力も あるこ と から 学級内でも 一目置かれる立場である。 生徒

A と いつも 一緒に行動するグループ内では、 時々生徒 A が強い語調で生徒 B と 生徒 C に接し

たり 指示を出し たり する姿が見ら れるこ と も あっ たが、 問題があるよう には見えなかっ た。

　 ある日、生徒 B と 生徒 C から 、「 生徒 A が自己中心的で困っ ている。」 と いう 相談を受けた。

担任は生徒 A のグループでの関係を 注意し て見るよう になり 、 自己中心的な発言が見ら れた

と き には、 その場で指導し た。 その後、 生徒 B と 生徒 C から は、「 関係が良く なっ た。」 と の

報告があり 、 担任は安心し ていた。

　 し かし 数日後、 生徒 B と 生徒 C が中心と なり 、 生徒 A が発言すると ほかの生徒と 目く ばせ

を し たり 、 生徒 A の背後から 不自然なせき 払いを し たり するなどの様子が見ら れた。 担任は

生徒 B と 生徒 C に話を 聞く と 、「 今までやら れたこ と を やり 返し ているから 悪く ない。」 と 答

えた。

　 １ か月ほど経ち、 生徒 A がたびたび遅刻するよう になっ た。 保護者に電話をし ても 、「 自分

も 今起き たばかり で、 生徒 A は家にいないので、 朝いつも のよう に家を出たと 思う 。」 と の回

答だっ た。 ある 朝、 保護者に連絡がつかなかっ たため、 教職員が分担し て生徒 A を 探し たと

こ ろ 、 公園で泣いている 生徒 A を 発見し た。 生徒 A は泣き じ ゃ く り ながら 、「 生徒 B と 生徒

C から 金銭を要求さ れた。 家の人に相談し ても 聞いても ら えない。」 と 話し た。

〈 事例の概要〉 

□ 取組の経過

□ 事例から の学び
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・ 　 担任がいじ めの事実について生徒Ａ の母親に連絡し たと こ ろ 、 生

徒Ａ の母親は「 仕事が忙し く 、 あ ま り 生徒Ａ に関わっ て いな い。」

と 話し た。

・ 　 担任から 報告を受けた校長は、「 学校サポート チーム 」 を招集し 、

生徒Ａ の家庭支援を含めた今後の方策について協議する こ と を 依頼

し た。

・ 　「 学校サポート チーム 」 での協議を 受け、担任と ス ク ールソ ーシャ

ルワ ーカーが、 交互に生徒Ａ の家庭を訪問し て、 学校と 生徒Ａ の母

親と の関係を 築いた。

いじ めの認知と  

情報共有

いじ め解消に 

向けた対応

Ａ の家庭支援 

に向けた対応

生徒Ａ の支援体制 

づく り と 、 関係 

機関等と の連携

・ 　 公園で泣いている 生徒Ａを発見し た教職員は直ちに校長に報告し た。

・ 　 校長は直ちに「 学校いじ め対策委員会」 を 招集し 、 生徒Ａ に対す

る 行為をいじ めと 認知する と と も に、 解消に向けた今後の方策を検討

する よ う 指示し た。

・ 　「 学校いじ め対策委員会」 が策定し た対応方針に基づいて、 担任は

学年主任と 共に生徒Ａ に聞き 取り を行い、 生徒Ｂ と 生徒Ｃ から の金銭

要求の事実確認を把握し た。

・ 　 担任と 学年主任は生徒Ｂ と 生徒Ｃ にも 聞き 取り を行い、 生徒Ａ に対

し て金銭を要求し たかどう かの事実を確認する と と も に、 生徒Ａ に対

する 思いを聞いた。

・ 　 副校長は金銭要求の事実について、スク ールサポータ ーに連絡し た。

・ 　 ス ク ールカウ ンセラ ーが生徒Ａ と 面談を 行い、心のケアを 行った。

・ 　 担任は、 生徒Ｂ と 生徒Ｃ に対し て、 金銭を 要求を する こ と は犯罪

行為と なる こ と を伝える と と も に、 いじ めを 受けて心が傷付いてい

る 生徒Ａ の気持ちを 考えさ せた。

・ 　 生徒Ａ に了承を得た上で、 生徒Ａ 、 生徒Ｂ 、 生徒Ｃ によ る 話合い

の場を 設定し 、担任同席の下で互いの気持ちを 素直に伝え合わせた。

その後、 生徒Ｂ と 生徒Ｃ は謝罪し た。

・ 　 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーが、 生徒Ａ の母親が在宅する 日中に

家庭訪問を行う 中で、 生徒Ａ の学校での状況を伝える と と も に、 生

活上の悩み等の相談に乗り ながら 家庭支援につなげた。

「 学校サポート チーム」 の活用

生徒への適切な指導

スク ールソ ーシャ ルワーカ ーを 活用し た生徒Ａ の家庭支援

　 外部人材により構成された組織である「 学校サポート チーム」 を活用し、生徒 A の家庭への支援や、

生徒 B や生徒 C への指導について協議することを通して、 適切な指導や支援を行う ことができた。

　 こ の事例は、 生徒 A と 生徒 B、 生徒 C のいわゆる「 力関係」 が逆転する こ と で発生し た事

案である。 まず、 生徒 B と 生徒 C の気持ち に寄り 添う 。 生徒 A には、 いじ めを 行っ てよいと

いう 理由にはなら ないこ と や、 いじ めを受けて心が傷付いた生徒 A の気持ちを理解さ せるよう

にし た。 また、 金銭の要求については、 警察のスク ールサポータ ーと も 連携し ながら、 犯罪行

為であり 絶対に許さ れない行為であるこ と を指導し た。

　 スク ールソ ーシャ ルワーカ ーが生徒Ａ の家庭訪問を行う 中で、 生徒Ａ の母親と も 信頼関係を

築く と と も に、 母親から 伝えら れた生活上の悩み等の相談に乗るこ と を 通し て、 生徒Ａ の家庭

支援につなげた。 学校と 家庭の連携により 、 子供が安心し て相談できる環境を構築し た。

取組の経過概要

事例が解決に至っ たポイ ント
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ＳＮＳ等の書き込みからいじ めが発見さ れた事例

　 生徒Ａ は、 学級委員と し て活躍するなど、 学校生活において、 何事にも 積極的に取り 組み、

夏休み前の欠席は１ 日も なかっ た。

　 し かし 、 ９ 月に入っ たばかり の２ 週間の間に３ 回、 腹痛や気分の悪さ を 訴え、 保健室で身

体を休めるこ と が続いた。

　 担任は、 休み時間、 生徒Ａ に、 家庭の様子や友人関係などについて聞いたと こ ろ 、 話し づ

ら そう に、「 誰にも 言わないでく ださ い。」 と 前置き し た上で、「 最近、 仲の良かっ た生徒Ｂ た

ちと う まく いっ ていない気がする。」 と 話し た。 担任が「 どう し て、 そう 思う の。」 と 聞く と 、

生徒Ａ は、「 何と なく 。」 と だけ答えた。

　 担任は、生徒Ａ を気に掛けて観察し ていたが、生徒Ａ は、教室に戻ると 、以前と 同じ よう に、

授業中に発言する等、 意欲的に取り 組んでいた。 担任は、 し ばら く 様子を見るこ と にし た。

　 ９ 月下旬のある日の昼休み、 担任は、 暗い表情を し て沈み込み、 教室に一人でいる生徒Ａ

に気付いた。 担任は、 その日の放課後、 生徒Ａ に「 何か心配なこ と があるの。」 と 聞く と 、 生

徒Ａ は、「 昨日、生徒Ｂ たちから 、Ｓ Ｎ Ｓ に『 お前、調子に乗るなよ。 ばか。』 と 書き 込まれた。」

と 話し た。

〈 事例の概要〉 

□ 取組の経過

□ 事例から の学び
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・ 　 担任は、 生徒Ａ から 、 生徒Ｂ たちと の関係について聞き 取り を 行

い、 新たに生徒Ｂ のグループのメ ン バーである 生徒Ｃ 、 生徒Ｄ の情

報を得た。

・ 　 担任は、 生徒Ａ から 得た新たな情報を 学年主任に報告し た。

・ 　 担任は生徒Ｂ を含む関係生徒の担任へ報告し た。

・ 　 ス ク ールカウ ンセラ ーは生徒Ａ と の面談を通し て 、 生徒Ａ の心の

ケアを 行った。

いじ めの認知と  

情報共有

学校体制と 情報 

モラ ル教育の推進

生徒Ａ の支援体制 

づく り と 事実の確認

生徒Ａ 及び加害 

の生徒への対応

・ 　 担任は生徒Ａ にＳ Ｎ Ｓ 等の書き 込みを 削除し ないよ う 伝える と と

も に、 学年主任に報告し た。

・ 　 学年主任は、 生活指導主任及び管理職に報告し た。

・ 　 校長は担任に事実確認を 行う よ う 指示する と と も に、 直ちに「 学

校いじ め対策委員会」 を招集し た。

・ 　「 学校いじ め対策委員会」 にて事案を 「 いじ め」 と 捉え、 今後の

対応と 役割分担を決定し た。

・ 　 生徒Ａ 及び生徒Ｂ 、 生徒Ｃ 、 生徒Ｄ の了承を 得た上で、 生活指導

主任と 担任が同席し て話合いの場を 設定し た。 毎日下校時に、 担任

は生徒Ａ と 簡単な面談を行っ て、生徒Ａ の状況を 把握する と と も に、

適宜、 ス ク ールカウ ン セラ ーと の面談を設定し て 、 生徒Ａ の心のケ

アを行っ た。

加害の生徒 

への対応

・ 　 生徒Ａ から 聞き 取っ た内容やＳ Ｎ Ｓ 等の書き 込みを 基に、 生活指

導主任及び生徒Ｂ 、生徒Ｃ 、生徒Ｄ の担任が、個別に聞き 取り を 行い、

Ｓ Ｎ Ｓ に書き 込みを し た理由やそれぞれの思い、 言い分を じ っ く り

と 聞いた。 他人の痛みを理解でき る よ う 、 指導を 根気強く 行っ た。

・ 　 担任は、 生徒Ａ の保護者にこ れま での経緯と 今後の対応について

説明する と と も に、 生徒Ｂ 、 生徒Ｃ 、 生徒Ｄ の保護者にも 同様の内

容を説明し た。

・ 　 担任は指導の経過を 「 学校いじ め対策委員会」 に報告する と と も

に、 休み時間や登下校の様子を観察する ための校内体制を整え 、 複

数の教職員で生徒Ａ の見守り を行っ た。

・ 　 イ ン タ ーネッ ト を通じ て行われる いじ めを阻止する こ と を 目的と

し て、 情報モラ ルに関する 授業を 全学年で実施し た。

Ｓ Ｎ Ｓ 等のいじ めへの対応

「 学校いじ め対策委員会」 における迅速な協議

教職員同士の組織的な対応の推進

　 担任は、 生徒Ａ からの第一報を受け、 ＳＮＳ 等の書き込みを削除し ないよう 伝え、 書き込みを保存

し ておく こと で、 その後の事実確認をスムーズに行う ことができた。 また、 いじ めに関する授業とし

て生徒のＳＮＳ等の利用の実態を基に、 情報モラルに関する授業を実施した。

　 校長のリ ーダーシッ プの下、 速やかに「 学校いじ め対策委員会」 を招集し 、 いじ めの早期解

決に向けて、 対応を協議するこ と ができ た。

　「 学校いじ め対策委員会」 で決定し た役割分担を 踏まえ、 担任、 生活指導主任、 スク ールカ

ウンセラ ー等が連携し ながら 対応するこ と ができ た。 また、 対応後も 複数の教職員で生徒Ａ の

見守り を行い、 学校全体で組織的に対応するこ と ができた。

取組の経過概要

事例が解決に至っ たポイ ント
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Ａ 教諭は、 廊下で プ ロ レ ス

ごっ こ を し ている ６ 年生男子

児童ら を 発見

Ａ 教諭は研修会場に向かう

路上で、 携帯電話から 副校長

に報告

昼休み、 学校いじ め対策委員

会で協議

夕刻、 学校いじ め対策委員会

で、 いじ めの判断、 対応につ

いて協議

児童Ｂ 「 いてててて。」

Ａ 教諭「 ど う し たの。」

児童Ｂ （ 笑いながら ）「 大丈夫です。」

Ａ 教諭（ 心の声）「 仲よ く 遊んでいる よ う に見えたし 、 ６ 年
生っ てあんなも のなのかも …　 研修に遅れる わけに

はいかない。」

校　 長（ Ａ 教諭の記憶の中の声）「 子供の様子で気になるこ
と を 見聞き し たら 、 どんな小さ なこ と でも 、 すぐ に

学校いじ め対策委員会に伝えてく ださ い。」

Ａ 教諭（ 心の声）「 やはり 、 念のため連絡し ておこ う 。」

Ａ 教諭【 携帯電話を 操作し 】「 副校長先生、 私の思い過ご し

かも し れないのですが、 実は学校を 出る 前に…」

副校長「 昼休みに学校いじ め対策委員会のメ ン バーを 集め、
私から 伝えておき ま す。」

養護教諭「 Ｂ 君は、『 何でも ない。』 と し か言いま せんでし た。」

担　 任「 保護者から は、 息子は、 最近元気がなく 、『 Ｃ 君や

Ｄ 君と 遊びたく ない。』 と 言っ ている と 聞き ま し た。
保護者に『 電話いただき あり がと う ございま し た。』

と 言われたので、 Ａ 先生がはじ めて気付いたこ と を
伝えま し た。」

学年主任「 Ｃ 君も 、 Ｄ 君も 、 ふざ けて いる だけと 言っ て いま

すが…」

校　 長「 Ｂ 君が悩んでいる こ と が分かり まし た。 学校と し
ていじ めと 認知し ます。 では、 こ れから の対応につ

いて考えていき まし ょ う 。」

生活指導主任「 Ｂ 君のプロ レ ス の相手は、 Ｃ 君やＤ 君ではないで

すか。」

養護教諭「 Ｂ 君はよ く 保健室に来る から 、 こ の後すぐ 、 私か
ら 聞いてみま す。」

担　 任「 私は、 Ｂ 君の保護者に、 家で気にな る こ と がな い

か聞いてみま し ょ う 。」

学年主任「 私は、 Ｃ 君と Ｄ 君に、 誰から 聞いたと は言わずに、

『 給食準備中にプロ レ ス を やっ ていたそう だけど …』

と 聞いてみま すね。」

　 新規採用１ 年目のＡ 教諭（ ３ 年生担任） は、 午後に予定さ れている 若手教員

育成研修会に参加する ため、 急いで更衣室に向かっ ている 途中、 廊下でプロ レ

スごっ こ をし ている６ 年生の児童Ｂ （ 男子） ら の様子を 見掛ける。

【 被害の子供： 小学校第６ 学年　 男子】

1 教員が小さ なト ラブルに気付きいじ めを発見し た事例
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学級のグループごと に、 みん

なで遊ぶ内容について話合い

児童Ａ の保護者は、 担任に子

供が泣いて帰っ てき たと 訴え

学校いじ め対策委員会で、

いじ めの認知、 対応について

検討

担任から 児童Ａ の保護者へ

電話で連絡

担任・ 学年主任が児童Ｂ の

保護者と 面談

担任から 児童Ａ への声掛け

担任から 児童Ｂ への声掛け

児童Ｃ 「 何で遊ぶか決めよ う 。 ド ッ ジボールがいいな。」

児童Ｂ 「 Ａ さ んも 黙っていないで何か意見を 言いなよ 。」

児童Ａ 「 ………」（ う つむいて涙ぐ む。）

担　 任「 学校は、 いじ めと し てし っかり と 対応し ま す。 Ｂ 君
にＡ さ んが傷付いてし ま っ たこ と を 気付かせ、 今後

の言動について気を 付ける よ う 話をし ま す。 Ａ さ ん
が安心し て学校に通える よ う にし たいと 思いま す。」

保護者「 う ちの子が、 いじ めの加害者と いう こ と ですか。」

担　 任「 そう ではあ り ま せん。 Ｂ 君は優し いのでＡ さ んに

も 意見を 言っ てほし いと 思い、 声を 掛けたのだと 思

いま す。ただ、Ａ さ んはＢ 君の言葉に傷付いてし ま っ
たよ う です。 私から 、 Ａ さ んにＢ 君の優し さ を 伝え

ま す。」

担　 任「 つら い思いをし ていたのに気付いてあげら れなく て

ごめんね。 Ｂ 君には、 Ａ さ んの気持ちを分かっても ら
える よ う に先生から 話をする から 心配し ないでね。」

担　 任「 Ｂ 君はみんなに優し く 声を 掛けていま すね。 先生
はそんなＢ 君が大好き です。 実は、 Ａ さ んのこ と で

一緒に考えてほし いこ と がある のだけれど ……。」

保護者「 Ｂ 君に言われたこ と で、学校に行き たく ないと 言っ
ていま す。 いじ めではないでし ょ う か。」

担　 任「 傷付いて 帰っ たこ と に気が付かず、 申し 訳あ り ま

せん。 すぐ に学校いじ め対策委員会に伝え、 対応を
検討し ま す。 そ の結果を 改めて 本日中に連絡し ま

す。」

学年主任「 Ｂ 君は好意で言っ たのだと 思いま すが、 Ａ さ んが

つら いと 感じ ている のだから いじ めと いう こ と です
よ ね。」

担　 任「 し かし 、 Ｂ 君の言動を いじ めと いう と 、 ト ラ ブル

になってし ま う 可能性も あり ま す。」

生活指導主任「 Ａ さ んが傷付いている こ と は確かな ので、 いじ め
と 認知し て解決し なければなり ま せん。 し かし 、 Ｂ

君にはいじ めと いう 言葉を 使わないで話を し まし ょ
う 。」

　 児童Ａ（ 女子）、Ｂ（ 男子）、Ｃ（ 男子） ら は、学級でみんなで遊ぶ内容を話し 合っ

ていた。 児童Ｂ は意見を 言わない児童Ａ に、「 意見を言いなよ」 と 促し たが、 児

童Ａ は泣き 出し てし まっ た。

【 被害の子供： 小学校第２ 学年　 女子】

2 悪気のない言葉で、 相手を傷付けてしまった事例い
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顧　 問「 Ａ さ んがいじ めを 理由に休んでいる んですか。 私
が見ている 限り では、 Ａ さ んの方がＢ さ んやほかの
部員にき つい言葉を 掛け て いる よ う に思いま すが
…」

担　 任「 本当ですか。 状況は複雑かも し れま せんね。 すぐ
に学校いじ め対策委員会に報告し て、 対応を 検討し
ても ら いま し ょ う 。」

生徒Ｂ 「 いじ めら れて いる のは、 むし ろ 私た ち の方です。
Ａ さ んはよ く 『 やる 気がないなら 、 やめちゃ えば。』
と 言っ てき ま す。 特に私はミ ス が多いので『 何度同
じ こ と 言わせる の。 も う いい加減にし て（ 強い口調
で）。』 と 言われて、 ト イ レ で泣いたこ と も あり ま し
た。」

顧　 問「 Ａ さ んはバレ ーボールの経験が長いから 、 ついき
つく 言ってし ま う のかも し れないね。」

担　 任「 それで、 みんな で無視し て仕返し し よ う と し たの
かな。」

生徒Ｂ 「 ………」（ 涙ぐ む。）

顧　 問「 Ｂ さ んの気持ちはよ く 分かり ま す。 こ れはいじ め
には当たら ないのではないでし ょ う か。」

生活指導主任「 いや、 Ａ さ んが傷付いていれば、 いじ めに該当し
ます。 こ れは、 Ａ さ んＢ さ んがそれぞれいじ めの被
害者でも あり 加害者でも ある事例です。」

担　 任「 分かり ま し た。 少し でも 早く Ａ さ んと 話を し た方
が良いと 思う ので、 こ れから 家庭訪問を し ま す。 そ
の上で、 Ｂ さ んた ち と 話し 合う こ と を 勧めて みま
す。」

顧　 問「 それでは、 私は、 Ｂ さ んの保護者に電話し て こ の
こ と を伝えま す。」
※伝える 内容等については、 上巻 6 0 ページ「 具体

的な 取組　 ◎ いじ めの程度に応じ た対応（ 例）」
を 参考に検討する。

保護者「 娘がバレ ーボール部のＢ さ んたち から いじ めら れ
ている よ う です。『 も う 学校に行き たく ない。』と 言っ
ていま す。 何があったのでし ょ う か。」

担　 任「 Ａ さ んが、 つら い思いを し ていたこ と に気が付け
ず申し 訳あり ません。 すぐ にバレ ーボール部の顧問
に確認し て、 本日中に御連絡し ます。」

生徒Ａ の欠席について

保護者が担任に電話で連絡

担任がバレーボール部顧問に

部活動内のいじ めについて

確認

学校いじ め対策委員会での

協議

担任と バレーボール部顧問が

バレ ーボール部員一人一人に

聞き 取り

学校いじ め対策委員会で

今後の対応について協議

　 生徒Ａ （ 女子） は、 バレ ーボール部に所属し 、 積極的に活動し ていたが、 同

じ チームの生徒Ｂ （ 女子） たち のミ スを 厳し く 指摘する こ と が多く 、 次第に仲

間から 疎まれ無視さ れるよう になっ た。

【 被害の子供： 高等学校第２ 学年　 女子】
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Ｓ Ｎ Ｓ による生徒Ａ への

いじ めについて、 生徒Ｂ が

担任に相談

相談を 受けた教員から 管理職

等への報告と 、 管理職から 対

応方針等の指示

学校いじ め対策委員会での協議

担任が生徒Ａ 及び関係生徒の

保護者に電話で連絡

担任と 学年主任が生徒Ａ に

話を聴く

（ 教職員専用電話）

東京都教育相談センタ ーに児童・
生徒の理解や対応等に つ い て

相談するこ と ができ る。
「 教職員等から の相談」 0 3（ 3 3 60 ）4 16 0

生 徒 Ｂ 「 Ａ さ んが LINE でいじ めら れて いま す。 いじ め相談ホ ッ ト
ラ イ ン に電話し たら 、 身近な大人から 学校の先生に伝えても
ら う よ う に言われたそう なんですが、 先生にも 親にも なかな
か相談でき ずにいる みたいなんです。」（ 画面を 見せる 。）

担　 任「 話し て く れて あ り がと う 。 Ｂ さ んが相談に乗っ て く れて 、
Ａ さ んは心強かっ たと 思う よ 。 放課後、 B さ んから 話を 聞い
たよ と 先生から Ａ さ んに声を 掛けても いいかな。」

学年主任「 昼休みに、 担任から 、 Ａ さ んが LINE によ る いじ めで苦し
んでいる と いう 相談を 受けま し た。（ 内容の詳細を 報告）」

校　 長「 早速、 担任の先生を はじ め学年の先生方を 中心に、 Ａ さ ん
に話を 聞いてく ださ い。 終わっ たら 、 も う 一度集ま っ て協議
し ま し ょ う 。 こ の後も 、 Ａ さ んの様子を 皆で注意し ていき ま
し ょ う 。」

担　 任「 普段接し ていて、 Ａ さ んは自分の思いを 伝える のがあ ま り
得意ではないよ う に感じ ま す。 相談セン タ ーは、 話の切り 出
し 方など についても アド バイ ス を し てく れる そう ですが、 今
日はス ク ールカウ ン セラ ーの勤務日なので 、 ま ず、 ス ク ール
カウ ン セラ ーに相談し てみま す。」

担　 任 （ 生徒Ａ から 聞き 取っ た内容や相談（ 見守り ） 体制等を 報告）

生徒Ａ の
保 護 者

「 最近、 以前ほど はス マホを 見なく なり ま し た。 ただ、 見たと
き には、 元気がない様子が見ら れて…悩んでいたんですね。 家
庭でも 娘の様子に気を付ける よ う にし ます。」

担　 任 （ 生徒Ａ 及び関係生徒から 聞き 取った内容や指導体制等を報告）

関係生徒
の保護者

「 そんなこ と があ っ たんですか…。 分かり ま し た。 家でも 話
を し てみま す。 友達関係も 注意し て見ていき ま す。」

担　 任「 引き 続き 学校でも 様子を 見ていき ま すので、 何か気になる 様
子があり ま し たら 、御連絡く ださ い。 よ ろし く お願いし ま す。」

担　 任 （ 生徒Ａ から 聞き 取っ た内容を 報告）

校　 長「 早速、 関係する 生徒に話を聞き ま し ょ う 。 学年主任と 生活指
導主任の二人で、 ど のよ う な体制で話を 聞いたり 、 保護者へ
の連絡を 行っ たり する のか提案し てく ださ い。 先生方全員で
協力し て解決し ていき まし ょ う 。」

担　 任「（ ス ク ールカウ ン セラ ー、 相談セン タ ー等の助言を 受け 、 生
徒の気持ちに寄り 添いながら Ａ から 話を 聞く ）つら かっ たね。
話し てく れてあり がと う 。」

学年主任「 今の状況が続く のは良く な いよ ね。 こ れから 状況を 知っ て
いる 人たち に話を 聞こ う と 思っ ていま す。 先生たち は A さ
んを 守っ ていく から 、 安心し てく ださ い。」

　 いじ め防止対策推進法に基づき 、 学校は、 生徒Ａ （ 被害者側） 保護者と 、 関係し た生徒たち（ 加害者側） 保護者に
事実を 共有し 、 家庭での見守り と 指導を お願いする こ と と し た。

校　 長「 安易にいじ めが解消さ れたと 考えずに、本当に再発がないか、
授業や部活動の様子をし ばら く 観察し てく ださ い。 養護教諭
から も 声掛けをお願いし ます。」

　 生徒Ａ （ 女子） は LIN E によ る「 ムカ つく 」、「 う ざ い」 等の同学年の複数の

生徒から の誹
ひ

謗
ぼ う

中
ち ゅ う

傷
し ょ う

に悩み、 東京都いじ め相談ホッ ト ラ イ ン に電話を し た 。 身

近な大人や信頼でき る 人に相談する よ う に具体的な相談方法等も 助言を 受け、

親友の生徒Ｂ（ 女子）に相談し た。 子供だけでの解決が難し いと 思っ た生徒Ｂ は、

担任に相談し た。 【 被害の子供： 中学校第１ 学年　 女子】

4 LIN E への書き込みを友達が教員に伝えた事例

学校いじ め対策委員会による

その後の状況の確認

＜教員の指導により 一定の解消後＞
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担　 任「 こ のアン ケート は、 全員面接を 控え、 皆さ んの悩
みや不安について、 学校と し て真剣に受け止め解決

する ために行う も のです。 ほかの生徒と 見せ合う こ

と なく 、一人一人が真剣に記載し 、チェ ッ ク が終わっ
たら 、 半分に折っ て直接提出し てく ださ い。」

Ｓ 　 Ｃ 「『 少し 悩んでいる 』 と いう と こ ろ にチェ ッ ク し てい

ま すね。 何に関する 悩みですか。」

生徒Ａ 「 でも 、 今はも う 大丈夫です。」

Ｓ 　 Ｃ 「 急には話し づら いかも し れま せんね。 今度時間を

取る のでじ っ く り 聞き ま すよ 。 悩みごと はど んな小

さ なこ と でも 早いう ちに、 誰か大人の人に相談し た
方がいいですよ 。『 少し 悩みがあ る 』 にチェ ッ ク し

ている こ と は私から 担任の先生に伝えても いいです
か。」

Ｓ 　 Ｃ 「 Ａ 君は『 今は、 も う 大丈夫』 と 言っ て いる のです

が…」

学年主任「 Ａ 君から 話を 聞いた方がいいですね。 次にＳ Ｃ が

来る のは１ 週間後ですね。」

Ｓ 　 Ｃ 「『 少し 悩みがある 』 にチェ ッ ク し ている こ と は伝え
ていいと 言っていま す。」

担　 任「 ま ず私から 声掛けし てみま し ょ う か。」

学年主任「 Ａ 君は確か野球部でし たね。 顧問の○○先生にお
願いし てみま し ょ う 。」

顧　 問「 何か気になっている こ と がある の？」

生徒Ａ 「 部活ではないけれど 、 同じ ク ラ ス の生徒から よ く

『 お前、 空気読めないな。』 っ て……」

担　 任「 Ａ 君はこ のこ と を あ ま り 話し たく な いよ う にし て

いたので、 お母さ んにお伝えすべき か迷っ たのです
が…」

保護者「 お伝えいただき あ り がと う ご ざ いま し た 。 息子に

と っ て、 先生方が気付いてく れている こ と が安心に
つながる と 思いま す。 し ばら く 様子を 見ていただけ

ま すでし ょ う か。」

担　 任「 分かり ま し た。 それでは週末にその後の様子を 連
絡いたし ま す。」

ホームルームで全員面接の

事前説明と アンケート の実施

Ｓ Ｃ による全員面接の場で

生徒Ａ と の面接

学校いじ め対策委員会で

全員面接の結果について協議

野球部顧問による生徒Ａ への

声掛け

担任から 生徒Ａ の保護者に

電話で連絡

　 生徒Ａ （ 男子） は、 スク ールカ ウン セラ ー（ Ｓ Ｃ ） によ る 全員面接の事前ア

ンケート で「 少し 悩みがある」 にチェ ッ ク し ていたが、全員面接の時は、「 今は、

も う 大丈夫」 と 言っ て、 こ の件について話そう と し なかっ た。

【 被害の子供： 高等学校第 1 学年　 男子】

5 スクールカウンセラーの全員面接からいじ めを発見し た事例 い
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学校いじ め対策委員会での

協議

学校サポート チーム定例会

での協議

担任は、 生徒Ａ ら が生徒Ｂ

（ 男子） のかばんを 蹴飛ばす

状況を 発見し 、 校長に報告

学校サポート チーム臨時会議

にて対応の検討

担任は家庭訪問を し 、

生徒Ａ の保護者と 面談

　 不登校傾向がある 生徒Ａ （ 男子） たち は、 登校する と 他の生徒を 冷やかし た

り から かっ たり し ていた。 家庭の協力も あまり 得ら れず、 改善が見ら れない状

況が続いていた。

【 被害の子供： 中学校第２ 学年　 男子】

6 学校サポート チームを活用して対応し た事例

学年主任「 Ａ 君たち は、 ほかの生徒たちが真面目に行動する

と 、 冷やかし たり から かっ たり し ま す。 指導はし て
いま すが、 家庭の協力も 得ら れず、 改善が見ら れま

せん。」

副校長「 学校サポート チーム の定例会が近日中にある ので、

支援策を 検討し ても ら いま し ょ う 。」

Ｓ Ｓ Ｗ「 該当生徒の家庭訪問を し て 、 状況を 確認し てみま

す。」

主任児童委員「 Ａ 君の保護者は、 私のかつて の同級生だから 、 相
談に乗っ てみま すよ 。」

※Ｓ Ｓ Ｗ（ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー）

担　 任「 校長先生、 Ａ 君たちがＢ 君のかばんを 蹴飛ばし て

から かっ ていま し た。 彼ら の行動はエス カレ ート し
てき ていま す。 早急に対応する 必要があり ま す。」

校　 長「 臨時の学校サポ ート チーム 会議を 招集し ま し ょ

う 。」

主任児童委員「 Ａ 君の保護者も 、 養育に悩んでいま し た。」

ス ク ー ル
サポータ ー

「 こ のまま放っ ておく と 、 犯罪につながっ てし まう 可
能性があり ます。 Ａ 君ら は万引き で指導し たこ と が

あるので、 私から 声を掛け注意し てみまし ょ う か。」

Ｐ Ｔ Ａ 会長「 でも 、 Ｂ 君が仕返し さ れないか心配です。」

生活指導主任「 学校と し てＢ 君を 絶対に守る こ と を 保護者に伝え、

理解を得ておき ま す。」

担　 任「 私は１ 年生の時から Ａ 君を 見ていま すが、 本当は
と ても 優し い子なのに、 最近、 何かに悩んでいる の

か行為がエス カレ ート し てし ま っ ている よ う に思う
んです。 学校と し ては、今のう ちにＡ 君のためにも 、

厳し く 指導を する こ と も 必要と 考え、 元警察官の方

に話を し ても ら おう と 思っ ていま す。 も ちろ んその
後のフ ォ ロ ーは私たちでいたし ま す。」

保護者「 そう ですね……。 私も 最近手に負え な く な っ て い

る ので、 そ う いう こ と も 必要な のかも し れま せん
ね。」
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いじ めについて
学校と 共に考える

「 保護者プログラ ム」

第 5 部
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　 いじ め防止対策を 一層推進する ためには、 学校が、 保護者、 地域方々と 共に連携し 、 日常から のパー

ト ナーシッ プ、 双方向の関係を 築いていく こ と が重要です。 ま た、 子供が安心し て相談でき る 環境を構

築する ためには、 子供のＳ Ｏ Ｓ を 出す力を育むこ と に加え、 子供の不安や悩みを 十分に聴き 受ける こ と

のでき る 大人を 増やすと いう 視点も 必要です。（「 いじ め総合対策【 第 3 次】」 上巻 14 〜 15 ページ「 い

じ め防止の取組を 推進する ６ 点のポイ ン ト 」 のポイ ン ト ５ 「 保護者の理解と 協力を得て、 いじ めの解決

を図る 《 保護者と の日常から の信頼関係に基づく 取組の推進》」 参照）

　 その際、 学校がいじ め問題に対し て、 ど のよ う に考え、 ど のよ う な体制で、 ど のよ う に取り 組むのか、

つま り 、「 学校は何を するのか」 を 保護者に分かり やすい言葉で「 伝わる 」 よ う に示し 、 保護者が「 協

力し よう 」 と いう 意識や意欲を も てる よ う にする こ と が大切です。

　 こ のよ う なねら いの達成に向け、 様々な立場の教職員に保護者会等で御活用いただける こ と を 目指し

て、 本プロ グラ ム を 開発し ま し た。 特に、 いじ めの未然防止、 早期発見、 早期対応に重点を 置き 、 一つ

のプロ グラ ム を短い時間で実施し たり 、 時期や時間に応じ て組み合わせて活用し たり でき る よ う に工夫

し ていま す。 各校の状況に合わせて御活用く ださ い。

　 ま た、 本プロ グラ ムは、 学校の取組が「 伝わる 」 よ う に、 自校の取組や状況に合わせて加筆・ 修正し

て活用し ていただく こ と で、 教職員の自校の「 学校いじ め防止基本方針」 に対する 理解を深め、 いじ め

防止に関する 授業や児童・ 生徒の取組について改めて評価する 機会にも なり ま す。 実施に向けた準備の

場を 教職員の意見交換の場と し て活用し ていただく こ と も 期待さ れま す。

「 保護者プログラ ム」 の概要第 1 章

《 いじ め問題対策委員会からの提言》

（ ５ ） いじ め問題に関する現状や課題等の把握

　 教職員が深い児童・ 生徒理解に立ち、 日常から 積極的な対話や注意深い観察を 行う と と も に、 把
握し た児童・ 生徒の実態や指導・ 支援し た経過等を 記録する など し て、 教員一人一人の気付き を 全

教職員で共有する こ と が大切である 。
（「 第５ 期東京都教育委員会いじ め問題対策委員会　 答申」 令和６ 年７ 月 31 日）

　 第５ 部「 保護者プロ グラ ム 」 及び第６ 部「 地域プロ グ ラ ム 」 を 御活用いただける よ う 、 東京都教

職員研修センタ ー Web ページに、 以下の資料を 掲載し ていま す。 各学校で加筆・ 修正の上、 御活用
く ださ い。

１ 　 ス ラ イ ド 資料（ 原稿付き ）

２ 　 配布資料
３ 　 事後アン ケート

更なる活用に向けて

いじ め問題に対し て、

「 学校は何を するのか」

保護者の「 協力し よう 」

と いう 意識・ 意欲
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年間を見通し た「 保護者プログラ ム」 の活用時期例（ 全校種）

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

保護者会
（ 全体）

プロ グラ ム１
プロ グラ ム３

保護者会
（ 学年）

プログラ ム２
プログラ ム５

1 0 月 1 1 月 1 2 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

保護者会
（ 学年）

プロ グラ ム４

保護者会
（ 学年）

プロ グラ ム４

保護者会
（ 全体）

プロ グラ ム１

「 保護者プログラ ム」 の構成

プログラ ムの項目と ねら い

《 ねら い》

〇　 学校いじ め防止基本方針の内容や学校いじ め対策委員会の役割、 いじ めの定義についての理解

を深める。

《 ねら い》

〇　 子供がいじ めの被害者にも 加害者にも なり 得る こ と を 理解し 、 子供が発する いじ めのサイ ン を

見抜き 、 適切に対応でき る よ う にする と と も に、 発見し た場合は適切な相談窓口を 活用でき る よ

う にする。

《 ねら い》

〇　 学校には、 いじ めを はじ め、 子供について気になる こ と や困っ ている こ と を 相談でき る 窓口が

多様にあるこ と を 知る。

〇　 学校以外にも 相談窓口があるこ と を 知る。

《 ねら い》

〇　 事例を 基に、 いじ めが発生し た際の対処法について、 いじ めら れた側の保護者、 いじ めた側の

保護者双方の立場から 考えるこ と を通し て、 いじ め問題に対する理解を 深める。

《 ねら い》

〇　 イ ンタ ーネッ ト 上でのいじ めへの具体的な対応方法について理解を深める。

１ 　 学校いじ め防止基本方針

２ 　 いじ めの早期発見

３ 　 相談し やすい環境づく り

４ 　 いじ めへの対処

５ 　 イ ンタ ーネッ ト 上でのいじ め
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保護者プログラ ム第 2 章

○　 学校いじ め防止基本方針の内容や学校いじ め対策委員会の役割、 いじ めの定義についての理解を深

める 。

　 ○　「 学校いじ め防止基本方針」

　 ○　「 いじ め防止対策推進法」「 いじ め防止基本条例」（ 都、 区

市町村） ※保護者の責務等

　 〇　「『 ど う し たの？』 一声かけてみま せんか　 〜子供の不安や

悩みに寄り 添う ために〜」

ねら い

実施にあたっ ての資料（ 配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（ 20 分）

保護者１ 学校いじ め防止基本方針

活用場面 担当者

保護者会（ 全体） 校長、 副校長、 生活指導主任

主な取組 実施上の留意点

10 分 １ 　 プログラ ムの主旨を 説明する。

２ 　 いじ めの定義や現状について伝える。

○　 学校いじ め防止基本方針について 、 説
明する こ と を伝える 。

○　 いじ めに対する 正し い共通理解が図れ
る よ う 、 ク イ ズ形式で簡単な質問を する 。

○　 保護者が、 終始聞き やすい雰囲気づく
り を 心掛ける 。

○　 いじ めに関する 最新の法規に基づき 、
いじ めの定義について確認する 。

○　 いじ めは、 ど の学校、 ど の子にも 起こ
り 得る た め、 未然防止の対策や、 早期発
見の意識が必要である こ と を 伝える 。

10 分 ３ 　 学校いじ め防止基本方針について説明
する。

４ 　 学校と 家庭が連携する こ と の大切さ に
ついて確認する。

○　 学校いじ め防止基本方針に基づき 、 い
じ めの未然防止、 早期発見について 具体
的な 取組を 説明する 。 ま た、 児童・ 生徒
の主体的な取組も 紹介する 。

○　 学校いじ め防止基本方針を 基に、 家庭
での具体的な取組を確認する 。

　 ◎スラ イ ド 資料
　 ◎配布資料

　 ◎事後アンケート

東京都教職員研修センタ ー W eb ページに

編集可能なデータ を掲載
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○　 子供がいじ めの被害者にも 加害者にも なり 得る こ と を 理解し 、 子供が発する いじ めのサイ ンを 見抜

き 、適切に対応でき る よ う にする と と も に、発見し た場合は適切な相談窓口を 活用でき る よ う にする 。

　 ○　「 いじ め防止対策推進法」「 いじ め防止基本条例」（ 都、 区

市町村） ※保護者の責務等

ねら い

実施にあたっ ての資料（ 配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（ 20 分）

保護者２ いじ めの早期発見

活用場面 担当者

保護者会 生活指導主任、 学年主任、 学級担任

主な取組 実施上の留意点

３ 分 １ 　 いじ めの定義や現状について確認する。 ○　「 いじ め防止対策推進法」 第２ 条１ 項に
基づき 、 いじ めの定義を 確認する 。

○　 いじ めと 判断する 行為が、 広範囲な も
のになってき た背景も 確認する 。

○　 いじ めを 受けた と き の相談状況は、 ス
ラ イ ド 資料の補足と し て 配布資料も 併せ
て 確認し 、 重要な ポイ ン ト を 確認でき る
よ う にする 。（ 配布資料参照）

○　 無意識にいじ めの加害者にな っ て し ま
う こ と や、 いじ めがど の子供にも 起こ り
得る こ と 、 子供た ち を いじ めの被害者に
も 加害者にも し たく ないこ と を 伝える 。

７ 分 ２ 　 チェ ッ ク リ ス ト を 活用し 、 子供の状況
を 確認する。

○　 いじ めの早期発見には、 子供の状況を
普段から 把握する こ と が重要であ る こ と
を 伝える 。

10 分 ３ 　 いじ め問題の解消に向けた学校の体制
と 対応例を紹介する。

４ 　 学校の他に相談でき る 各種機関を 紹介
する。

○　 速やかに、 学校に連絡し て ほし い旨を
伝える 。

○　 いじ めの解決に向け て、 保護者と 一緒
に対応を 考えていく こ と を強調する 。

○　 学校以外の機関にも 相談でき る こ と を
伝える 。

　 ◎スラ イ ド 資料

　 ◎配布資料
　 ◎事後アンケート

東京都教職員研修センタ ー W eb ページに

編集可能なデータ を掲載
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○　 学校には、 いじ めを はじ め、 子供について気になる こ と や困っ ている こ と を 相談でき る 窓口が多様

にある こ と を知る 。

○　 学校以外にも 相談窓口がある こ と を 知る 。

ねら い

活用場面等

取組の内容例（ 20 分）

保護者３ 相談しやすい環境づく り

活用場面 担当者

保護者会（ 学校、 学年）
司会　 管理職又は司会教員
生活指導主任を中心に、 担任等関係教職員

主な取組 実施上の留意点

２ 分 １ 　 子供のこ と で 気にな っ て いる、 困っ て い
る と 思われる こ と を 挙げ、 保護者の関心と
問題意識を 喚起する。（ 司会）

２ 　 子供のこ と を 学校に相談し てよ いこ と 、 学
校に相談し てほし いこ と を伝える 。（ 司会）

○　 いじ めに限定する と 、 重く 受け止めたり
無関心にな っ た り する 可能性があ る た め、
話題を広めに設定する 。

15 分 ３ 　 学年の担任が自己紹介を する 。（ 各担任、
一人１ 分程度）

４ 　 担任以外の教職員が自己紹介を する。（ 各
教職員、 一人２ 分程度）

○　 相談窓口は担任が基本である が、 担任以外
の教職員に相談し ても よ いこ と を伝える 。

○　 氏名と 役職だけでなく 、 保護者がイ メ ー
ジをも てる よ う 、 具体的に話す。

○　 具体的にイ メ ージを も たせる こ と 、 直接
メ ッ セージを 伝える こ と が大切である ため、
教職員はでき る 限り 参加する 。

○　 冒頭に挙げた話題は、 誰に相談する と よ
いのかを明確に伝える 。

１ 分 ５ 　 学校以外にも 相談窓口があるこ と を紹介する 。
（ 司会）

○　 全てを 学校に相談し なければなら ないと いっ
た強い印象を和ら げる よ う にする 。

２ 分 ６ 　 いじ めや悩みを 解決でき る 子育て環境には、 学校と
家庭・ 地域の協力が必要であるこ と を 伝える。（ 司会）

７ 　 学校の相談窓口について、 保護者から 質問が
あれば回答する。（ 該当教職員）

○　 保護者の協力が大切であ る こ と を 改めて強調
する 。

（ 例） ・ 学習についていけている か。 ・ 友達と 仲良く でき ている か。
・ 学年相応に成長し ている か。 ・ いじ めら れていないか。

（ 想定さ れる 教職員）
・ 生活指導主任
・ 養護教諭
・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ー
・ ス ク ールカウ ンセラ ー
・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー
・ ユース ソ ーシャ ルワ ーカー　 等

（ 考えら れる 自己紹介の内容）
・ プロ フ ィ ール ・ 相談日時
・ 相談場所 ・ 申込方法
・ 活動内容や相談内容
・ 相談は無料である こ と （ SSW 等）
・ 相談内容の秘密は守ら れる こ と

実施にあたっ ての資料（ 配布資料等）

　 ◎スラ イ ド 資料

　 ◎配布資料
　 ◎事後アンケート

東京都教職員研修セン タ ー W eb ページに

編集可能なデータ を掲載



113第５ 部

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

○　 事例を 基に、 いじ めが発生し た際の対処法について、 いじ めら れた側の保護者、 いじ めた側の保護

者双方の立場から 考える こ と を 通し て、 いじ め問題に対する 理解を深める 。

○「『 ど う し たの？』 一声かけてみま せんか　 〜子供の不安や

悩みに寄り 添う ために〜」

ねら い

実施にあたっ ての資料（ 配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（ 15 分）

保護者４ いじ めへの対処

活用場面 担当者

保護者会（ 学年、 学級） 学年主任、 担任

主な取組 実施上の留意点

４ 分 １ 　 いじ めの定義について説明する。

２ 　 学校の取組について紹介する。

○　 配布資料等を 活用し て、 いじ め防止対
策推進法等にも 触れる 。

○　「 学校いじ め防止基本方針」 に基づく 活

動の様子を 、 可能であ れば写真等で紹介

する 。

10 分 ３ 　 事例について 説明し 、 登場する 児童・

生徒の保護者の立場で、 自分な ら ど う 対
処するか、 参加者に考えても ら う 。

○　 いじ めら れた側の保護者、 いじ めた側

の保護者双方の立場で考える よ う 促す。
○　 各立場で考え る 部分では、 状況に応じ

て グ ループで検討し 、 代表者が発表する

等、 参加人数に合わせて柔軟に対応する 。
○　 参加者やグループの発表を 行う 際には、

受容的に聞く よ う 促す。

１ 分 ４ 　 保護者に「 子供がＳ Ｏ Ｓ を 出し やすい
存在」 と なるよう 呼び掛ける。

５ 　 学校を はじ めと する 緊急時の連絡先を
紹介する。

○　 東京都教育委員会作成のリ ーフ レ ッ ト
を 活用し 、「 子供がＳ Ｏ Ｓ を 出し やすい存

在」 と なる よ う 、 保護者に周知する 。

○　 学校を はじ めと する 緊急時の連絡先を
紹介し 、 必要に 応じ て 相談先を 選択し 、

相談する よ う 伝える 。

◎スラ イ ド 資料

◎配布資料

◎事後アンケート

東京都教職員研修センタ ー W eb ページに

編集可能なデータ を 掲載
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○　 イ ンタ ーネッ ト 上でのいじ めへの具体的な対応方法について理解を 深める 。

ねら い

実施にあたっ ての資料（ 配布資料等）

活用場面等

取組の内容例（ 15 分）

保護者５ インタ ーネット 上でのいじ め

活用場面 担当者

保護者会、 道徳授業地区公開講座 教員

主な取組 実施上の留意点

６ 分 １ 　 イ ン タ ーネッ ト 上のト ラ ブルについて、

どのよう なも のがあるか確認する。
２ 　 子供に起き やすいト ラ ブ ルの一つで あ

る「 悪口・ いじ り 」 について 事例を 挙げ
て確認する。

３ 　 Ｓ Ｎ Ｓ によ る 情報発信のリ ス ク につい
て確認する。

４ 　 学校（ 学区） で の取組等を 踏ま え、 主
体的に考える こ と を 目指し た「 ルールの

工夫」 について確認する。

○　 学校（ 学級） の実情を 踏ま え て 事例を

紹介する こ と が望ま し い。
○　 事例から 、 ふと し た こ と 、 悪気のな いこ

と でも ト ラ ブルにつながる こ と を 確認する 。
（ GIGA ワ ーク ブッ ク と う き ょ う 「 イ ン タ ー

ネッ ト における コ ミ ュ ニケーショ ン の特性」）

○　 SNS 上の悪質な 行為は法律や条例で罰
せら れる 可能性がある こ と を確認する 。

（ GIGA ワ ーク ブッ ク と う き ょ う 「 Ｓ Ｎ Ｓ
によ る 情報発信のリ ス ク 」）

○　 東京都教育委員会、 区市町村教育委員
会と し て、 イ ン タ ーネッ ト 上のいじ め防

止に向け て 取り 組ん でいる こ と を 伝え 、

理解を 求める 。
（ 例： GIGA ワ ーク ブッ ク と う き ょ う 「 家

庭のルールを 考えよ う 」）
○　「 Ｓ Ｎ Ｓ 家庭ルール」を作る よ う 啓発する 。

○　 ルールを 守る 意識を 高める た めには、

子供と 一緒に対話し ながら「 主体的なルー
ルづく り 」 が 有効で あ る こ と に ついて 、

データ を示し て説明する 。
○　 イ ン タ ーネッ ト 上のいじ めにつな がる

ト ラ ブルは、 学校が把握し づら いこ と に
ついて も 触れ、 保護者によ る 協力の重要

性を 確認する 。

８ 分 ５ 　「 未然防止」、「 早期発見」、「 早期対応」
と いっ た視点から 、 ど のよ う に対応すれ

ばよいか協議を し ても ら う 。

○　 話し 合っ たこ と について 発表する な ど
し て共有を 図る 。

１ 分 ６ 　 いじ めにつな がる ト ラ ブ ルがあっ た場
合は、 学校に連絡するこ と を 確認する。

○　 全体会の終了後、 個別に対応する 時間を
設ける など し て、 質問に答える 。 犯罪行為

（ の疑い）の場合、保護者から 警察に相談し 、

対応する こ と が重要である こ と を伝える 。



いじ め問題
解決のための

「 地域プログラ ム」

第 6 部
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　 地域プロ グ ラ ム は、 学校と 地域住民が一体と なっ て、 いじ めの防止に取り 組んでいく こ と を 目的に

開発し ま し た。 学校運営協議会や学校サポート チーム 運営会議等での活用を目指し ていま す。

　 学校と 地域住民と の連携について、「 いじ め総合対策【 第 3 次】」 では、 上巻 14 〜 15 ページ に、 次

のよ う に示し ていま す。

　「 第５ 期東京都教育委員会いじ め問題対策委員会　 答申」（ 令和６ 年７ 月） では、「（ ４ ） Ｓ Ｏ Ｓ の出

し 方に関する 教育の見直し 」、「（ ５ ） いじ め問題に関する 現状や課題等の把握」 の視点から 、 次のよ う

な委員の意見が挙がっていま す。

「 地域プログラ ム」 の概要第 1 章

《 いじ め防止の取組を 推進する６ 点のポイ ント 》

ポイント６ 社会総がかり でいじ めに対
た い

峙
じ

する《 地域住民、 関係機関等と の日常から の連携》

○　 いじ め発生の背景が複雑化・ 多様化する 中で、 学校がいじ めを 迅速かつ的確に解決でき る よ う

にする ためには、 外部の人材や関係諸機関と 適切に連携し て、 対応する こ と が必要である 。

○　 学校は、日常から 、地域や関係機関等と 「 学校いじ め防止基本方針」 の内容や、学校の取組の現状、

課題等について情報共有を する 、 課題解決に向けた方策について協議する など 、 双方向の関係づ

く り に努める と と も に、 都内全ての公立学校に設置さ れている 「 学校サポート チーム」 の機能を

明確にする 。 その上で、 定期的な会議や個別事案ご と の会議を 通し て、 教職員、 Ｐ Ｔ Ａ 、 地域住

民、警察や児童相談所等の関係機関の職員、スク ールソ ーシャ ルワーカ ー等が適切に役割を分担し 、

被害の子供を 支援し たり 、 加害の子供の反省を 促す行動を 行ったり する 。

【 委員の意見】

（ ４ ） ＳＯＳの出し 方に関する教育の見直し

（ ５ ） いじ め問題に関する現状や課題等の把握

（ ウ ）　 学校以外にも 、 今ま で接し たこ と がある 、 つながっ たこ と がある 方々へ相談する こ と で、 地

域にも 信頼でき る 大人がいる と いう 発見が必要ではな いだろ う か 。 例えば、 子供食堂の大人、

塾の教員、 所属チーム のコ ーチと いっ た大人も 子供にと っ ては大事な大人である 。

（ エ）　 いじ め問題にと ど ま ら ず、 学校の教育活動を 充実さ せていく ために、 子供の声を 聴き ながら 、

保護者、 地域、 民間団体を 巻き 込んでいく こ と が大切である と 考える 。 都立学校では、 イ ン タ ー

ン シッ プ等で民間団体であ る 企業と 連携し ており し ており 、 本年度や前年度の教育データ を 可

能な限り 公開し 、 パート ナーと し て、 子供のために、 みんなで学校を 評価し 、 改善し ていく 仕

組みを 考えていく こ と ができ る と よ い。
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　 本プロ グラ ム が目指す「 学校と 家庭・ 地域社会と の関係」 と は、 地域の方々が、「 子供がＳ ОＳ を 出

し やすい存在」、「 子供が安心し て相談でき る人」 になっても ら う こ と です。

　 保護者プロ グラ ム同様、 学校のいじ め防止に関わる 方針や取組、 対応について十分に理解し ても ら え

る よ う 、「 知ら せる 」 のみなら ず、「 伝わる 」 よ う に工夫し 、 こ のプロ グラ ムを 実施する こ と で、 参加し

た地域の方々が、 自分の責務や役割について考えを深める こ と ができ る よ う にする こ と が大切です。

　 ま た、 東京都教職員研修セン タ ーの Web ページに掲載し た、 ス ラ イ ド 資料（ 原稿付き ）、 配布資料、

事後ア ン ケート を 、 自校の取組に合わせて編集し 、 活用し ていただく こ と で、 学校と 地域住民が一体

と なっ て、 いじ めの防止に取り 組んでいく と いう ねら いの実現につながる と 考えていま す。 いじ めに

関わる 研修等において、 教職員が本プロ グラ ム の内容を協議する など し た上で、 御活用く ださ い。

年間を見通し た「 地域プログラ ム」 の活用時期の例

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

学校運営協議
会・ 学校運営
連絡協議会

学校サポート
チ ーム運営連
絡協議会

学校運営協議
会・ 学校運営
連絡協議会

1 0 月 1 1 月 1 2 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

道徳授業地区
公開講座

※保護者と
一緒に実施

学校運営協議
会・ 学校運営
連絡協議会

学校サポート
チ ーム運営連
絡協議会

　 地域プロ グラ ム は、 例えば、 次の時期に活用が想定さ れま す。

《 いじ め防止対策の一層の推進するための方策について》

２ 　 発達の段階に応じ たいじ め防止等の具体的取組に係る検討及び共有

（ １ ）　 児童・ 生徒の発達の段階や児童・ 生徒理解の方法、 保護者や地域と の関わり 方、 教員の意識

や同僚性等が異なる 中、 小学校、 中学校、 高等学校、 特別支援学校それぞれの実態に合っ たい

じ め防止対策の在り 方を 検討する 。
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地域プログラ ム第 2 章

○　 いじ めの定義について確認する 。

○　 いじ め問題に対する 学校の取組を 理解する 。

○　 いじ め問題を 克服する ために、 地域住民と し てでき る こ と を 考える 。

ねら い

活用場面等

取組の内容例（ 20 分）

地域
共に手を取り 合おう
　 －いじ めを生まない環境づく り－

活用場面 担当者

学校運営協議会、 道徳授業地区公開講座等 校長、 副校長、 生活指導主任

主な取組 実施上の留意点

１ 分 １ 　 プログラ ムの主旨を 説明する。 ○　 三つのねら いに基づき 、 プロ グ ラ ム を

実施する 主旨について確認する 。

８ 分 ２ 　 いじ めの定義や現状について確認する。
（ 1 ）　 具体的な子供の様子を 基に、 いじ めか

どう かについて個人で考えても ら う 。

（ 2 ）　「 いじ めにあたる のは、 どれか」、 その

よ う に考えた理由について考え、 互いの

意見を 交流し ても ら う 。

（ 3 ）　「 いじ め防止対策推進法」 に基づく 「 い

じ め」 の定義を 伝える。

（ 4 ）　 最初の例について、 法における「 いじ

め」 の定義に基づき 、 いじ めかどう か考
えても ら う 。

（ 5 ）　 東京都におけるいじ めの状況について

確認する。

○　 いじ めかど う かについて 考え る 事例と

し て、 意見の分かれる も のを 取り 上げて
扱う こ と で、 認識の違いを明確にする 。

○　 子供時代の体験や大人にな っ て から の

経験、 こ れま で蓄積し た 知識や情報に基

づいて、 それぞれが自分な り のいじ めに
対する 認識をも っ ている こ と を 確認する 。

○　 法律の定義を 示し た 後、 次の点を 確認

する 。
・ 　 被害を 受け た 子供が、「 つら い 」、

「 痛い」 な ど の 心身の 苦痛を 感じ て

いれば、 いじ めと 判断さ れる こ と
・ 　 学校が「 ど の学校、 ど の子供にも

いじ めは起こ り 得る 」 と いう 認識を
も っ て取り 組んでいる こ と

・ 　 いじ めの定義の変遷の背景

○　 さ さ いな こ と も 「 いじ めで はな いか」

と 感度を 高め、 いじ めの 兆候を 把握し 、
すぐ に対応する よ う にし て おく こ と が大

切である こ と を 確認する 。

○　 東京都のデータ の校種別の違いや学校
の状況を 確認する 。

○　 いじ めら れて いて も 、 誰にも 相談し て

いな い児童・ 生徒がいる と いう 事実を 確
認し 、 受講者に「 子供がＳ Ｏ Ｓ を 出し や

すい存在」「 子供が安心し て相談でき る 人」
になってほし いこ と を 伝える 。



119第６ 部

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

○「 学校いじ め防止基本方針」

○「 いじ め防止対策推進法」「 いじ め防止基本条例」（ 都、区市町村）

　 ※地域住民の責務　 等

〇「『 ど う し たの？』 一声かけてみま せんか　

〜子供の不安や悩みに寄り 添う ために〜」

実施にあたっ ての資料（ 配布資料等）

３ 分 ３ 　 学校いじ め防止基本方針を 基に、 学校

の取組について紹介する。

○　 いじ め問題に対する 基本的な 考え を 確

認する 。
○　 学校の取組について、 未然防止、 早期

発見、 早期対応の観点から 紹介する 。 写
真等を 入れる こ と で、 学校の取組を 具体

的に理解し ても ら える よ う 工夫する 。

○　「 子供自ら がいじ めについて考え、 自ら
行動でき る 」 取組について も 紹介し 、 教

職員だけ でな く 、 子供た ち も いじ め問題
に取り 組んでいる こ と を 伝え、 大人の協

力を 促す。
○　 必要に応じ て、 条例等を 示し 、 条例に

示さ れた地域住民の責務について確認する。

７ 分 ４ 　 いじ めの未然防止・ 早期発見、 いじ め
を 生ま な い環境づく り のために地域全体

ででき るこ と について考えても ら う 。

○　 こ れま での取組等を 例に挙げ、 考え る
手だてと する 。

【 例】・ 　 夕方の見守り で気にな る 子供を

見掛けたら 、 言葉を掛ける 。
・ 　 職場体験学習や地域の行事を 通

じ て、 子供たちと 積極的に関わる 。
○　 受講者が多い場合は、 グ ループに分か

れて 協議し 、 グ ループの意見を 報告・ 交
流する 時間を 設ける 。

○　 次のよ う な取組が考えら れる 。

【 例】・ 　 各自が考え た 案を 付箋紙に記入
し て、 共有する 。

・ 　 学校便り 等にま と め、 発信する 。

１ 分 ５ 　 今後の方向性について確認する。 ○　 いじ め防止等の取組を 推進する ために、
地域関係者、 保護者、 学校の普段から の

パート ナーシ ッ プ、 双方向の関係づく り
が 重要であ る こ と を 確認する と と も に、

学校はそのために何を し て いく のかにつ
いても 伝える 。

○　 保護者向け リ ーフ レ ッ ト 「『 ど う し た

の？』 一声かけてみま せんか」 を 活用し 、
子供の変化に対する 気付き 方や気付いた

と き の声の掛け方について、 具体的な 例
を 基に確認する 。

◎スラ イ ド 資料

◎配布資料
◎事後アンケート

東京都教職員研修センタ ー

W eb ページに

編集可能なデータ を 掲載
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おわり に　 ～いじ め問題の解決の先に～

「 いじ めは、 いつでも 、 ど の学校にも どの子供にも 起こ り 得る 。」

確かにそのと おり である 。

し かし 、 教育は、 日々子供を成長さ せる 。

昨日、相手の悪口を言っていた子供が、今日は、その友達の良いと こ ろに気付く こ と がある 。昨年、

かっ と なっ ては暴力を 振る っ てばかり いた子供が、 今年は、 友達に笑顔を 向けながら 温かい言葉

を掛けら れる よ う になる こ と も ある 。

だから 、 教師は、 いつも 子供たちの限り ない可能性を信じ て、 熱い思いを伝える のだ。

ある 学級担任が、 普段は元気な子供がう つむいている こ と に気付き 、 さ り げなく 「 今日は、 い

つも のあなたら し く ないけれど、 ど う し たの。」 と 声を掛けた。 その子供は、 目にう っ すら と 涙を

浮かべながら 、 自分が友達を傷付けてし ま ったこ と を話し 始めた。

ある 学校では、 学年担当の教師たちが、 Ｓ Ｎ Ｓ のやり 取り でト ラ ブルを 抱えてし ま っ た子供た

ちを 呼んで、 様々な悩みについて正直に語ら せた。 気が付く と 、 子供たちは、 互いにど のよ う な

こ と に気を付ければよ いのかを真剣に話し 合っていた。

子供を 大切に思う 教師の気持ちを 、 言葉に出し てま っ すぐ に、 子供たちへ直接伝えてほし い。

その思いが子供たちの心に届いたと き 、 子供たち自身が、 互いに大切にし 合う 集団を 作ろ う と す

る よ う になる だろ う 。 そし て、 全ての子供が、 そう し よ う と し ている 自分に気付いたと き 、 いじ

めは、 き っと なく なる に違いない。

そのために、 教師も 日々学び続けていく 必要がある 。

高校段階を 終えて、 東京都の公立学校から 巣立つ子供たちに伝えたいメ ッ セージを こ こ に記し

て、「 いじ め総合対策【 第３ 次】」 の締めく く り と する 。

　 多様な価値観を も つ人と 出会い、 関わり 、 と き にはぶつかり 、 高め合える

から こ そ、 私たち は幸福な人生を 切り 拓き 、 よ り よ い社会と 、 豊かな未来を

築く こ と ができ る のです。 何よ り も 、 違っ た考えや価値観を も つ者同士が理

解し 合う こ と 、 こ れこ そ、 人間だから でき るこ と なのです。

「 こ れから のあなた、

　 　 　 あなた自身は何を大切にし て、 どのよう に生き 、

　 　 　 　 そし てどのよう にし て幸せな世の中にし ていき ますか。 」

都立高等学校　 人間と し ての在り 方生き 方に関する 教科

「 人間と 社会」（ 改訂版教科書） 95 ページよ り

令和３ 年３ 月　 東京都教育委員会
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